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プロローグ




　空は曇どん天てんで真昼にもかかわらず薄暗い。今にも雨が降りそうだ。そのような天気の下でひとりの男が街を歩いていた。瓦礫を踏み、割れたガラスがカシャリと音を立てる。

　街並み……元は街並みといえたであろう。今はビルに嵌め込まれたガラスは割れて、上階にある窓ガラスも真っ黒で透明度などまったくない。元はコンビニであったろう店舗の看板は倒れており、店内は棚が倒れて、その棚に載っていた様々な品物はなにもなくガランとしている。

　アスファルト舗装の道路はメンテナンスがないためにひび割れて穴も空き、雑草が生い茂っている。信号機には植物の蔦が這っており、電気の届かない信号は暗くその機能を果たしていない。そもそも信号機が設置された理由の自動車は放置されて錆だらけだ。タイヤはとうになく、ドアも外れて、ボンネットもなく、エンジンも椅子もなにもない。ただシャーシだけが元は車であると教えてくれるのみであった。

　そんな寂しい廃墟を歩く男は、ビルの影にいる猫に気づく。薄汚れた黒猫であった。ニャアとひと鳴きして、じっと男を見据えている。男はその様子を見て、僅かに肩を竦すくめると再び歩き始める。若い男であった。そこそこ見られる顔立ちの男はナップサックを担いで、なにを考えているかわからない表情で歩いていると、

「助けて～」

　女性の悲鳴が聞こえてきて、顔を持ち上げる。助けを求める声に、駆け出して声の元へと走り出した。角を曲がると、薄汚れたワンピースを着ている女性がフラフラと走っているのが目に入る。後ろから薄汚い服を着込んだ男がふたり、下卑た笑みを浮かべて、もてあそぶようにゆっくりとした足取りで追いかけていた。

「待てよ、俺たちと遊ぼうぜ～」

「逃げんな、おい」

　ゲラゲラと嗤う男たちの目的は明らかだ。助けを求めている女性が酷い目に遭うのも明らかだ。若い男は一瞬考え込む。その視界の端に、黒猫がいるのが見えた。

「おい、やめろ！」

　若い男は助けようと決心して、声を上げて自分に向かってくる女性を後ろに隠す。荒くれ者と思わしきふたりの男は、突如として現れた若い男にニヤけ顔で睨みつけてくる。

「あんだぁ？　邪魔でもしようってか？　あ～ん？」

「そーだ。そのとおりだ、やめたまえ、このげすやろー」

　怯ひるまずに若い男が答えを返すと、荒くれ者たちは顔を見合わせて、嗤わらいを見せて腰に差しているナイフをいきなり抜いて、切りかかってきた。だが、若い男はその行動を予測しており、突き出されたナイフを二本の指で摑み取る。

「ぬおっ？」

　引き戻そうとする荒くれ者は、その力が異常なものだとうめき声を上げる。なにしろ万まん力りきに挟まれたかのように、ビクともしないのだ。

「やろうっ」

　もうひとりが拳を突き出してくるので、手のひらでパシリとあっさりと受け止めてみせる。その筋力は見た目以上だ。痩せ男に見えるのに、力強い。

「てめえっ、ダンジョンで鍛えてやがるなっ！」

　その力の正体に気づき、言葉を荒らげる荒くれ者にフッと余裕の笑みを浮かべて若い男が口を開こうとして、グラリと身体からだをよろめかせる。背中に衝撃を受けたのだと、振り向くと助けたはずの女性が若い男の背中にナイフを突き立てていた。

「なぜこんなことをー。ぼくはきみをたすけたはずなのにー」

　若い男が驚きの声を無表情に言う。助けたはずの女性は、ヘッと嗤う。

「こんな古典的な罠に引っかかるなんて、あんた内街のやつだろ？　ダンジョンで少しばかり鍛えたから、ちょっと正義のヒーローでもやろうと廃墟街に来たんだろ？　バーカ！」

　ナイフを抜くと、再び刺してくる。その攻撃により、噴水のように血が吹き出て、女性や荒くれ者たちを血で汚すと倒れ伏した。

「な、なにこいつ？　なんでこんなに血が吹き出るわけ？」

　まるでＢ級映画のようなチャチな演出のように血が噴き出して、べっとりとその血で身体を濡らした女性が戸惑っているが、荒くれ者たちは気にしなかった。

「こいつ、なにを持っているんだ？　早く確かめてみようぜ！」

　若い男のナップサックを手に取り、中身を漁る荒くれ者たち。返り血にしても多すぎるその血の量に、なんとか身体を拭こうとする女性。

「私の取り分もよこしてよね！　あんたら危なかったんだから！」

「あぁ、わかってるって……な、何だこりゃあ？　石ころしか詰まってねぇぞ？　石ころばっかりだ！」

　ナップサックの中身を漁っていた荒くれ者が戸惑った声を出して、石ころを取り出す。どこにでもある石ころだ。

「これも、これも、これも！　全部石ころだ！　どうなってやがんだ？」

　ついにはナップサックをひっくり返す。ザラザラと石ころが流れるように落ちていく。

「くそったれ、頭のおかしいダンジョンマニアだったんだ。畜生め」

　空になったナップサックを放り出して、男は舌打ちする。

「仕方ねぇ。こいつの服や靴だけでもいいだろ。頑丈そうな、ガブッ」

　荒くれ者のひとりが嘆息して、服を剝はぎとろうとして、うめき声を上げる。どうしたのかと、もうひとりが男を見て顔を凍りつかせる。男の顔には矢が突き刺さっており、そのままダラリと血を流すと力なく倒れ込んだ。

「ご、ゴブリンアーチャーだっ！　カフッ」

　その正体に気づき、慌てて叫んで逃げ出そうとする荒くれ者に同様に何本もの矢が突き刺さり、そのまま男はあっさりと死を迎えた。

「キャーッ！　た、助けて……」

　先ほどと同じく助けを求める叫びを上げる女性だが、先ほどのように正義のヒーローは助けに来ない。その悲鳴はビルの影から緑の肌に腰こし蓑みのをつけて棍こん棒ぼうを持つ異い形ぎょうの者たちしか釣れなかった。

「ゴブリンっ！」

　ギャッギャッと嗤うその魔物はゴブリン。背丈は一メートル半程度。痩せてはいるが、弱そうには見えない。後ろからギャッギャッと粗末な弓矢を持つゴブリンも現れて、女性を囲む。助けに来るはずのヒーローは既に死して地に伏しており、女性には絶望しか残っていなかった。

　そうして、しばらく女性の悲鳴が聞こえ続けて、じきに止む。残るは三体の人間の死体を貪り食うゴブリンたちだけであった。不思議なことに若い男の死体は空気に溶けるように消えており、その持ち物も何もなかったことになっていた。

「ニャア」

　その一連の様子を見ていた黒猫はひと鳴きすると、その場を離れていった。

　この地球でありふれた光景がそこにはあった。人が人を襲い、魔物が人を襲う。狂ってしまった世界が。




　しててててと、黒猫は廃墟ビルの間を走り抜けていく。猫しか入れなさそうな細い通路を駆けてゆき、途中で立ち止まる。もはや使われていない電線にカラスが止まっていた。それを見て立ち止まった黒猫に、物陰からひと抱えほどもある大きなネズミが噛みつく。バタバタと暴れる黒猫だが、やがて力を失い動きを止める。ネズミは食べようと口を開き直すが、黒猫が霞のように消えてしまい、その噛みつきは空を切る。その様子をカラスは見てとると、羽を羽ばたかせて飛び立つ。空中に飛び立つカラスの目には廃墟が広がっていた。廃墟だらけの中に、聳そびえ立つ五〇メートルほどの高さのコンクリートの壁が遠くに見える。道路にある上野まで数キロと書かれている看板、その少し先から壁が、中の土地を守るように囲んでいる。

「カァ」

　ひと声鳴くと、カラスは聳え立つビルとは正反対の荒れ果てた廃墟の中へと飛んでいき、二〇階ほどの高さの廃墟ビルへと飛んでいく。遠方には距離を考えるとカラスよりも大きな鳥のような、人のような者たちが羽ばたいているのが見える。カラスは廃墟ビルの屋上。ペントハウスとなっている家の庭に降り立つ。

「カァ」

　ひと鳴きすると、室内で椅子に凭もたれかかり目を瞑つむっていた中年の男が目を開く。無精髭を生やした中肉中背のおっさんだ。少し痩せている。その目つきは鋭さがあり、他人が見たら危険な雰囲気を感じ取るだろう。

「あの場所にゴブリンがいたか。だいぶ侵攻されているな……ちょうどよい場所かもしれん」

　コキリと首を鳴らして立ち上がると、指をパチリと鳴らす。カラスは溶けるようにその音とともに消えていった。

「ふむ……あのようなところで、盗賊をするとはな……馬鹿なやつらもいたものだ」

　顎あごを擦さすりながらおっさんは肩の凝りを解ほぐすように回しながら、台所に向かう。冷蔵庫を開けるが、冷気は吹き出すことはない。とうの昔に電力などは通じていない。だが倉庫代わりにできるため缶詰を仕舞っていた。

「むぅ……影人形でかなりの魔力を使ったからな。今日はご馳走でいいだろう。そうだな………ご飯とカレーにしよう」

　皿を棚から取り出して、缶詰とともにリビングルームへと向かう。と、リビングルームへと戻り、部屋の中を見てピクリと眉を動かす。

「ニャッハー。こんにちはニャンコ」

　猫耳と猫の尻尾を生やす少女がリビングルームの椅子に座っていたのだ。フリフリと手を振るセミロングの茶髪。人にしては長すぎる犬歯を覗かせて、チャーミングな笑みを見せてくる。

「花か梨りんか。相変わらずインターホンを鳴らさないやつだな。不法侵入は重罪だぞ？　俺の中ではな」

「インターホンなんて鳴らニャイくせにー。おいしそうな物を食べるみたいだにゃ？」

　ニャンニャンとからかうように笑う猫娘に、フッと鼻を鳴らしてご飯とカレーを皿にのせる。

「いいにゃー。ひと口くれないかにゃ？　カレーなんて滅多に食べたことないにゃ」

　ジュルリとヨダレを垂らす花梨を無視してスプーンを手にして食べ始める。カレーとご飯は貴重なのだ。あげないぜ。

「で、用件は？」

「ひと口でいいんだけどにゃ～」

「ほざけ。で？」

　むぅ、とむくれるふりをする花梨を冷たい視線で見つめると、諦めたのか肩を竦める。

「信しん玄げんのボスがお呼びニャンニャン。自分の縄張りの畑に現れるゴブリンを退治してほしいニャンだって。報酬は缶詰一〇個と配給券一〇枚に十万円らしいにゃ」

「ゴブリンか……畑に出るやつ……何体だ？」

「三〇体ニャン。ダンジョン近くの田畑だから、あそこいっつもヤバいニャン。この間、農民がふたり殺されたし」

「俺にはありがたい。わかった、信玄に伝えておけ。その仕事を請けよう。ただし、俺の側には誰も来るなよ？　きっとそいつは死ぬだろうからな」

　空になった皿の上にスプーンを置くと、花梨はコクリと頷うなずく。空にしたニャアと残念そうな顔をして。

「たまにはボスのところに顔を出したらどうにゃん？　防人さきもりは強いし食べ物も持ってるし安全な家もあるからモテるニャン。あ、でも女を選ぶ場合はあちしをよろしく。まだ経験なしニャよ」

　クネクネと身体を揺らせて、パチリと下手くそなウインクをする小娘にジト目を向ける。ひと回り以上離れている歳の差だ。手を出す時は結婚を決意するときだな。

「する気もないがな」

　デコピンをお見舞いしてやるぜ。

「あいだっ、酷ひどいニャン。名前が防人なのに、全然あちしを守ってくれにゃいにゃ」

　デコピンを額にすると、花梨は額を擦って、ブーたれるがいつものことだ。

「伝言料だ。ほら」

　配給券を懐ふところから取り出して、投げつけると、マタタビを見つけたように飛びつく花梨。尻尾をフリフリと可愛らしい。

「ありがとにゃん。だから防人は大好きにゃ。で、いつ取り掛かるにゃ？」

　機嫌よく尋ねてくる花梨へと、薄く口元を笑みにして答える。

「今夜だ。信玄に言っておけ。今日取り掛かるから、報酬は用意しておけとな」

「お、早いお仕事、助かるニャン。それじゃボスに伝えてくるニャ」

　大事に懐に配給券を入れながら花梨は立ち上がると、尻尾を俺に見せつけるようにフリフリと振る。小ぶりのお尻も一緒に揺れて、えろっちい。防人は手をひらひらと振って、無表情で見送る。人間にしては軽やかな動きで、花梨は壁にしがみつくとスルスルと器用に下りていった。一歩間違えば死ぬ高さであるのに、躊躇ためらうことなく。

「あいつが敵だとやばいよな。アラームキャットの配置を変えておくか」

　チッと舌打ちして、各階層に配置してある猫を思い出す。猫の特性を持つ人間がそんなにいるとは思えないが念のためだ。しかし、あいつは配置を変えても、その配置に気づいているかのように警戒網を突破してくる。用心深いおっさんとしては看過できないが……。

「今はリスクを許容するしかないな。……まぁ、あと少しだ。そうすれば、なにかが変わる……変わってほしい」

　苦々しい表情でペントハウスを出て、眼下に広がる地上を見る。

「とりあえずは、こんな暮らしから抜け出したいもんだ」

　廃墟ビルに巣食うゴブリンやコボルド、店舗には蛹さなぎがぶら下がり芋虫が這いまわっている。死してなお生きようとする死者、ゾンビやスケルトンがよろよろと歩き回る。そんな地上に蠢うごめく魔物たちを見てから、夜まで昼寝するかと天あま野の防人は部屋に戻るのであった。










第１章　ダンジョンと共生する世界




　地球にダンジョンが現れた。テンプレのダンジョンだ。突如として、各地に現れたダンジョンには魔物が現れて、人外の力を使い、魔法を唱えてくる。そんなダンジョンと共存するようになった地球は、未知の生命、未知の技術、そしてダンジョンが現れたことによる魔力汚染で生まれたスキルという名の力を手にした。

　そこまではいい。いや、よくはないが。テンプレなら冒険者という職業が生まれ、各企業は手に入る魔物の素材や、宝箱から手に入る品物を冒険者から大金で買い取り、世界は冒険者の時代となった。テンプレならそうだよな？　冒険者時代が来る素地は企業が大金を出して、魔物の素材を買い取る。というところが肝心だ。

　……そうはならなかったんだ。現実は世せ知ち辛がらい。よーく考えてくれ。魔物の素材を大量に企業が買い取る？　おいおい、検体なら一〇〇体もいりゃいいよな？　新素材？　企業がその新素材の使い道を考える間にどれほどの魔物の死体が余るんだよ。企業は買い取り続けることなんてしないのさ。だから冒険者なんて生まれる素地はなかった。当然だ。スキルを持っていたとしても、誰が命を懸けて無報酬でダンジョンに潜るんだ？　そんなやつはいやしない。

　と、なるとどうなると思う？　幸いにして魔物には地球の兵器は効いたんだ。銃やミサイルで倒すことができた。あっさりとな。……だがな、やつらは日ごと現れる。きっとダンジョンに潜って魔物を定期的に間引かないからだろうな。これが世界で数個しかダンジョンが現れなかったーとかなら、まだよかった。だが、ダンジョンはそこらじゅうにできたのさ。弱い魔物しかいないダンジョンから、強い魔物も出てくるダンジョンまで。毎日軍隊は戦った。銃弾を湯水のように使っていき、花火のように景気よくミサイルを撃ち込んでな。その結果がどうなるか、わかるだろう？　まったく利益にならないダンジョンという災害を前に、資源は少なくなり、税金は高くなり……。ついには重要な街以外は放棄しちまったのさ。そうなると悲惨なもんだ。無法地帯がそこらじゅうにできて、貿易すらも簡単にできない世界の出来上がり。

　何もかも変わっちまった。幼かった頃、こんな時代が来るなんて予想だにしなかった。

　ペントハウスからも見える聳え立つ外壁を眺める。そろそろ夕暮れだ。外壁の聳え立つ影に埋もれている家々も目に入る。きっとあの影の下にも飢えに苦しむ者がいるのだろう。よーく見ると聳え立つ外壁の外側に低い壁がある。この国は税金を支払えるかどうかで、住居が変わっちまう。

　金持ちどもは内壁と呼ばれる中に住む、重火器に守られている食い物にも困らない安全な街。外壁と呼ばれる中に住む辛うじて税金を支払える者が住む、食い物に一応困らない魔物の襲撃に常に晒さらされている街。最後に税金を支払えないか、支払える能力があっても、支払わないやつらが住む魔物の餌に明日なってもおかしくない廃墟に住むやつらだ。

　廃墟に住むやつらのうちのひとりが俺、天野防人。スキルという名前に希望を持ち、ダンジョンに日々籠もって鍛えた馬鹿だと言われる男だ。

　ダンジョンは様々なスキルを恩恵だかなんだか知らないが人々に与えた。スキル強奪や経験値一〇〇倍なんかも昔はあったらしい。いや、たしかにあった。他人の固有スキルを奪って自分のスキルにするやつら。ひとつでも奪ったら身体が異形になり、すぐにくたばった。どうやら他人のスキルは猛毒らしい。しかも奪ったスキルは相手に戻っていたという救われない結果だ。

　俺としては、固有スキルってのは人の願いから生まれてくるんじゃないかと予想している。密接に人の魂と結びついていると思うんだ。そんなもんを奪い取ればどうなるか……悲惨な結果になったというわけだ。経験値一〇〇倍はなぁ……。経験値一億倍でも意味がなかった。だって、この世界は経験値によるレベル制じゃないからな。熟練度一〇〇倍とかもいたが……。この世界は熟練度制でもないんだわ。力を上げるには、魔物を退治していく。そうすると敵の持つ魔力が自分に流れ込んでパワーアップする。毎日倒してりゃ、一年で四％ぐらい上がる。うん、筋トレとあんまり変わらないよな。ちなみに魔力吸収一〇〇倍とかいたが、そいつは魔物を一匹倒したら魔物になって退治された……。

　というわけで、そんな銃弾の一発であっさりと負けるようなスキルを鍛えるのは、希望を捨てきれないか、どこかイカれたアホなやつらのみだ。やつらは金にもならないのに、未だにダンジョンで魔物を倒し続けていた。すなわち、俺だ。

「ステータスオープン」

　テンプレの言葉を口にすると、ステータスが表記されたウインドウが宙に映し出される。半透明のボードは未来的で、希望を嫌でも持っちまう。自分が何かヒーローめいた者になれるんじゃないかってな。このステータスボードは七〇％ぐらいの人間が使える。まぁ、自分の力を見たいやつってのは意外と多いということだ。ステータスボードには物心がついた頃からダンジョンで魔物を退治し続けた結果が表記されている。

　こんな感じだ。




天野防人

　マナ１００

　体力１０

　筋肉１０

　器用１０

　魔力１０

　固有スキル：等価交換ストアレベル２

　　　　　　　残機レベルＭＡＸ

　スキル：影魔法レベル２

　　　　　水魔法レベル２

　　　　　火魔法レベル２




『うへへ。俺って強いよな。レベル２だよ、レベル２』

　おっさんはレベル０から二〇年余をかけてレベル２にしたのだ。苦労したぜい。

『防人さん。私に向かって、いつも語るのはやめてもらえませんか？　私は睡眠を楽しんでいるんです。甘い物を見つけたとき以外は話しかけないでください。私も長風呂したり、トイレに籠もったりしている時は話しかけないでしょう？』

　涼やかな少女の声が聞こえやがるぜ。へっ、これもロンリーウルフとして生きてきたせいかな。幻聴が時折聞こえるとか……。

『クッ、俺って悲しい記憶がきっとあるんだぜ。どういう記憶に、ふげっ』

　なにやら影から蹴りが飛んできて、吹き飛ばされておっさんはゴロゴロ転がった。

『いいじゃん！　おっさんにも語らせてよ！　ハードボイルドなおっさんは雫しずく以外には寡か黙もくでダンディなおっさんを演じないといけないの！』

　先ほどまでのダンディさはどこにもなく、おっさんは頬を押さえて、オヨヨと泣き崩れる演技をした。いらん演技である。

『わかりました。今度は思念でお願いします。海のように広い私の心が受け止めますから』

『それ、テレパシーを防ぐ方法だろ！　俺の思念を受け流す気まんまんじゃねぇか！』

　防人は文句を言うが、すぐに首を振り立ち直る。こんなことをしている暇はない。宵闇に生きるおっさんの活躍の時間だ。幻聴に苦しむダンディで、ハードボイルドで生卵な精神を持つおっさんは行動を開始するとしよう。

『影法師』

　真面目な表情にて、魔力を集め使用する。影魔法、己の身体に黒い衣服を創る魔法だ。形状は自由であり、この魔法ひとつで衣服はもういらないという。ただし魔力を霧散させる攻撃を受けたら消えてなくなるので、衣服を下に着ないとおっさんは裸になる。その場合は世界の理ことわりから放送禁止ですと言われて、異次元に飛ばされて消えるだろう。ブカブカのローブにフードを被り、マスクをして目元だけが残るようにする。他人が見たら暗殺者だねと通報されることは確実だが、おっさんは気に入っていた。

「さて、ゴブリン退治に行きますかね～」

　気の抜けた声を出して、階段を下りていく。途中途中で黒猫が鎮座して、動かずにじっとしている。おっさんが創り出した影法師だ。感覚などを共有できて、簡単な命令なら下すことができる。黒猫への命令は単純。ここを通ろうとする者がいたら教えろと命令してある。アラーム代わりなので、アラームキャットと防人は呼んでいる。目立つところに一匹。隠れて見えないところに一匹。バリケードもたくさん壁に貼りつけてあり、通るものは希望を捨てよと壁に書いておいたので登る人間はほとんどいない。盗賊が来たら容赦はしない。黒猫は見かけによらず攻撃力も少しある。登ってきた者はもれなく大きな被害を負うだろう。映画とかゲームと違って、この国では銃はほとんど手に入らない。食べ物よりも貴重なので、銃を持って襲ってくるものはいないから、黒猫でも充分戦える。

　えっちらおっちらと、ビルを下りていく。こんなビルの最上階に住むなんてアホだろと、自分をアホ呼ばわりしながら。ようやく下りると、入口に髪もボサボサでフケだらけで脂でギトギト、服もいつ洗ったかもわからない真っ黒な服を着た数人の少年少女たちが屯たむろしていた。こちらに気づき、恐る恐る近づいてくる。先頭の少年がへへへと鼻を擦りながら話しかけてきた。

「ヘヘッ。防人さん、こんばんは」

「……あぁ」

　媚びるように、いや、実際に媚びてきた子どもたち。なんとか強気でいようと、背筋を伸ばし話しかけてきた。いつものことだ。先ほどの間抜けな様子は微塵も見せずに、防人は寡黙に頷く。アホな姿を見せると隙すきと思われて、襲ってくる輩がいるのだ。おっさんの趣味だけじゃないのだ。あっさりと返り討ちにできる力はないので仕方ない。あっさりと返り討ちにできる力を手にしてもハードボイルドなおっさんを演じるつもりだけど。

「お仕事ですか？」

　知っているだろうに、敢えて尋ねてくる。

「そうだな、今日は魔物を狩るのにいい日だ」

　フッと笑う。魔物を狩るのにいい日って、どんな日ですかとのツッコミは幻聴だろう。

「俺ら、防人さんが戻ってくるまで、ここで番をしてますよ。任せてください」

　どんとやせ細った胸を叩く少年。それに合わせて後ろの子どもたちもコクコクと頷く。ここにも黒猫は設置してあるから大丈夫なのだが……子どもたちもそれを知っている。やばいときは逃げるだろう。ようは集たかりと一緒だ。だが……。

「なら、頼もうか。ほら、これは報酬だ」

　配給券を二枚取り出して渡す。少年少女は六人。少ない枚数であるが、その券を飛び上がるように喜び受け取る子どもたち。

「任せてください！　俺ら頑張りますから」

　みんなが笑顔で頭を下げてくるのを無視するように防人は歩き始める。

『いつも思うのですが、甘いのではないでしょうか？　ここで集るより、ダンジョンで己のスキルを高めるために戦ったほうが彼らにはいいと思います』

　脳に直接聞こえる声に苦笑する。たしかにそのほうが未来がある。だが、環境がもはやそれを許さない。

『無理だな。俺が鍛え始めた頃はそこまで食糧も逼ひっ迫ぱくしてなかったし、日雇いのバイトでもすれば、なんとか暮らせる程度に食い物も簡単に手に入った。スキルが１になる頃には、世界は変わり、壁なんぞできちまったが、知ってのとおり１なら魔物に有効打を与えられるから、食糧もスキルを使えば手に入った』

　ちらりとビルを振り向くと、ガッツポーズをして喜ぶ子どもたちの姿が目に入る。

『今はダンジョンに潜りながら、食糧を稼ぐための行動なんて取れないのさ。それができるのは内壁のやつらだけだろうな。そしてそいつらは金にも食い物にも困らない』

　自分は幸運なだけであったのだ。今の廃墟街で子どもたちがダンジョンアタックで暮らせる余裕はない。今のままでは……。

『それがこの世界。じわじわと滅亡に向かっている世界なのさ』

　今度は振り向かずに、静かに歩き続ける。仕事をしなければならない。生きてゆくために。

「それがこの世界。ダンジョンと共生する世界。アースウィズダンジョンって世界だ」

　そう呟くと、防人は暗闇の道を歩くのであった。

　暗闇の中を歩き続ける。暗闇の中でも、防人は慣れているので、ある程度は周りを見ることができて歩くのにそんなには苦労はしない。漆黒のローブを羽織り、俺ってかっこいいよねと、ふんふんと機嫌よくおっさんは目的地に辿りついた。かっこいいより、怪しいとしか思われないが、おっさんはそこは気にしなかった。その場所は家屋もなく、ぽっかりと空いたような土地だった。畑として使用しているために、野菜やらが育っている。今は五月なので、収穫はまだ先だろう。

　申し訳程度に木の柵が作られており、魔物の襲撃を防ぐ役割をしているのだが……壊れている箇所があり、土に染みができている。どうやら役には立たないようだ。田畑から少し離れた場所には森林ができており、その奥にこんもりと土の山ができている。そして、その土の山は大きな穴を開けている。ダンジョンである。

　ダンジョン周りの土は肥沃だ。連作障害もなく、たとえ毒に汚染されても除染されて普通の土地となる。魔物が現れるのにさえ目を瞑ればだが。内街にもダンジョンを中心に畑を作っているところがあるらしいが、そもそも内街におっさんは入ったことがない。あそこは身分証明書がいるのだ。職業ハードボイルドなおっさん。では、入れてくれないと思うのだ。田畑の側にはドラム缶があり、焚き火がパチパチと火花を散らして燃えている。その横に屯していた革の服を着込んだチンピラたちが、ナイフを括りつけた木の棒を持って所在なげに立っている。

「防人の旦那！　よく来てくれました。お待ちしてましたぜ」

　リーダーなのだろうチンピラっぽい男に頷きだけ返す。不安だったのだろう。夜に見張りをさせられたら、魔物にいつ喰われてもおかしくない。

「それじゃ、俺たちはここらで退散しまさ。任せましたぜ」

　言葉少なにチンピラたちは去っていこうとするが

「おい待てよ、こんなもやしみたいなやつに魔物を退治させるのか？　なら、俺たちで倒せないか？　報酬いいんだろ？」

　一メートル九〇はあるだろう背丈の男が呼び止めた。廃墟街の住人にしてはやけにガタイがいい。普通は痩せているし、ガタイがよければ、それすなわち食べ物に困っていないということだ。縄張りを支配する幹部レベル。こんな死んでもおかしくない仕事には駆り出されないはず。

　防人を馬鹿にしたように口元を歪めて、己の筋肉を誇示するように腕を組む。

「ば、ばかっ！　てめえは魔物をあんまり見たことがねぇんだろ？」

「外街に紛れ込んできたゴブリンなら一匹倒したことがあるぜ。簡単だったな。こいつにできるなら俺たちでもできるだろ。俺が先頭に立って戦えば楽勝に倒せるぜ」

　慌ててリーダーが嗜たしなめるが、男はリーダーを舐めているのだろう。鼻で笑いこちらを睨む。………なるほど、外街で用心棒でもしていたのが、廃墟街に流れ落ちて来たのだろうと、防人はそのガタイの理由に納得した。

「てめえっ！　たかが一匹のゴブリンを倒しただけで粋がるんじゃねえっ！　ゴブリンはな、一〇匹でも集まったら、そりゃ恐ろしいんだ。それをてめえは」

「あー、はいはい。それじゃ俺がこいつをブチのめせば、わかるだろう？　俺なら楽勝だって」

　戦意を見せてこちらに対して身構えるアホにため息をついて、リーダーのチンピラに冷たい視線を送る。

「こいつを倒した分は別料金になるぞ？　貴重なマナを使うのだからな」

　渋い声音でおっさんは威圧するように問いかける。結果はわかりきっているし、やりたくない。マナがもったいない。マナ、魔法を使うためのＭＰである。魔力が魔法攻撃力だ。

「ヘヘッ。そんな、ねぇ？　旦那との仲じゃないですか。今度酒場で一杯奢りまさ」

　揉み手をしながら媚びるように答えてくるが、その目は別の意味を与えてきていた。お仕置きをしてくれとの言外での言葉を理解して、ふぅと息を吐く。

「わかった。貸しひとつとしておこう。来いよ、でくのぼう」

　手をクイッと曲げて嘲笑するように口元を歪めてアホの大木に煽って見せると、煽られ耐性ゼロなのだろう、当然のことながら、激昂して顔を真っ赤に変えてきた。単純なやつだよな。

「死んだぞ、てめえはっ！」

　腕に力を込めて、ウドの大木君は拳を繰り出そうと振り上げて、

「うっ？」

　ピタリとその動きを止めた。ぐぬぉぉと、力を込めて動こうとするが、石像のようにピクリとも動けない。

『影縛り』

　焚き火でできた男の影に、不自然に伸びた防人の影が重なっていた。己の影で相手を封じる影魔法だ。なお、かなり接近遭遇しないといけないので、あまり活用方法はない。こんな目の前まで魔物に接近を許したら殺されるし。マナの消費が少ない魔法だから、よかったよかったと内心で安堵しつつ、表情には一切出さずに腰から大ぶりのナイフを抜く。

「で、このままこいつを刺せばいいのか？」

　その言葉に、ウドの大木君は冷や汗をかきながら、顔を青ざめさせる。焚き火の明かりに照らされて冷たく光るナイフを見て、首を横に振ろうとするが、動きを封じられているために動けない。

「まぁまぁ、旦那の力をこいつも思い知りましたよ。そうだよなっ！」

　揉み手をしながらリーダーは防人に答えて、ウドの大木君へと怒鳴ると、ウドの大木君は瞬きを激しくして、わかったと言っているようだった。

「なら、問題ないな。さっさと去れ。ここは戦場になる。お前らが死んでも俺は気にしないからな」

　影縛りを解くと、ウドの大木君は、へたり込み地面でぶるぶると震え始める。防人レベルのスキル持ちに会ったの初めてであったのだろう。

「あんた、すげえな！　こんな力があるやつがなんで廃墟街にいるんだ？　内街でだって、用心棒の仕事には困らないぜっ！」

　青ざめたと思ったら、あっさりと態度を翻ひるがえしてきて尊敬の目で言ってくるウドの大木君に呆れながらも手をひらひらと振る。さっさとここから立ち去れという俺の態度を見て、リーダーは男の尻を蹴っ飛ばして、またあとでと頭を下げながら皆を連れて去っていく。

「やれやれだ。マナを消費させるような無駄なことをさせるなよな」

『ニヤケ顔では、まったく説得力ないです』

　すぐに幻聴がツッコんでくる。おっさんはニヤニヤとハードボイルドだよねと笑っていたりした。こういうシチュエーションは大好きなのだ。あの男はなかなかのモブっぷりだったねと頷きながら、周囲を確認する。暗闇に防人の目が光り、隠れている魔物を見出す。

「もう来てやがるな。あの見張りたち、ラッキーだったみたいだ」

　もう少し遅ければ死んでいただろう。ゴブリンたちは既にこの田畑の前、森林の草むらに隠れているのが見える。

「さて、雫さん？　今日は君の出番はあるのかな？」

『見る限りではなさそうですね。ただ数が多いので気をつけたほうがいいでしょう。この間みたいにディナーにされなければいいですね？』

「あれはね？　地面に潜っていたモグラがいけないんだよ？　まさかの一撃で足を抉られるとは思ってなかったよ。土竜の名は伊達ではないね。あいつらはドラゴンの名に相応しいね」

　軽口を叩くおっさん。誰もいないのに独り言を口にする怪しさを見せている中で、トスっと顔前に矢が刺さった。矢羽もない粗末な矢が空中で止まっている。普通は真っ直ぐに飛ぶのも難しいはずの矢羽根もなくただの小枝にも見えるぼろい矢。だが、同じように、防人の目の前にトストスと矢は刺さっていく。まるで壁でもあるように。

「弓術スキル、か」

　不自然に真っ直ぐに飛んでくる矢を見て、おっさんはスッと目を細める。数十年の戦闘で俺は理解したことがある。それは敵もスキルを持っているということだ。スキルは大きくその技術に補正をかける。たとえば錆びたナイフでも、剣スキルを持ったものなら、普通の切れ味を出せる。弓術スキルなら、粗末な棒のような矢でも真っ直ぐに飛ばせる、といったように。たぶんスキルレベルは１とか２なのだろう。それ以上なら、もっと強力な一撃が放てるのではと予想をしている。

「だが俺の影魔法には通じないみたいだな。『影障壁』は厚紙程度の薄さだが、矢を防ぐには充分だ」

　厚紙程度だから、銃弾は防げないし、近接攻撃もほとんど防げないけど。

　魔法って、役に立つなぁと思いながら森林へと近づく。と、草むらから矢の効果がないと理解したゴブリンたちが、ギャッギャッと醜悪な笑いとともに飛び出してきた。二〇体ほどの数だ。ゴブリンはゲームとは違い、大人と同じ力を持つ。しかも推定でスキルレベル０のスキルを持っていると思われる。ゼロだと馬鹿にするなかれ。多少の補正だが、木の棒を振るうにも、素人のように下手くそな振りではない。棒術を齧かじったレベルのそこそこ手慣れた振り方なのだ。大人と同じ力を持ち、戦うスキルも最低限ではあるが持っており、しかも数を揃えてくる。僅かにある知性も相まって、魔物の中でも厄介な敵として、皆に恐れられている。それがゴブリンだ。僅かでも救いがあるとすれば、女性を繁殖の道具にしないというところだろうか。殺されるほうがマシだとは思えないけど。エロい展開はないのである。

　大人と同じ力を持つ。すなわちドタドタとがに股で走ってくるが意外と速い。魔法使いは接近されたら死んでしまうので、惜しみなく俺は手を翳かざして魔力を込める。手のひらにバレーボール大の火球が生まれる。スキル２の全力だ。ちなみに１なら拳程度。ゼロは着火にしか使えません。他の魔法も威力はだいたい同じだ。魔力を込める分だけ形状などは変えられるが。

『火球ファイアボール』

　まずは敵のど真ん中に撃ち込む。火球はゴブリンに向かって飛んでいく。躱かわす頭もないのか、ゴブリンは火に包まれて、あっという間に燃える。それ見て、防人は人差し指をタクトのように振るう。

『火蛇ファイアスネーク』

　その魔力の念に応えて、ゴブリンを燃やしていた炎からきっちりバレーボール大の火球分の炎が枝分かれして、周りのゴブリンに巻きつく。

「ギャッ？」

「ギャッ！」

「ギャッギャッ」

　予想外の炎に苦しむゴブリンたち。敵の身体が燃え始めると、防人は極めて集中しているため汗を額から流しながら、人差し指を振るう。と、火蛇は他のゴブリンたちに再び炎を纏って襲いかかる。

　魔力を四散されない限り、その集中が途切れない限り、きっちりバレーボール大分の炎を防人は操れるのだ。低級のゴブリン程度では、炎を四散させるほどの魔力抵抗はなく、一気に防人は混乱するゴブリンたちを燃やしていく。とはいえ、コントロールしている間はマナがズンドコ減っていく。マナが減っていく感じを受けながらも、防人は集中を乱すことなく、敵を燃やしていった。

　ゴロゴロと地面に転がり、炎を消そうとするゴブリンもいるが無駄だ。油で燃やされたようにゴブリンの炎は消えることはない。消すには魔力か水が必要なのだ。火蛇を防ごうと、ゴブリンたちは素手で摑もうとするが炎なのだ。摑めるはずもなく燃えていく。慌てて飛び出てきたゴブリンアーチャーも同じく炎に包まれて燃えていく。マナは恐ろしい速さで減っていっているけど。一秒で一減っていくので、もう残り二〇程度だ。だが目の前の敵を倒したのでひと安心。

「見たかね、雫君。神の炎というものを」

　そしておっさんは調子に乗った。フハハとどっかの大佐みたいな高笑いを上げる防人であったが、草むらを搔き分けて、ズシンと音を立てて現れたゴブリンに目を擦る。

「最近目が悪くて。あいつがやけにでかく見えるんだけど」

『気のせいではないですね。私にも同じように見えます。老眼なら、遠くのほうがよく見えるのでは？』

「まだそんな歳じゃねーよ」

　ディスる幻聴に反論しながら、新たなる敵を見据える。敵は三体。背丈二メートルぐらい。筋肉がはちきれんばかりです。

　おっさんはクイッと指を動かし、火蛇を敵に向かわすが、表面を僅かに焦がすだけで、摑まれると、あれほどゴブリン相手に無双をしていた火蛇はあっさりと四散した。魔力の籠もった腕だったのだ。

「俺、なんかやっちゃったかなぁ？」

『使い方が間違っています。赤点です。そのセリフは無双した時に言ってください』

　そのセリフを返す余裕もなく、顔を強張らせて防人は呟く。

「ホブゴブリンじゃねーか」

　ゴブリンとは比較にできないパワーを持つ魔物。ホブゴブリンたちが目の前にいた。どうやら、ふざけてフラグを立てたようだとため息をついてしまうのであった。ついてねーな、まったく。




　ホブゴブリン。ひと言でいうとヤベー敵である。ゲームのオーガレベルだといえばよいだろうか。そのステータスは大人の首を簡単にねじ切れる。ちなみに、オーガの場合は身体を引きちぎってきます。なんだか、一段階敵がゲームより強くなっている感じがするけど、たぶんスキルのせいだと俺は推測している。ゲームなら、常に相手と同等か上のスキルレベルとかだと思うが、現実だとスキルレベルが人類側のほうが低いから、強く感じるんだと思うのだ。

　そんなホブゴブリンさん。仲間が火事にあったので、慟どう哭こくの叫びを上げている。うんうん、わかるよ、悲しいよね。でもこれって戦争なのよねと、おっさんは後退り逃げようと企む。契約ではホブゴブリンはいなかったです。逃げても契約不履行にはならないはず。

　だが、当然仲間を倒した敵はロックオン済みだったようで、ホブゴブリンは地面を抉るように土を跳ねながら、ドスドスと走って来る。自転車ぐらいの速さだろうか。持久力もあるので逃げ切れまい。ましてや敵は三体だ。

「覚悟を決めるか。『水球ウォーターボール』」

　バレーボール大の水球を生み出すと、焚き火の中へと放り投げる。ジュッと音がして焚き火の明かりは消えてなくなり、煙とともに突然暗闇の世界へと変わる。ホブゴブリンも突然暗闇になって、暗視があるといっても戸惑って立ち止まった。防人はその隙を見逃さなかった。

「ていっ」

　野太いおっさんの声とは思えない、やけに可愛らしい声を出して、闇にその姿を隠した防人は先頭のホブゴブリンへとヒョウのように飛びかかる。ホブゴブリンの胴体に爪つま先さきを入れるように突き出して、踏み台にするとその頭の上で逆立ちをする。

『首捻ネッキングスクリュー』

　僅かに身体を光らせると勢いよく頭を摑んだまま回転をした。ゴキリと嫌な音を立てて、ホブゴブリンの首が一八〇度回転し、血の混じった泡を吹き出し、ドウッと倒れる。倒れ込む寸前に、防人にしてはやけにちっこくなった身体を回転させながら、空中へと跳躍する。

　一匹が殺されたことに怒りを覚えて、すぐ近くのホブゴブリンが空中を回転するたぶん防人に綺麗な右アッパーを繰り出す。昇竜がその拳に宿ったかのような一撃に、回転を止めると、両手をそっと突き出して、ホブゴブリンの拳に添える。そのままするりと腕沿いに流れる水のように小柄な身体で受け流す。驚きで目を見張るホブゴブリンの眼前に落ちていき、目を合わせると同時に蹴りを放つ。

『ムーンサルトキック』

　靴の爪先を立てて、ホブゴブリンの脳天へと蹴りを叩き込む。衝撃でクラリと身体を揺らして白目を剝くホブゴブリンの首へと足を引っ掛けると、背面飛びをするように、くるりと縦回転をする。仰向けに首が曲がり、やがて限界を超えて、ゴキリと音を立てると、先ほどのホブゴブリンと同じように倒れ込む。

『ラッシュ』

　倒れる敵から足を外して、体勢を戻そうとするおそらく防人へと、最後のゴブリンが武技を使ってくる。武技とは魔力と近接攻撃を混ぜた、魔法よりも効果範囲は狭いが、攻撃力が強力な技だ。先ほどから防人っぽい子が使っていたのも同じく武技だ。両手を握りしめて、ジャブからのストレート、ストレート、ジャブと身体を仄かに光らせて、ホブゴブリンは連撃を繰り出す。腕をクロスさせて、その猛攻を耐え抜こうとする防人かもしれない存在。だが大人の筋力の数倍を誇るホブゴブリンの繰り出すパンチに、身体を覆っていた影法師は破れていき、その姿が顕あらわになる。

　そこには煌きらめく艷やかなセミロングの黒髪、おとなしそうな目つきと、ちょこんと小さなお鼻に、桜のような色の唇を持つ可愛らしい顔立ちの、小柄な少女がいた。おっさんの姿は影も形もない。きっと奇跡が起きたのだろう。おっさんさようなら。

「見ましたね？」

　優しい声音でホブゴブリンへと告げるその目の奥にはおとなしさが欠片かけらもなく、危険な光を宿している。その光を見て、気圧されてホブゴブリンは知らず後退り、少女はそれを見てがっかりした口調となる。

「敵を見て気圧されるとは、ホブゴブリンは所詮ホブゴブリンでしたか。では、こんにちはの挨拶もそこそこにさようなら。防人さん、合わせてください」

『あいよ』

　思念を少女が送るとすぐに防人の声が返ってくるので、満足そうにニコリと愛らしく微笑む。

『影刀シャドウブレイド』

　小さなおてての指を揃えてピッと伸ばす。闇が集まり二メートルほどの長さを持つ刀へとそれは形を変えていく。漆黒の闇は全ての光を吸収して、希望すらもないと相手に思わせる力を感じさせた。ヒュンと風斬り音を残して少女が剣を振り、袈け裟さ斬ぎりにホブゴブリンを斬る。その身体に斜めに闇の輝線が残り、じわじわと敵の身体は切り口から崩壊していく。慌てて崩壊するのを抑えようと、ホブゴブリンは切り口を押さえるが、崩壊は止まらずに、ボロボロと灰となって、地へと散っていくのであった。フッ、とその光景を酷薄な笑みを浮かべて見届けた少女は口を開く。

「私の名前は天あま野の雫しずく。地獄で閻えん魔まさんに私にやられましたと被害者の会を作りたいと頼んでもいいですよ？」

　腰に手を当てて微笑むその少女の姿は美しかった。腰に手を当てたり、座って頬杖をついたり、ピースをしなければ。

「防人さん。今のセリフはどのポーズがよかったでしょうか？　やっぱりドドドと効果音が鳴りそうなへんてこでかっこよい立ち方？」

　こうかな、それともこのポーズかなとアホな行動を取る少女に、呆れたような声が返る。

『厨ちゅう二に病びょうを患っている雫さんや、そろそろ監視に見つからないように戻るぞ。意外とホブゴブリンのラッシュでダメージ受けただろ？』

　雫の腕は少し赤く腫れていた。ホブゴブリンとそこまでステータスが変わらないために、ダメージを負ったのだ。短期決戦をしてダメージを抑えるために、雫は武技を使いまくり戦闘を終わらせた、もうマナは空っぽだ。実際は余裕なかった。戦略の勝利であったのだ。
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「むぅ、仕方ないですね。わかりました、今度外街に行くときは甘いものを買ってくださいね？」

『金があったらな。『残ざん機き交こう換かん』』

「そこは愛らしい少女の願いを聞き届けてほしいです。『残機交換』」

　その言葉が放たれた瞬間に、少女の姿は異形へと変わる。どんな異形か？　それはおっさんの形をしていた。少女からおっさんに変わるなんて異形以外に言葉はないと思います。異形と言われても美少女との格差だから仕方ないよなと、あっさりと納得するおっさんは、魔物の死体を見下ろす。燃え尽きたゴブリンの灰の中や、影刀により崩壊したホブゴブリンの身体から丸い五センチほどの石が見えた。よく見ると黒く濁っている水晶玉だ。

「魔物からこの水晶玉が出た時は、万能エネルギーである魔石だとか騒ぎになったもんだが……ただの水晶だったんだよな」

　手のひらの上で防人はコロリと水晶を転がす。これさえあれば、エネルギーは解決だと昔は騒ぎになったもんだ。使い道もわからんのに。

　だが、どれだけ調査しても、ただの水晶であった。スキルでクラフトを持っている人間に加工させると、なにかすごい魔法の道具などになるのではと期待されたが、何もなかった。クラフトスキルレベルが低いのか、元々水晶であったのか……。この水晶。モンスターコアが魔物たちの心臓であることは明らかだ。魔物たちは繁殖しないのである。蛹となって化け物娥に変態したり、より高位に進化したりはするが繁殖はしない。全てダンジョンがこのコアを素に創り出すのだ。卵から成長した成体まで。

　なので、何かの役には立つのではと研究されて数十年。おそらくはもう研究を止めている。何かしら使えるなら、魔物を狩ることをするはずだからだ。そうなれば、もう少しマシになっていただろうし……俺も考えを変えたかもしれない。

　ここは暗闇で誰にも見られていない。防人は戦闘での手加減をしないと知られているので、寄りつかない。が、念のために『影の部屋』を創る。四畳半の小さな部屋だが、スキルによる透過を防ぐ。指をパチリと鳴らして、残ったマナを使う。

『影の部屋』

　暗闇の壁を持つ部屋が生まれるので、コソッと入る。猫背になって抜き足差し足忍び足。誰かが通報しそうなレベルの挙動不審なおっさんだ。中に入ると狭いが気にしない。残り全てのマナを使う。これで今日はゼロだ。

『等価交換ストア』

　二メートルほどの高さを持つ半透明の緑がかったモノリスのような薄いボードが目の前に現れるので、モンスターコアをジャラリと取り出す。

　ボードにはたくさんのアイテム名が映し出されているが、その殆ほとんどはグレーアウトしている。その中のひとつを選択すると、文字が大きくなる。

『チェーン店：必要残りアイテム数モンスターコアＥランク　二／一〇〇〇〇』

　ホブゴブリンのモンスターコアをボードに入れていくと、水の中に入っていくように、僅かに表面に波紋を生み出して、消えていった。

『コンプリート！　等価交換ストアにチェーン店機能が搭載されました。一台設置するのに、マナが１０必要となります。維持マナ量は使用時に差し引きして、燃料として使用されます』

　そうして、灰色であった文字が赤くなり、ロックが解除されたことを示した。それを見て反転した文字をなぞるように触り、おっさんは感無量だなと感動した声を出す。

「長かった……。自分が強くなるのに一〇年。チェーン店機能を解放するのに一〇年か……。その間に世間は変わって、魔法学校か冒険者ギルドでもできて、俺は古い人種と切り捨てられるかとも恐れていたが……。もっと酷い世界になっちまったな」

『次はクリームパンを解放しましょう。絶対ですよ？　美少女との約束ですよ？』

　雫の食欲に塗まみれた声が聞こえてくる。

「あのさぁ、俺はこの二〇年を思い出して、感無量で涙を流しているんだよ。もう少し気遣ってくれてもよくない？」

　ここは涙を流して、やりましたねと喜ぶシーンのはずとおっさんは思念を送ると、

『だから待っていました。本当はチョココロネとクリームパンをお願いしようと思って止めたんです。私って優しいですよね？』

「はいはい。優しい、優しい」

　まぁ、雫はいつもこんなんだよなと嘆息してしまうが、すぐに気を取り直し、ニヤリと笑う。

「喜べ、雫。俺が世界の救世主になる時が来たぞ」

『そんなことより、メロンパンも追加でお願いしていいですか？』

「駄目です」

　世界の救世主を、そんなこと呼ばわりするんだからと、等価交換ストアを見ながら苦笑をする防人であった。俺の固有スキル等価交換ストアを。




　三年前のことだ。俺は死にかけていた。簡単ではない仕事を受けた。廃墟街におやつでも食べに来るような気軽な感じで現れて、人々を喰っていくゴブリンの群れを退治してくれとの依頼だ。ホブゴブリンも混じっており、苦戦するのは確実であった。

　当時は十年以上の戦いで傷だらけとなっていた身体を酷使して、ゴブリンたちを倒していった。ホブゴブリンも罠を仕掛ければ倒せる。順調に倒していったのだったが……。一匹だけ、毛色が違うゴブリンが混じっていた。赤い帽子に赤い服を着ている以外は他のゴブリンと体格も変わらないし、たまたま人間の死体の服を着込んだゴブリンだろうと気にしなかった。

　間違いであった。ホブゴブリンよりも素早くヒョウのように動き、その筋力もあっさりとコンクリートブロックを発泡スチロールのように砕ける化け物。レアモンスターという変異種であったのだ。

　防人は死闘を繰り広げた。己のマナを使い、罠を使用して、片手を奪われながら戦い……最後は廃墟ビルの屋上から一緒に落ちるという荒業を使ったのだった。レッドキャップと後に名づけたゴブリンをクッションにして、地上に落ちたが、死は免れない状態であった。身体は血に塗れ、腕はなく足もへんてこな形に曲がっている。薄れゆく意識とともに、これまでの自分の頑張りが無になったかと嘆息しながら、倒したレッドキャップをぼんやりと見ていた。と、潰れたレッドキャップの紅く光るモンスターコアを見つけた。初めて見るコアであった。

『と、等価交換ストア』

　残る気力を振り絞り、等価交換ストアを呼び出した。そして紅く光るコアを入れたところ、特殊コアであったのだろう。たったひとつでいくつかのアイテムが交換できるように文字が青くなった。

『レアＥモンスターコアが投入されました。限定品が取得可能です』

　モニターに表示されたメッセージを見て、ボヤケていく視界の中で震える手で一覧を見た。回復アイテムがあればと。この瀕死の身体を回復させるアイテムがあればと。

　なかった。レアといってもＥランクだからだろう。だが、スキルはあった。

『限定一：残機スキルＭＡＸ　自分の命を増やす』

　これだと思いながら、残機を選択し、黒い粒子が己を包み込む中で俺は意識を失った。

　もはや、目覚めぬ眠りだろうと考えて。

　そうして、次に目覚めた時に、少女がいた。俺は少女の中にいながら、俯ふ瞰かんするように周辺に漂う幽体でもあった。少女は、ふと気づいたように幽体の俺と目を合わせてきた。可愛らしさと美しさが同居する少女であった。

「あぁ、目が覚めましたか。肉体の修復は進んでいるようですね」

　なんでもないかのように、話しかけてくる少女に俺は戸惑った。死んだ俺は浮遊霊にでもなっちまったのかと。ひとつ頷くと、少女は教えてくれた。

「貴方は残機スキルを手に入れました。以降は私と貴方、両方が死なないと、死んだことにはなりません。なお、スタンバイ中のほうは、肉体は徐々に修復されていきます。死んだ場合はストアから蘇生の薬を買ってください。それを使用して復活できます。よかったですね、千切れた腕も過去に魔物に噛みちぎられた指も、抉られた太腿も全て完全回復します。回復時間はそのダメージ量によって違いますが。たぶん今の貴方なら一週間程度でしょう」

　ニコリと微笑む少女に、思わずいい歳をして見惚れてしまう。その表情を見られたのか、少女は悪戯そうにクスリと微笑んだ。

「私の名前は……そうですね、雫しずく。天から堕ちてきた命の一滴。天野雫と名乗りましょう。これからよろしくお願いしますね、防人さん。あぁ、実は助かりました。私も死ぬところだったんです。……厳密には死んでいたのかもしれません」

　どうやら俺は助かったらしい。命が増えるって、別人の命と共有することなのかよとも思ったが。それでも命が助かったことには変わりはない。

「で、雫さんや？　お前、今何食べてるの？」

　周囲を見渡すと、部屋であった。ペントハウスの俺の居間だ。

「チョコレートって、最高の食べ物ですね。もっとください」

　口の周りをチョコレートだらけにして、パキリと板チョコを齧る美少女。可愛さは口の周りのチョコレートで、半減だ。

「もっとください、じゃねーよ！　それは貯金代わりだったんだよ？　なんで食べてるの？　というか、どうして俺の隠したチョコレートの場所知っているわけ？」

　テーブルには、銀紙のゴミクズが大量に放置してあった。この娘は三〇枚近い板チョコを容赦なくハムハムと食べていたのだ。

「私は防人さんの記憶を共有しています。なので、あらゆる隠し場所や食べ物、戦法まで熟知しています。ちなみに別人扱いでもあるので、ステータスの割り振りとスキルは適当に自分で取得しておきました。あ、いけない本は捨てておいたので安心してください。古い格言『えっちぃのは殺します』ですね。それと私は甘い物が大好きです。スタンバイモードだと、食べ物すら必要ではないですが別腹というやつです」

「別腹の使用方法が違うだろ」

　ジト目になって、さっきまでの見惚れた感情はどこへやら、俺は雫を呆れた様子で見つめた。と、クスクスと雫は口元を隠しながら面白そうに話を続けてきた。

「そして、貴方が世界の救世主になろうとしていることも知っています。面白い方法だと、感心しました。なので、私はきっとその役に立てると思いますよ？」

　穏やかそうな目つきの中に、何を考えているか、わからない光を宿し、雫はそう答えてきた。

　そして、俺は一生のパートナーを手に入れたんだ。




　ホブゴブリンを倒した次の日。防人は黒いコートを羽織り、フードを被り、マスクをして昼の廃墟街を歩いていた。一般的常識からすると、怪しいというより、恥ずかしいレベルになるだろうに、おっさんはクールにダンディに機嫌よく歩いていた。何かないかとふらついていた人々が、防人の非常識なＴＰＯを弁わきまえない格好を見て、目を逸らしてそそくさと離れていく。俺って恐れられているよなと、その光景を見て、フッと笑うおっさん。恐れられているという意味が違うかもしれないが気にしません。廃墟街では細かいことを気にはできないのだ。そういう建前にしておきたいと思います。

　廃墟街でも、ビルとビルの間にベニヤ板が貼られて、見張りが粗末な槍と弓を持って守っている比較的安全な場所。一応治安は守られており、大鼠が時折襲ってくるだけの場所に防人は辿りついた。武たけ田だ信しん玄げんの縄張りだ。風林火山と描いた汚い旗が立っている。

「いつも思うが、武田信玄の風林火山って旗は四文字だけじゃないはずなんだよな」

『まぁ、流行りに乗っただけだから、適当なんですよ、きっと』

　幽体となっている雫が目の前に浮かんでおり、つまらなそうに答えてくる。今日は寝ていないらしい。スタンバイモードのほうは幽体となって、マスター側と話せたりするのだ。ちなみに怪しまれないように思念での会話だ。ただでさえ怪しいおっさんなのに、独り言をしていれば、いよいよ危険なおっさんとなるので。

「お、防人の旦那じゃねえか。おい、扉を開けろ、旦那が来たぞ」

　見張りのひとりが気づいて、ベニヤ板の扉を開ける。細く開けられた扉を躊躇ためらうことなく潜くぐり抜けて中に入る。中は相変わらず活気のない死んだような場所であった。やせ細った人々が明日の希望を持てずに、座り込み動こうとしていない。ドラム缶の中で燃やしている焚き火に集まり、ぼそぼそと話す男たち。食い物にも困る地域だ。娼婦が立っていても、収入などないために、細い通りもガランとしており、店などは露店すらもありゃしない。

「信玄はどこだ？」

　仕事もなく、食べ物もなく、明日の希望すらない人々から目をそらして、門番のチンピラに尋ねる。

「へい。いつもの酒場でさ。ご案内しましょうか？」

「いや、風林火山だろ？　なら、知ってる。ひとりで行くさ」

　手をふらふらと振って、信玄の縄張りを歩く。武田信玄。なぜか戦国時代の名前が流行っていて、そう名乗る者が多くなっている。有名どころの武将の名前を名乗れば、それだけ自分の力を誇示できるというやつなのだろう。俺を好奇の目で見てくる人々を尻目に、ボロボロのアスファルトでできた道路を歩いて行くとすぐに辿りついた。元は居酒屋チェーン店であった看板の上に厚紙が貼られており、風林火山と書いてある。アピールしすぎである。パチもんにしか見えないぞ。もはや動かない自動ドアの前に、ふたりの見張りが立っている。そのうちひとりは昨日突っかかってきたガタイのいい男だ。俺に気づいて、駆け寄ってきた。

「防人の兄貴じゃねえか！　ホブゴブリンの群れを退治したらしいっすね？　いや、弟分として鼻が高い」

「弟分いらないから。妹分なら欲しいけど。っと、コホン。弟分なんぞいらんし、お前を弟分にしたつもりもない。どけ、信玄に報酬をもらいに来た」

「いや、いいじゃねぇですか。兄貴にも舎弟が必要じゃフゲッ」

　とりあえず蹴っ飛ばしておく。ガタイのいい弟分といったら、ヤラレ役じゃん。主人公の前に現れる強者の強さを見せつけるためのヤラレ役じゃん。なんなら殺られ役じゃん。そんなんいらね。

　妹分ならいいんだけどね、と見た目はクールに店に入る。店内はテーブル席一二席、カウンター席が一〇席程度の広い居酒屋だ。昔の名残でメニューが壁に貼ってある。夏限定、鱧ハモ始めました、と。鱧、興味深い。もはや京都にでも行かないと採れないだろう。薄汚れている服を着込んだ、さらにその上に、鎧代わりだろうが、革のジャンパーを羽織っている者たちがいた。

　愚連隊というには、痩せすぎていて、凄みがない。マフィアと呼ぶには貧乏くさい。どうだろう、一揆を行っている食うに困った農民の集団というところだ。俺ひとりで蹴散らせそう。銃を隠し持っているやつがいるから、無理だろうけどな。入ってきた俺に、中で話をしていたやつらは注目してくる。慣れたことなので、気にはしない。空き缶や紙くずなどのゴミが散らばっている床を歩いて行く。掃除しろ。ヒソヒソと話をしてくるが、俺のことを恐れる内容だろう。

「この真昼に、また黒ずくめだぜ」

「ばか、聞こえたら殴られるぞ」

「本人はかっこいいと思っているんだから、そっとしてやれよ」

　フッ。やはり俺のことを恐れる内容だな。そうに違いない。雫よ、ジト目で見なくても泣かないから大丈夫。この黒ずくめは雫と入れ替わってもバレないようにするためでもあるんだよ。……ちょっとかっこいいと思っているのは否定しないけど。

　一番奥に行くと、女を侍はべらせて……。いや、苦々しい表情で缶詰を数えている大柄なスキンヘッドの男がいた。武者鎧を着込んでいるのが特徴だ。俺より酷い格好のやついるじゃんね。俺の黒ずくめの格好なんて、こいつに比べれば普通普通。

「ん？　おう、防人じゃねぇか。よく来たな。相変わらずアホな格好をしているんだな」

「お前、自分の姿を鏡で見てから、それを口にしてる？」

　近づく俺に気づき、呆れた様子で声をかけてきたハゲに対抗して憎まれ口を返しておく。

　この縄張りのボス、武たけ田だ信玄だ。武田信玄。戦国時代最強と呼ばれた武将だ。軍神と呼ばれた上杉謙信とのライバル関係は有名であり、最強と呼ばれたわりには、領土を増やすことができなかったので、なんで最強か意味がわからんと、子ども心に思ったものだ。

　目の前の親父は武田信玄の名前を名乗っている。この時代で箔をつけるために、敢えてその名前を語っている。最強という名前のとおり、ここらへん周辺の縄張りを守っており、田畑を耕し、少しでも食料を確保しようとしている廃墟街ではマシなほうなボスだ。その証拠に、ここには酒がある。余裕がないと酒場なんて開けないはずなのに。廃墟街に住むやつらは酒なんて手に入れることはできないから、こいつの手腕だ。まぁ、時代錯誤にどこかの博物館から持ってきた信玄の武者鎧を着込んでいるが。

　防人は自身の姿を省みずに、武者姿の信玄を見ていつも呆れていた。自覚がないとは恐ろしいものである。

　頭は光るほど禿げており、年齢は五〇代であるのに、筋肉隆々でゴリラが座っているような男だ。しかめ面になると、ますますゴリラにそっくりだと、専もっぱらの噂である。

「いよう、防人。迅速に仕事をしてくれたみたいでありがとうよ。おい、報酬を持ってこい」

　信玄が部下に命じると、部下は棚の箱を持ってきた。中身を確認すると缶詰一〇個に配給券一〇枚、そして十万円だ。金は封筒に入っている。十年前に新たに発行された札だ。それ以前の貨幣はもはや使えない。

「たしかに。報酬は受け取った」

　ホブゴブリンが出たから、色をつけてほしいなぁと、目に力を込めるが信玄はどこ吹く風で頷くだけに留まった。ちくしょー、ホブゴブリンの死体あったでしょ？　燃やしておいたけど、体格からわかるよな？

「少しばかり大変な仕事だったみたいだな。なにか食うか？　奢るぜ」

『チョコレートをひとつお願いします』

　間髪入れずに幽体の雫が意見を言う。チョコレートはねえだろと、無視すると肩車のように肩をよじよじ登り、ムーンと愛らしい顔を近づけてくる。うにゅにゅと顔がくっつきそうで前が見えない。幽体だから、触れない状態であるのだが……前が見えにくい。

『チョコレートをひとつお願いします。甘味がないと私は枯れちゃいますよ？　なにしろ雫ですから。ねぇねぇ、チョコレートでお願いします』

　顔の前から退く気はないらしい。しゃあねぇなぁと、その可愛らしいおねだりに負けて、小さくため息をつき、信玄に渋々と伝える。

「チョコレートで。もうストックがなくてな」

「ん？　わかった。それじゃチョコレートを三枚持ってこい、防人に渡してやれ。それとビール缶をひとつな」

　甘味は貴重だが、あっさりと三枚くれるらしい。やりましたと雫が身体をフリフリ可愛らしいダンシング。でもねぇ、これでホブゴブリンの件はチャラでねと言われたんだよ？　雫さん、わかってるのかなぁ。

　ビール缶とチョコレートがテーブルに置かれたので、チョコレートは箱に入れて、缶をプシュと開ける。口にするとぬるいビールが喉を通っていく。冷たいビールを飲みたいなぁ。

「なぁ、防人。そろそろ儂わしの部下にならねぇか？　ひとりで暮らすのは大変だと思うんだがな」

　コトリと酒のツマミのジャーキーを部下が置いてきて、信玄は齧る。防人は齧らない。ジャーキーは元の肉が何なのかわからないから嫌なんだよ。そこら辺をチューチュー鳴いている小動物は食べるにはちょっとな。

「悪いがお断りだ。好きなように依頼を出せばいい。これまでどおりにな」

　もうひと口ビールを飲んで嘆息する。ぬるい。

『冷却』

　もう耐えられないよと、せっかくのビールがもったいないので、貴重なマナを消費する。消費マナは５程度だからいいよな。冷気が防人の手から吹き出し、ビールを冷やす。キンキンに冷えたのでおいしいです。

「ウイスキーのいいのがあるんだが？」

　信玄が口端を上げて聞いてくるので、ちらりと壁際に立っていた色気のある女性を見ると、小さく頷きウイスキーとボウルを持ってきた。

『氷創造』

　ボウルにバレーボール大の氷を作り出し入れておく。水魔法って、生活以外に役に立たないよなぁ。窒息させようにも、凍らせようにも、敵はあっさりと逃げるし。時間をかけて凍らせるよりも、燃やしたほうが早いんだよな。

「便利なもんだ。その魔法だけで食っていけるぜ。少なくとも外街程度ならな」

「刺激のない生活は苦手でね」

　フッと笑って、アイスピックでガッシャンガッシャンと氷を色気のある女性が久しぶりの氷だと喜びながら砕くのを見つめる。砕けていく氷の破片はどことなく美しく、防人はその煌めきを見ながら思う。

　ハードボイルドで、こんな会話をできるのはここしかないでしょと。氷屋のおっさんがハードボイルドな会話をしていたら、変なおっさんと思われるじゃんと。だから、氷屋はなしだな。

　内心で、そんなアホなことを防人が考えているとは知らずに、信玄はウイスキーを勧めてきて、しばらく雑談をしてのんびりと防人はするのであった。素早く隣に女性が座り、胸を押しつけながら酒を注いでくれるので、うへへと鼻の下を伸ばし、雫のガンが顔に迫ったりもしてきます。




　酔うわけにはいかないので、ちびちびと酒を楽しんでいる最中であった。ドアから少女が飛び込んできた。

「ニュースにゃ！　大ニュースニャ～」

　歌うように入ってきたのは花梨であった。情報屋花梨。どこにでも現れる厄介者にして、その情報はそこそこ役に立つ。固有スキル猫化を持っており、猫のように身軽に動ける能力の持ち主だ。猫らしく忍び足も得意だ。

「大ニュースだぁ？　お前がそんなことを言うなんて珍しいな。国の軍でも動いたか？」

「もうガソリンも残り少ないのに軍用車両がそんな簡単に動くわけないニャ。変なの見つけたニャンよ～。しかも複数の地点で」

　尻尾をフリフリ、身体をクネクネニャンニャン踊りを魅せる花梨に信玄は苦笑して、ジャーキーの束を放り投げる。ニャンと受け止めて、胸をちらりと見せるように懐へと仕舞いながら、人差し指をフリフリと振る。

「へんてこな自動販売機が現れたニャンよ」

「自動販売機？　廃墟街に？」

　眉をピクリと信玄は動かして、俺も酒を飲む手を止める。

「自動販売機なんて、誰が設置したんだ？　早く中身を取りに行こうぜ」

　酒場にいた男のひとりがニヤけて笑うが、信玄は腕を組み唸る。自動販売機など、廃墟街の人間にとっては勝手に開けていいプレゼントボックスのようなものだ。

「この廃墟街に自動販売機なんざ置いてもすぐに破壊されて中身どころか、自動販売機ごと盗まれるに決まってる。……普通の自動販売機じゃねぇんだな？」

「そ・の・と・お・り・ニャン。一見は百聞に如かず。見に行こうにゃ～」

　身体を見せつけるように捻ってポーズを取る花梨。面白そうだと、お互いに顔を見合わせる。とりあえずは花梨はことわざを誤って覚えているな。

「防人も見に行くか？」

「あぁ、その自動販売機。興味深いな。いったいなにを売っているんだ？」

「あちしも怖いから近づいていないニャン。ミミックだと困るからにゃ」

「用心棒代わりというやつか。しっかりしてやがる」

　苦笑をして、俺は立ち上がり、信玄も立ち上がり部下に声をかけている。

「ちぃとばかり危険な場所ニャン。この間、盗賊をしていた三人組がゴブリンに殺された場所ニャンよ。ゴブリンも排除しないとニャン？」

「報酬をもらうぞ？」

「あちしの身体でいいニャン？」

　軽口を叩き、身体をくねらせてくるので、胸をグニャリと揉んでおく。

「フカーッ！」

　揉まれるとは考えてもいなかったのだろう。飛び上がって尻尾を逆立てる花梨に、ニヤリと防人は意地の悪い笑みを見せる。

「そら、案内しろ」

「傷物になったニャ！　もう防人の奥さんになるしかないにゃー！」

　ふざけろと蹴るふりをすると、舌をベーっと突き出して先導をするので、信玄と顔を見合わせて、大笑いするのであった。

『ハードボイルド？　ハードボイルドですか？　それじゃ次は私に今のやってみてください。あとで全機召喚をしましょう』

『くだらないことで、スキルを使わせないでくれ。な、あとでチョコレートあげるから』

　顔をつけるように睨んで来る怒りの雫さんから目を逸らしたりもするハードボイルドな生卵のおっさんであった。




　先導されて到着したのは、なんの変哲もない人気がない廃墟。そのそばには血と骨が転がっている。この間、若い男を襲おうとした三人組の末路だ。

『火蛇ファイアスネーク』

　ゴブリンが八体ほど。防人は信玄たちの先頭に立ち、人差し指をタクトのように振るいながら炎の蛇を操り、次々と敵に絡みつかせてあっさりと倒した。この程度なら楽勝である。

「さすがっすね、兄貴！　いやぁ、あんな魔法初めて見やした！」

　大木君がなにか言ってきたが、うるさいので蹴っておく。信玄たちは槍を片手に木の盾を持って警戒していたが、戦わないですんで安堵している。ゴブリンは大人と同じ力を持つ。戦えば少なからず怪我を負う可能性が高いからだ。

「相変わらずの魔法の冴えだな。お前さんがいりゃ安心だ。で、あれか？」

　信玄が武者鎧をガシャガシャと音を立てながら歩いてきて、廃墟脇にある存在を指差す。
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「そうにゃ！　あれ、変な自動販売機にゃんね？」

　そこには半透明のモノリスが置かれていた。あれを自動販売機といった理由は何なのか聞きたいところだ。防人のその意味を問う視線に気づいたのだろう。花梨はニャンニャンと答えてくる。

「そ～っと近づいて見てみたら、何かと交換って表示されていたニャ」

　なるほどと納得する。表示までは見たわけね。

「まずはミミックかの確認だったな。『火矢ファイアアロー』」

　ミミックとは物体に偽装する魔物だ。だいたい箱に化けるので不自然な場所にある箱などには気をつけないと痛い目に遭う。トラバサミレベルの噛みつきをしてくるので、無警戒に近づけば危険な相手だ。

「ええっ。ちょっと待つニャ」

　慌てて手を振るニャンコに冷淡に視線を向けて答える。

「待たない」

　その手に炎の矢を作り出して撃ち出す。矢はシュッと火の粉を散らして、モノリスに向かい命中すると弾けて消える。

「ほんぎゃー！　珍しい物ニャンコ！　壊れたらどうするつもりニャ」

「これで壊れるなら、誰かにすぐに持っていかれるだろうよ。それよりミミックではないようだな」

　なんでもないかのように肩を竦めて、その怪しげな自動販売機とやらに近づく。信玄たちもミミックではないと判明したので、同じように近づく。

　そうして、その自動販売機を見て、お互いに顔を見合わせて戸惑ってしまう。

「これはどんな意味があると思う？」

「う～ん……ダンジョンと関わりがあるんだろうが……なんだろうな？」

　その自動販売機とやらは意味不明な内容が表示されており、みんなは疑問の表情となるのであった。

　……誰か正解を言ってくれ。俺が言うわけにはいかないからな。怪しまれるのは勘弁だ。自動販売機。まぁ、自動販売機でいいだろう。その周りに防人たちは集まっていた。古典小説のモノリスの前に集まる猿のように。だが、いい得て妙かもしれないと、防人は目を細める。これから俺たちは知性ではないが、人類を救う力を目にするだろう。

『コッペパン：モンスターコアＦ五個』

　人類を救う力はコッペパンと書いてあった。……うん、コッペパンでも人類を救う力なんだ。

　緑色の半透明の水晶のような板というかモノリスには煌々と青い文字で、そう書かれていた。ただ、一文。そう書いてあった。

「なんだこりゃ？」

　悪戯かとも思えるが、モノリス自体は普通のものではない。信玄が眉をひそめて怪訝な表情になる。防人も顔をしかめて、腕を振り上げてみせる。

「壊せるか、確かめてみよう」

「待つのニャー！　どうして破壊することばかり考えるにゃ？　希少な物かもしれないにゃ！」

　腰に勢いよく花梨が抱きついてきて、止めようとしてくる。なにげに脇腹に突撃されて、ゴフッと苦しむ防人である。この猫娘、身体能力高いんだよ。

「たぶん破壊できるニャ。石のように硬いだけニャよ」

　その言葉を聞いて、口元を曲げて胡乱げな視線を向けておく。

「お前、なんでそんなこと知っているわけ？　……試したな？」

「いや、ね、最初はなにかよくわからなかったから、石をぶつけたらヒビが入ったニャよ。ミミックだと困るからにゃ、即行逃げたにゃ」

　テヘペロと、猫娘は小さな舌を突き出して謝ってくる。本当にちゃっかりした少女だ。猫の特性を持っているとはいえ、年若いのに情報屋をしているだけはある。

「Ｆモンスターコア……。普通に考えると、あれかぁ？」

　推理など必要ない。過去、何回も話に出てきた魔物の心臓。それしかないだろうと、信玄は唸る。他の者も同感だ。ちょうど倒したゴブリンの死体もある。

「おい。入れてみろよ」

　部下に信玄が顎をしゃくり命令すると、ヘイと防人が倒したゴブリンから黒い水晶を取り出す。

「でも、どこに入れるんですかい？　投入口がないですが」

「適当に押しつけてみろ」

「へい。それじゃあ押しつけて、と。うお、入りましたぜ」

　水晶を押しつけると、水に落としたようにするりと入っていき、小さな波紋をモノリスは残していった。
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「見るにゃ！　表示が変わっているにゃよ」

『コッペパン：Ｆランクモンスターコア四個』

　花梨が表示を見て、目を輝かす。Ｆランクモンスターコアにゴブリンは当たるらしい。減ったことに気を良くして、信玄の部下たちは次々とモンスターコアを放り投げる。残り四個を入れると、ガシャンと音がしてコッペパンが入れていた男の前に唐突に現れた。ぽてんと。なにか特別な音やエフェクトもなく。普通の自動販売機のように。

　細長いパンだ。柔らかそうな普通のコッペパン。かつては普通にどこでも売っていたが、今はほとんど目にしたことがない小麦から作られるパンだ。みんなはそのコッペパンをジロジロと見つめる。お互いに顔を見合わせて、ゴクリと喉を鳴らす。

「大木君。俺の奢りだ。パクッといってくれ」

　大木君の肩を防人は叩いて、太っ腹なところを見せてあげる。久しぶりだろ、コッペパンなんて。俺って優しいな。

「えっと、兄貴？　俺の名は大木じゃ……」

　エヘヘと笑う大木君だが、みんなは容赦はしなかった。

「やったな、大木！」

「おいしく食べるにゃよ」

「ほれ、がぶりとやりな。お前のガタイじゃ腹が減って仕方ないだろ？」

　やんややんやと周りの者たちは大木君を囃はやし立てる。食べないという選択肢はないよなと、遠回しに威圧を込めて。

　皆の心はひとつだ。こんな怪しげなモノリスから現れた食い物は果たして食えるのか？　で、ある。信玄も睨みつけているので、大木君は仕方ねぇと諦めて、目を瞑りかぶりついた。ふわふわのパンは特に抵抗もなく千切れて口に入り、大木君は咀そ嚼しゃくして飲み込む。

「………小麦の味がしますぜ。外街のパンのように混ぜものもなくて、うまいですぜ！」

　目を見開いて、もしゃもしゃとうまそうに食べ始める大木君。ほ～、とその結果を意外そうに見つめる面々。

「身体はどうだ？　痺れたり、ぼんやりしたり、変なところがないか？」

「へい、ボス。特になにもないですよ」

　信玄が大木君の顔色を見て、花梨が大木君にもう一本腕が生えたり、顔が浮き出てきたりしないかにゃと、周りをぐるぐる回る。花梨は酷い想像をしているので、ウドの大木君が少し可哀相に思えてきた。念のために一〇分ほど様子を見ていたが、特に顔色が変わることはなかったので、皆は安堵する。

「どうやら、これは何に使うかわからなかったモンスターコアの使い道らしいな」

「そうだな。こんなもんがなぜ今になって現れたかはわからないが……」

　俺も信玄の言葉に頷き、きりりとハードボイルドな視線で怪しげな自動販売機を見つめる。なんだろうな、これは。俺はなにも知らないよ？

「これ、散歩していたら他の地区でも一台見つけたニャンよ」

「……どこにあった？」

「ダンジョンから少し離れた場所ニャン。魔物が徘徊する危険な場所で気をつけないと殺されちゃう区画」

　ふむ、と防人はその明晰な頭脳で考える。名探偵防人。頭脳はおっさん、身体もおっさん。すなわちおっさんである。というか、花梨はいつもどこを散歩しているわけ？

「わざと危険な区画に設置したのか？　内街のやつらが作り出した？」

　名探偵防人はミスリードをした。犯人は俺。

「これは魔法にしか見えねえ。スキルによるものにしては、多数が現れるのは不自然だ。おい、花梨。あとでこの自動販売機が、どれぐらい現れたのか調べてこい。ざっとでいいからな。馬を貸してやる」

「ラジャーにゃ。それで……お代は？」

「配給券三枚だ」

　オーケーにゃと花梨は頷く。花梨ならざっと東京に現れた自動販売機を見つけることができるだろうよ。たぶん五台ぐらい廃墟街に現れているかもね。

「さて、それじゃあゴブリン狩りと行くか？　いや、ゴブリンじゃなくてもいいよな？　大鼠やスライムでもコアは持っているからな」

「そうだな。ここらへんだと、スライムか？　棍棒を用意しておけばいいだろ」

　スライムは酸を持っている魔物だ。とはいえ、身体はゼリーみたいで無害だ。ゲームだと酸性の身体だが、あれはよくよく考えれば不自然だ。自分のいる場所を溶かしまくって、穴になって落ちていくだろうからな。現実のスライムはモンスターコアと、もうひとつ、身体を維持しているコアを持つ。そのコアを破壊すると倒せる。スライムの攻撃方法は自身の身体を変形させて、弱酸の触手へと変えて攻撃してくる。その触手で溶かしながら相手を食べるというわけだ。身体がゼリーのようなので、子どもでもパニックにならなければコアを潰して勝てる相手だ。

　大鼠は子犬ほどの大きさの鼠だ。普通の鼠と違い、身体が大きすぎるために、壁などを登ることができず、野良犬と変わらない。大きければ強いというわけではない証拠である。そのために普通の鼠のように小さな通路を出入りできないので、雑菌を持たない。……俺がジャーキーを食べない理由のひとつだ。その他に子犬ほどの大きな黒い虫もいるが、その大きさなので足を支えることができずにノロノロとしており、大鼠に捕食されている。肉体を持つ魔物たちは食物連鎖もしているんだ。

「わかった。それじゃあ、てめえら、スライムたちを倒してこい！」

「ヘイ！」

　信玄の鋭い声に部下たちは三々五々散らばっていく。ここらへんなら、すぐにコアは集まるだろうよ。

「あれ、これ、ページあるニャよ？」

　自動販売機をペタペタ触っていた花梨が、丸いボタンマークを押すと『ランク切り替え』と表示された。今は『Ｆ、Ｇ』と表示されていた。

　Ｇを選択すると一覧が切り変わる。

『水一リットル：Ｇモンスターコア五個』

「あ～……そんなうまい話はねぇか」

　気まずそうに散っていった部下たちを見ながら信玄は頬をポリポリとかく。

「そうだな……。簡単に食い物が手に入ると思ったんだが」

　残念だなぁ、本当に残念だ、そんなにうまい話はないんだよ。

「でも水でも手に入れば助かるにゃ。水魔法が使える防人はピンとこないだろうけど、綺麗な水を確保するのは苦労するにゃ。雨水だけじゃ、あっという間になくなるにゃ」

「そうか……それなら水もよいか」

　腕組みをして、倒してくるだろう男たちを見ながら、わかっているよと内心で思う。風呂も入れるように、水がふんだんに使えるようになればいい。

　この自動販売機は俺のスキル『等価交換ストア』だ。きっと、真実を知ったら、みんなはなんだってーと驚くに違いない。教える気は絶対にないが。知るのは俺と雫だけでいい。『等価交換ストア』は俺の願いを聞き届けたスキルだ。と、思う。初めてダンジョンが現れたあとに発現したスキルだ。実は同じようなスキル持ちはいたんだよ。ネットの品物を買えたりするスキル持ち。だが、すぐにその存在は聞かなくなった。飼い殺しになったか、捕まって解剖されたか、スキルレベルを上げるためにダンジョンに潜って死んだか。

　俺はたぶん後者だと思う。スキルの最初は本当にショボい。後にスキルを買うことも俺のスキルはできたが、それでも最初はゼロだったんだ。自分で鍛えないと品物は増えない。ネットの品物を買えるといっても、最初は一〇円以下とかだったのではと予想している。俺だって、最初は水だけだった。育てるとなにかいい物が現れるのではと、時代がどんどん悪くなっていく中で、ダンジョンに潜り続けて三年。交換できる物に影魔法や元素魔法、そしてグレーアウトしてはいたが、チェーン店の機能追加の文字が表示された時に、このスキルは世界を救うことができるのではと、ふと考えた。

　このスキル。持ち主だと気づかれたら、必ず飼い殺しに遭うとも。育ったスキル持ちは１でも使える。特に俺の等価交換ストアはモンスターコアと引き換えに様々なアイテムと交換できるスキルだ。自分しか使えなければ、どんな手を使っても捕まえようとするやつは出てくる。

　人間は残酷だ。

　脅迫、洗脳、薬漬け。力で敵わなくても、いくらでも方法を考えるのが人間だ。素直に従っても、他の勢力が俺の力を手に入れようと、戦争を仕掛けてくるはず。自意識過剰だがそう思った。だから、周りから見て不自然に思われないように、このスキルを活用することはできなかったわけだ。

　だが、全ての人がこのストアを使えたらどうなる？　たくさんの場所にこのストアが現れたら？　希少なのはひとりしか使えないからだ。多くの人が使えるようになればどうなる？　もちろん、俺が死なないように、手数料として二割、使用料として二割、合わせて四割を中抜きするけど、定価を知らない者たちなのだから問題ないよな？

　現在、ストアはこの東京に五台。内街のダンジョンの前に一台、廃墟街ダンジョン付近に四台設置した。黒猫により、遠隔設置をしたわけ。これにより、ダンジョンと同じ存在だと誤解させる。カラスにより、名古屋、大阪、他各都市のダンジョン付近にも適当に設置させていく予定だ。

　まずは水とコッペパンのみ。あまりいい品物を出すと、軍が独占しようと出張ってくるだろうからな。じわじわと俺が強くなっていくのに合わせて、軍が手を出せなくなるまで、侵食するように交換できる物を増やしていく。これにより、混乱はあるだろうが、経済が復興していくはず。企業が買い取らないなら、俺が買い取ってやろう。

　世界の救世主となってやるぜ。経済復活こそ、世界の救済方法の最適解だ。




　自動販売機に見えるモノ。等価交換ストア。強くてかっこいいハードボイルドなおっさんの固有スキルの力である。なんと、その能力は魔物の心臓であるモンスターコアを使用して、アイテムと交換できるという画期的なスキルであった。

　その力により、世界はなんとなく平和となった。

『防人さん。全然平和になっていませんよ？　現状を見てください』

　廃墟ビルの屋上。ペントハウスのソファにて寛いでいた天野防人は、ふふ～んと鼻歌という、おっさん的公害を撒き散らしていたが、雫のツッコミにため息をつく。

「まぁ、コッペパンひとつで、Ｆランクモンスターコア五個はきついかぁ？」

　モニターを宙に映し出すと、収益が表示される。等価交換ストアの現在の収益だ。設置してから三日経っていた。世界は大きく変わるかもと、おっさんはそわそわしていたが、あんまり変わらなくて安堵していた。なぜ安堵したかというと、独占しようとするやつらは見る限り、ほとんどいなかったからだ。あれから五台ずつ増やして、現在東京は一五台の等価交換ストアを設置してあるが、特に大きな動きはなかった。

「まぁ、こんな結果だもんな。売上は不振だこと」

　ため息をついて、モニターに手を添える。ゴツゴツした指で結果をなぞる。

『売上利益：一二四八八Ｇ、八六Ｆ、三五Ｅ』

　Ｇランクばかりだ。驚くところは、Ｅランクコアを誰かが入れているところ。たぶん内街のやつらだ。なにか売っているアイテムが解放されるか確認のために入れたのだろう。残念。対象がない場合はボッシュートなのさ。

『ゴブリンなら頭を使えば勝てると思うのですが？』

　幽体状態の雫がソファの上で足をプラプラ振って、つまらなさそうに呟く。たしかにそのとおりだとは思うのだが……。

「アーチャーが厄介だ。ゲームみたいに低レベルのノーマルゴブリンだけで構成されていればいいが、やつら必ずアーチャーを連れているからな。実に面倒くさいし、怪我をする可能性を考えると、ゴブリンは無理めだな」

　腕を組み目を細めて考える。やはりそこがネックになったか。当然だな、やつらは微妙にずる賢いから、簡単な罠などには引っ掛からない。そして大人と同じ力を持つ、と。トントンと肘掛けを指で叩く。雫がそのリズムに乗って、ふんふんとちっこい腕を振って、身体をクネクネさせて可愛らしく踊り始める。暇らしい。この娘はアホ可愛いなぁと思いながら、仕方ないとため息をつく。

「Ｆランクがゴブリンだけだと思われているのかもな。ランク表を誰か……花梨にでも作らせるか。Ｆランクで倒しやすいやつを教える必要がある。特にスライムをこんなに狩ったら、それを主食にしていた大鼠が暴走するかもしれないしな」

　スライムとビックローチは大鼠の主食だ。水を手に入れるために、廃墟街の人々は夢中になって倒しているだろう。少し危険でもある。

『お人好しですね。混乱の中で育つハングリー精神があると思いますよ？』

　優しい目つきで優しくないセリフを言う雫に苦笑で返す。お人好し……。たしかにお人好しに天秤は揺れるだろうが……。

「俺のためでもある。稼ぎ方がわかれば、俺も強くなれるからな」

『それなら、お好きなように。私は貴方についていくと決めてますし』

　細い肩を竦める可愛らしい美少女の姿に癒やされる。ツンデレなんだからと言いたいところだが、こいつは意外と嫉妬深い。ツンデレじゃなくて、ヤンツンデレかも……うん？

「む、国軍がストアにやってきたぞ？」

　外壁の見張りをさせているカラスから信号が入り視覚を共有する。外壁の錆びた門が横にギィと軋むような音を立てながらスライドをして、横幅が広い軍用ジープを三台、歩兵輸送車を一台通過させている。

「内街様にしては動きが早い。大事だと考えて他のストアを調査しに来たか。占拠するには数が足りないからな」

『そうですね。軍なんて去年のリザード大行進の時に見たのが最後ですよ』

　防人と感覚を共有できる雫も真剣な表情で、敵の構成を見て、同じ判断を下す。問題はないだろうが……。

「これはチャンスだな。内街のやつらがなにか変わったか」

　武器は銃頼り？　それともスキル持ち頼り？　敵を倒せる新型を作った？　興味深い。

「敵の倒し方を教えるのはやめだ。見せてもらおうか、内街のやつらの力というものを」

　フッと鼻で笑って、目を瞑りカラスに集中しようとして、そわそわもじもじと雫が身体を揺らしていることに気づく。

「なんか気になることあったか？」

『ガーン！　今の普通に言ったんですか？　ガガーン。どう返そうか考えていたのに』

　ぽかんと小さなお口を開けて、なにやらわけのわからないショックを受けている雫に首を捻りながら目を瞑るのであった。




　国軍。もはやダンジョンによる被害が大きすぎて、銃を撃つかどうか、自衛隊を出動させるか話し合って、延々と国会で決まらなかったために元自衛隊が国会を占拠。その後、軍となったものだ。その瞬間、日本は軍事国家となった。他の国々と同じく。結局、非常時は武力が物を言う。全ての国で例外はなかった。話し合って解決できる相手ではなかったのだ。魔物とダンジョンは。

　その軍の車両が排気ガスを噴き出しながら、装甲を増設させ、チューンナップをしたハイパワーを見せつけながら移動をしていた。

「まったく、廃墟街に行く必要があったのかね？　佐官の私が行く必要があったのかね？」

　ノリの効いたパリッとした黒い軍服を着る三〇代の神経質な男が、苛つきを隠さずに運転手へと不満を口にする。運転手はハンドルを操りながら、恐る恐る答える。出発してから、数えるのも嫌になるほど繰り返された会話だ。

「申し訳ありません、丸まる目め少佐。今回、議会のほうはこのことを重要視しておりまして。全てのコアストアが同じ品物を売っているか確かめるようにとのことです」

「ちっ、内街のだけでいいじゃないか。現場を知らない上は無茶を言う。どうせ同じだ。同じ」

「一応確認しませんと。すぐに終わると思いますし」

　なんで佐官が出張るんだよと、運転手も愚痴を言いたかったが、グッと我慢する。佐官は偉い。尉官との壁は分厚いのだ。そして、運転手は少尉だ。ダンジョンアタックにでも配置換えされたら、たまったものではない。廃墟街は数回来たことがあるが、相変わらず人の住むような場所ではないと、周囲の様子を見て僅かに嫌悪を示す。窓ガラスもない、ひび割れた壁が目立つ廃墟ビル。店舗も焼け焦げているものもあり、品物どころか、棚すらない。家屋だって、扉は傾き、泥だらけの部屋が目に入る。

　その中でも暮らしている者がいることに驚く。汚れた衣服に痩せ衰えた身体の、暗い視線を向けてくる住人たち。道路を走るジープが珍しいのだろう、壊れたビルの影から、泥と雑草だらけの家屋から顔を覗かせている。

「酷いものだ。こんなところに住むやつは、人間ではない。そう思わないかね？　やつらは幽霊ゴーストと呼ばれているが納得の綽あだ名なだな」

　運転手の嫌悪の表情に気づいたのだろう。同じように嫌悪の表情で、外を丸目少佐は見ながら言う。同じ考えを持ってしまったことに、嫌な気持ちになりながらも運転手も頷く。

「やつらは税金も払わないクズたちだ。まったく、私が首相ならば、排除する政策を打ち出すのだがな」

「はぁ……しかし、どうやって？　やつらは魔物と同じく逃げ隠れするらしいですよ？」

　排除できるほどのリソースの余裕はもはやないことを知りながら運転手は問いかけると、ムッとした表情となって腕を組み、少佐は押し黙ってしまう。ヤバい、皮肉を言いすぎたかと思って、焦りながら媚びを売ろうか考えていると、ちょうど無線が鳴った。丸目少佐をちらりと見てから、手に取る。

「こちら指揮車。なにかあったか？　オーバー」

「コアストアを発見しました。オーバー」

「了解。すぐに向かう」

　斥候が見つけたらしい。アクセルを踏み加速する。どさくさ紛れに、今の会話を丸目少佐が忘れてくれるようにと思いながら。上司がふたりきりの車内で不機嫌など最悪であるのだから。

　ダンジョンの付近にコアストアは出現する。科学者の予想どおりに、コアストアはダンジョンから少し離れた廃墟ビルの角にあった。予想外なのは、多くの廃墟街の住人が集まっていたことだ。皆は水を手に入れるために集まっていたとわかる。ボウルや、水筒、タンクなどの入れ物を手にしているからだ。水は入れ物に入っていない状態で空中に現れる。その時間一〇秒足らず。最初は水を無駄にしたものだ。だが、内街には確保してある浄水場からの水がある。特に水は重要視されていない。

「おい、国軍のやつらだ」

「おかーさん、あれなぁに？　走ってるよ～」

「車というのよ」

「何しに来たんだ？」

　廃墟街の住人がこちらを見て、ヒソヒソと話し始めるが、丸目少佐は顔を歪ませてハンカチで口を覆う。

「蹴散らしたまえ。臭いがこちらまで漂ってくるようだ。服に染みついたらどうするつもりかね？」

「はっ。了解しました。解散させろ」

　嫌悪しかない声音での指示に従い、運転手が命じると、歩兵たちがトラックから降りてきて、アサルトライフルを構え、腰を落とし膝をつく。

「散れっ！　今からこのコアストアを調査する。近づくやつは警告なく射殺する！」

　空に向けて、兵の隊長の軍曹が短銃を腰から抜くと、パンと空へと向けて撃つ。

「銃だ！」

「逃げよう！」

「早く来なさい」

「おかーさーん」

　廃墟街の住人たちは、虫のように散らばって逃げていき、フンと満足そうに丸目少佐は鼻を鳴らした。地面には彼らが持ってきていた器がゴロゴロと転がり水が溢れて、びしょ濡れになっていた。

「さっさと調べたまえ」

「了解です」

　すぐに結果はわかるだろう。コアストアの使い方は簡単だ。歩兵が警戒しながら、コアストアに近づき確認するが、首を横に振る。同じ結果なのだろう。

「ちっ。だから言ったではないか！　さっさと次に行くぞ。もう一、二個調べればいいだろう」

　苛立ちを隠さない丸目少佐だが、運転手の少尉としてはそうはいかない。

「一応手順に従い、調査をしなければなりません。少々お待ちを」

「チッ、まったく科学者というやつは！　救いようがないな、こんな仕事ばかりで高い給料をとる！　さっさと片づけたまえ」

　命令を無視するつもりはないようで、しばらく科学者の手順どおりに確認をしていく。強度は？　隠された機能はないか？　まったく同じ物なのか？　写真を撮って、カンカンと叩いて、時間が過ぎてゆく。と、警戒していた兵士から無線連絡が入ってきた。

「指揮車へ。ゴブリン及びホブゴブリン、それとゴブリンナイトが接近しています」

　チッと舌打ちする。おそらくは銃声を聞いて集まってきたのだ。警告とはいえ、銃を使わせるのではなかった。どうするかと逡巡する中で、

「仕方あるまい。私が片づけるとしよう。銃弾は貴重だからな」

　丸目少佐が面倒臭そうに車を降りていく。

　さすがにそこは嫌がらないのかと、運転手は安堵する。佐官の力ならば、ゴブリン程度、相手になるまい。

　佐官とはそういう者たちだ。

　佐官。軍でも特別な力を持っている者たちがなる。その数は極めて少ない。丸目長なが恵よしは少佐であり、東京四天王のひとりだ。最近の流行り、戦国武将の名前を冠している。元の名前は秘密である。一般人は佐官待遇でも、他の呼び方をされるのでわかりやすい。これは流行りだから、というだけではない。敵のなかに真名を摑みそれを利用する輩がいるからだ、と言われている。真偽は定かではないし、丸目自身はそんな敵は見たことがないので、眉まゆ唾つばものだとは思うのだが、上層部の方針なので仕方ない。それに、剣豪の名前は気に入っているし、自分の固有スキルにも合っている。

「さて、臭いのですぐに終わらせるとしようか」

　多少甲高い声音で、丸目は狐のような目を細めて、腰に下げている日本刀を抜く。後ろには兵士たちがアサルトライフルを構えているが、使わせる気はない。銃弾は貴重なのだ。とはいえ、全員が日本刀を腰に下げているわけではない。他の者たちは軍用ナイフだ。かつての大日本帝国軍人の真似をしているわけでもない。丸目に必要だから、持っているのだ。

　切れ味は鋭いが、すぐに曲がり脂で切れ味を悪くする脆もろい日本刀。それが自分には必要だ。まぁ、この日本刀は従来品とは違い、遥かに耐久性はあるが。向かってくるのはゴブリン一〇、ホブゴブリン二、その後ろに継ぎ接ぎだらけの鉄板を纏い、殴りつけるためのものであろう鉄の板のような大剣を持つゴブリンナイトが見える。おそらくはアーチャーも隠れている。

「アーチャーだけ片づけよ」

　上段の構えにて、敵を待ち受けながら指示を出すと、パンと数発音がして、ビルの影に倒れるゴブリンアーチャーの姿があった。精鋭たる自分の部隊ならばまったく問題ない相手だ。だが、この数を倒すとなると銃弾を数百発は使うだろう。それを防ぐために自分はいる。

　内心では銃弾がなくなれば、自分はもっと権力を持てると考えているが、銃弾がなければ内街は守りきれないとも理解していた。だからこそ、ここで少しばかり功績を挙げておくかと、体内に巡る魔力を活性化させて手のひらに集めていく。

『水晶刀クリスタルブレード』

　日本刀が煌めく水晶に変わり、陽射しを返す。

「ゴミどもめ。私の日本刀の錆になるがいい」

　丸目は摺り足にて、滑るようにゴブリンに接近し、裂れっ帛ぱくの叫びを上げる。

「チェストー！」

　裂光が煌めき、鋭い速さで振り下ろされた一撃は、ゴブリンを脳天からかち割る。返す刀で横薙ぎに次のゴブリンを切り裂く。

「ゴブ！」

　粗末な棍棒を振ってくるゴブリンに冷酷に口元を歪めて、刀を合わす。棍棒にめり込むかと思われた刀はするりと抵抗なく過ぎていき、そのままゴブリンを袈裟斬りにした。

「くくっ。私の水晶刀は伊達ではないのだよ」

　ヒュヒュと風斬り音を立てて、丸目が刀を振るい続けると、ゴブリンたちはひと振りごとに鮮血を撒き散らして死んでいく。

『ラッシュ』

　ホブゴブリンが拳を握りしめて、武技を使ってくる。ヘビーパンチャーをも上回る拳が丸目を殴り殺そうとするが、

『巻き打ち』

　絡ませるように刀を振るうと、ホブゴブリンの腕はいくつにも分断されて、地に落ちる。

「グキャァー」

　苦悶の声を上げて後退るホブゴブリンに追撃をして倒すと、怯むもう一匹へと、下段から切り上げて、あっさりと倒すのであった。

『強撃ハードスラッシュ』

　丸目が後ろへとタンと地を蹴り下がると同時に鉄の板が通り過ぎて、地面に当たり轟ごう音おんを立てる。土煙が舞う中でゴブリンナイトが怒りの表情で、丸目を睨みつけていた。

「ふん、魔物風情が怒るかよ」

　ゴブリンナイト。鉄の板を身体に括りつけている魔物だ。手には鉄の板のような大剣を持ち、ゴブリンナイトと呼ばれている。アサルトライフルのマガジンを数個使わなければ、倒せない堅牢さと体力を持つ厄介な敵だ。剣というより、鉄の棍棒だ。ゴブリンナイトはホブゴブリンの筋力を上回る。その一撃を受ければ、内臓は破裂し、人間などは簡単に死ぬだろう。

　ぶんぶんと大剣を振ってきて、その威力を示すように、風が丸目の顔に当たってくる。その鉄塊の威力を見ながらも、丸目は薄笑いを隠さずに後ろへとすすっと下がり当たることはない。ゴブリンナイトは剣術スキルを持っていると思われ、その剣筋は立っており、剣速は充分に速いにもかかわらず。

「くくっ。扇風機のほうがマシだな」

　冷笑を浮かべると、剣を振り上げ魔力を込める。その魔力に気づき、ゴブリンナイトは剣を横にして盾代わりとするが、丸目は気にしなかった。

「剣豪の一撃。しかと味わえ。『碁盤斬り』」

　ごうっ、と剣風が巻き起こり、水晶の刀は赤いオーラを纏い振り下ろされた。ギギィと金属の音を立てながら、ゴブリンナイトの鉄板のごとき剣を断ち切り、そのまま鎧ごと断ち切っていく。そうして、地面に触れる寸前でピタリと刀を止めて、ヒュンと振るう。ズズと鉄の鎧を着込んだゴブリンナイトの身体がふたつに分かれて、ドウッと倒れ伏すのであった。

「くくっ。我が奥義、碁盤斬りを鉄板ぐらいで防げるかよ。一〇〇センチの鉄塊を切ったこともあるのだからな」

　水晶化を解くと、血糊もなく綺麗な刀身となる。手首を返してチンと軽やかな音を立てて、鞘に収めるのであった。

「敵は殲せん滅めつした。さっさと調査を終わらせろ。まったく臭い臭い臭い」

　ハンカチを取り出して、丸目は鼻を覆って嫌悪感丸出しの表情で告げる。

「了解であります！」

　ビシッと敬礼をすると、丸目の力に恐れを見せて、慌てて兵士たちは忙しなく動き始める。ふん、と鼻を鳴らして丸目は指揮車に戻り、しばらくあとに調査を終えて、他の場所に国軍は向かうのであった。その様子を影から見ていた廃墟街の住人たちは、放置されたゴブリンの死骸に取りついて、モンスターコアを奪い合った。

　その全てを黒猫は影に座って見ていた。




　ソファに座り全てを黒猫の目で見ていた防人はスッと目を開く。対面に座る雫は寝っ転がり、うにゃうにゃと寝ていた。飽きたらしい。戦闘は見ていたように見受けられるから、まぁ、いっか。寝顔可愛らしいし。美少女はお得だなぁ。

「………やはり内街のやつら、効率的なスキル上げの方法を獲得していたか。……当然か、人間を強化できるんだもんな」

　丸目と呼ばれた剣豪の動きは常人を少しばかり超えていた。そこに特に驚きはない。普通の国家なら、研究するだろうし、俺よりも強いだろうが、そこに悔しさは少ししかない。お偉い科学者さんたちが、鍛えられた軍人とともにスキルを研究していればそうなるよな。俺は所詮独学だ。しかも、食い扶ぶ持ちを手に入れながら鍛えている。軍人のように常に鍛えているわけではないし。

　なので、ムキーとハンカチを噛んでおくだけにしておくぜ。ムキー。

「防人さん。醜い行動はやめてください。私のムキーを見せますから」

　いつの間にか目を覚まして、むきぃと、ハンカチを噛んでふざけるお茶目な雫に苦笑いを返して、手のひらをふらふらと振る。
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「わかったことがあったな。これだけでも収穫だ」

　ふざけるのをやめて、肘をついて目を細める。眼光鋭く自分を見てくる防人に、雫も同意する。

「使用した水晶刀。あれは置いておいて、日本刀は魔物から手に入れた鉱石ですね。魔力が籠もっていましたし、スキルの伝導率が高かったです」

　雫は鋭敏な感覚を持っているらしく、敵の魔力の流れなどを見抜ける。なので、その答えは信頼できる。

「クラフト系のスキル保持者も鍛えているんだろうよ。驚くに値しない。……それよりも驚いたのは、銃をほとんど使用しなかったことだ。やつら、ヤバいところまで銃弾が枯渇しているぞ？」

　スキル持ちは強かった。しかし、前面に出して戦わせる必要はないはずなのだ。スキル上げの効率的な方法を知っていても、長い年月をかけて鍛えているはず。死んだら大損だ。銃でフォローなり、何なりするのが普通である。現実的に考えて、アニメではあるまいし、兵士をひとりで行かせる愚は犯さないはずなのに、それを行った。そうしなければならないほどに、内街の銃弾事情は厳しくなっているのだ。

　防人は悪そうにニヤリとほくそ笑む。これはチャンスだ。もっと余裕があると思っていたのだが、計画を修正できる。いい方向に。もちろん俺にとって、いい方向に。

「そうとわかれば、等価交換ストアのラインナップをもう少し大胆に増やせるな。たとえ珍しい物を売り始めても、軍で確保し続ける余裕はないと見た」

「武装は羨ましいですね。武器を装備しないで、私たちは戦っていますし」

「たしかになぁ。あるにはあるんだ。ストアのラインナップに。だが、少しでも怪しまれるようなことはしたくないな」

　等価交換ストアだけは絶対に悟られてはならない。テレパシストがいたら、一巻の終わりだが。……たぶんテレパシストはいても死んでいる。この悲惨な世界の思念を読み続けて正気でいるのは不可能だ。ストア関連は用心深く、海底に沈み姿を見せないように活動したい。なので、冒険者の服とか、剣が実際に売られていたが、スルーしておいたのだ。

「では、次のラインナップを加えるか～」

　等価交換ストアを呼び出して一覧を確認する。何を加えようかなっと。

「チョコレートにしましょう。板チョコをとりあえずお願いします」

　ふんふんと鼻息荒く雫は俺の膝に乗りながら、胸にスリスリと猫みたいに顔を押しつけてくるが、騙だまされないよ。美人局つつもたせには少女すぎる。それにそんなことができるほどコアは余っていない。

『チェーン店化：木の棒：Ｇ六〇〇〇個』

　アイテムをチェーン店のラインナップに加えるには、定価の一〇〇〇倍を投資する必要がある。この三日間のストア使用料として二割を品物から徴収しているため、あっさりとロックを解除できる。維持費の二割はストアが存在し続けるためにプールされているのだ。自分だけで地道に集めたら……ぞっとする。水とコッペパンだけでも四年かかったのだから。

『木の棒：Ｇ一〇個』

　セット完了。良心的な価格だろう。

「これからは、どんどん稼げるはずだ。木の棒はＧ一〇個で追加っと」

　ストアが回収する維持費という名のロイヤリティ二割、俺へのストア使用料二割。合わせて四割を定価に上乗せして出しておく。胴元が一番儲けるシステム。これ、チェーン店の常識。まぁ、自動販売機なので経営に苦しむオーナーはいないけど。このスキルもよくわからんが……それを言うとダンジョンもだ。よくわからんが、使えればいい。

「木の棒なんて、売りに出しても売れるんですか？」

　疑わしい表情で眉根を寄せる雫に腕を組み、悪戯いたずらっぽく頷く。

「疑問はもっともだな。だがなぁ、皆はＦランクも狩れないんだ。少しずつ少しずつ人の力を底上げしていく必要がある」

　ゲームなどでは、木の棒など見向きもしまい。銅の剣を買うかもな。だが、ここは現実であり、使い道は山とある。ピッと木の棒をストアから交換して取り出す。一メートルほどの長さの木の棒が現れて手に納まるので、振ってみせる。

「ここは現実なんだぜ？　乾いた木がどれだけ使い道があるか、みんなに教えてやろうじゃないか」

　とりあえずは階下に住む子どもたちに教えてやろうと、防人は考える。ふぅむと、雫が不思議そうに可愛らしく首を傾げるのを見ながら。




　さらに三日後である。カラスを通じて名古屋、大阪に新たにストアを五台ずつ設置した。そうして久しぶりに外出することに防人はした。五台設置するとマナを５０使う。半分近いマナを消耗するから、外にはあまり出たくなかったのだ。なので、近場しか行っていない。俺は用心深く生きている。残機スキルがあるとはいえ、死んだらおしまいだ。蘇生の薬って、ストアの一覧にないのです。雫さんはなぜ存在を知っているのかな？　不思議だよな。ストアは視界に入れば、たとえ使い魔を通しても使用できる。チェーン店化スキルを手にしたあとだったが。チェーン店スキルに相応しい仕様ということなのだろう。

　世間は大騒ぎであろう。なにせ、大阪に名古屋にストアが出現、そして新たに木の棒がラインナップに入ったからな。

　……木の棒と馬鹿にするなかれ。各地にストアが出現し、さらに売っているアイテムが増えたのだ。多少頭が回れば、これからもどんどんアイテムが増えると考えるはず。さらに考えを進めれば、ストアにコアを大量に入れれば、もっと販売されるアイテムが増えるのではないかと。

「もっと頭が良ければ、高ランクのコアを入れるはず。ボッシュートされても、そこになんらかの意味があると考えてな」

　呟きながら廃墟ビルのペントハウスを出て、カツンカツンと足音を立てながら防人は下りていた。内街は高ランクのモンスターコアを持っているはずだ。まぁ、危険性も考えるとそこまでコアを投入するとは思えないけど。つらつらと考えながら下りていく、相変わらず薄汚れたビル内は人気なく、黒猫が静かに佇むだけで何もなく静寂が漂う寂しい場所だ。

　相変わらずの影法師を纏まとい、黒ずくめの恥ずかしい格好だと思われるおっさんは真面目な思考をしながら真面目ではない姿で歩いていた。

『私たちでは倒せてもＤランクですものね。敵が多すぎますし、リスクも高いですし』

　フヨフヨと浮く雫の言うとおりだ。俺たちは弱い。全機召喚でもＣランクと思われる魔物とは戦いたくない。

「そうだ。銃を持ち、バズーカを使え、戦車や戦闘機でドラゴンをも国軍は過去に倒している。高ランクのコアがあれば強力なスキルや武器を手に入れることができる……と思う。今のところ、Ｄランクまでしか一覧は解放されていないけどさ」

　この間、国軍が倒したゴブリンナイトはＤランクだ。あそこまでなら防人も倒したことはある。……かなり危険であったが。タイマンなら戦える可能性はあるが、必ず敵は複数だ。ソロの敵もいるが、それは同ランク内でも凶悪だ。ソロでも戦える力を持っているということだからだ。

「高ランクのコアをひとつでも入れれば、そのランクの一覧がロックされているとはいえ、確認できるんだがなぁ」

　ドラゴンのコアを入れてくれないかなぁと思う。貴重だが使い道はないはずだ。クラフト系スキル持ちなら使えるのかな？　いや、たぶん素材として使用できてもスキルレベルが足りないから使えないはず。まぁ、俺もストアのスキルレベルが２だから無理かもだけど。ちなみにドラゴンの巣はダンジョン発生時、真っ先に破壊された。その後も大型のダンジョンはすぐに破壊されている。……ダンジョンの奥に何があるのかなぁ。ダンジョンコア？　その場合、ダンジョンコアもストアに売れそうだ。情報が欲しいところだ。

「まぁ、現実を見据えるか。一歩ずつでも前に歩んでいかないとな」

『ゆっくりすぎて老衰をしないように祈ります』

「そこまでゆっくりと歩くつもりはないさ。チェーン店スキルが手に入ったからな。今までの亀の歩みから小走り程度にはなっただろう」

　その言葉に雫はフフと悪戯っぽく可愛らしい微笑みを見せて、おっさんは口元を薄く笑いに変えて一階に下りるのであった。




　一階にはまた子どもたちがいた。俺の黒猫へと猫じゃらしを振っている少女もいる。ストアで買ったのだろう、水筒から水を飲んでいる子もいた。綺麗な水は廃墟街の住人にとっては貴重であったが、今はストアのお陰で、苦労せずに手に入っているはずだ。この間よりかはマシな顔をしていることに少しだけ安堵する。ストアを作ってよかったと思う。

「防人さん、こんにちは」

　少年たちは俺に気づいて集まってくる。今日は集りに来たのではないと知っている。

「言われたとおりにしましたよ。少し離れた場所に集めておきました」

　リーダーの少年の言葉に頷く。二日前に指示を出しておいたのだ。ちょっと稼ぎ方を教えるために。

「よし、案内しろ」

　小さく頷き返すと、少年たちはこっちですと、先導をするのでついていく。薄汚れた廃墟を少し歩いていくと、目的の物が見える。コンクリート剝き出しの、外殻しか残っていないビル内にそれは置いてあった。

「どうですか？　これでいいですか？」

　少年が指し示す先には木の棒で作られた檻があった。等価交換ストアで買った木の棒を細く切って、木の檻にして作ってある。かなりの大きさで一畳はあるだろう。その中にはスライムが数匹入れてあり、中に入っているビッグローチの死体を溶かして食べている。

「上等だ。怪我はしなかったか？」

　スライムは弱酸性とはいえ、溶かしてくるので念の為に確認する。この作戦は怪我を負わずに成功させるのが肝なのだ。怪我をしてもらったら困る。年端もいかない子どもたちだ。リーダーで一二歳程度。幼さも残る子どもたちなのだから。

「大丈夫ニャ。あちしがやったからニャア」

　……約一名を除いて。

「花梨、なぜここにいる？」

　ジト目で見ちゃうぜ。どうしてここにいるのかな？　目の前には猫の尻尾をフリフリと、悪戯そうに猫耳をピコピコ揺らす猫娘花梨が立っていた。

「何言ってるニャア。面白そうなイベントをするなら、花梨を呼んでくれないと困るニャよ？　それにこの子たちには少し危ないニャよ。スライム相手なら厚手の手袋や服を着ないと怪我をするニャ」

　さすがは情報屋。しっかりと耳に入れた模様。よくわかったな、僅か二日前に出した指示なのに。それにしても、スライム相手でも危ないかぁ。怪我をしてたらおっさんは落ち込むところだったよ。

「で、これ、なんにゃ？　罠？」

　飄ひょう々ひょうとした顔で、檻を見てくるので、頷き返す。おっさんはこれまでの体験談から、考えたのだ。

『着火』

「燃やすニャア!?」

　炎を指先に生み出して、木の檻を燃やす。ちりちりと乾いた木は簡単に燃え始める。魔法の炎って物を燃やしやすいんだよな。あっという間に檻は燃えて、スライムにも火は移り、もうもうと煙をあげていく。ちょっと煙い。

　風通しのいい場所なので、煙は簡単に拡散していく。漂う煙を見て、子どもたちは、不思議そうな表情となる、が、花梨はこの煙に顔をニャアとゴシゴシ擦る。臭いが嫌みたいだ。木の燃える臭いと、スライムの刺激臭。それらが混じり合い少し気持ち悪い。おっさんも少し気持ち悪い。おっさん自体が気持ち悪いわけではないよ、念のため。

「魔物を釣るにゃ？」

　ピンときたのか、花梨が尋ねてくるので頷く。まぁ、簡単に想像できるよな。

「でもスライムを燃やしても、魔物は集まらないニャよ。これは体験談ニャ」

「あぁ、一度はスライムを燃やしたことはあるようだな。だが、木々とともに燃やしたことはあるか？」

「森林イコールダンジョンだからにゃ。ダンジョン狂いの防人と違って、あちしは森林に近づいたことないにゃ、って、いたた」

　ニコリと優しい俺は花梨の猫耳を引っ張ってあげるぜ。ダンジョン狂いで悪かったな。むぅ、こいつの猫耳もふもふだ。

　ダンジョン周りは肥沃な土地だ。木々はすぐにすくすくと育ち、森林へと周囲を変化させるのだ。

　ニャアと飛びのく花梨に、フンと鼻を鳴らして説明をしてやる。

「大量の木々とスライムを合わせて燃やすと、特殊な煙となる。低級の魔物を集めるんだ。昔、やっちまった」

　まだそれほど魔物がいない頃、森林ごといっぺんに燃やせば、一気に魔力を吸収できて、パワーアップできるんじゃね？　と、森林を燃やそうと考えたのだ。その結果、スライムが燃えて、低級魔物がたくさん集まってきて死ぬかと思った。雫もまだいなかったし。無駄であった。パワーアップもできなかった。人間は吸収できる限界がある模様。おそらくはゲームでいうと一時間に一〇〇しか経験値は稼げないようになっているんだろう。パワーアップしていけば吸収力も上がると思うけど。お腹いっぱいになったら、そこでおしまいということなのだ。とことん人類に優しくない仕様である。地道にパワーアップしていくしかないということだ。ネトゲーよりも酷い仕様である。

　なぜ、こんなに集まったのか、不思議に思い、検証したところ、木を燃やすだけではなく、スライムも一緒に燃やすと魔物が集まると判明した。役に立たない知識だと当時は思ったものだ。たぶん、自然を破壊しないようにするトラップ的な仕様のようだと俺は思っている。ダンジョンのおかけでどんどん自然は回復しているからな。きっと、誰かが思ったんだ、この地球を守らねばと。

「まぁ、ダンジョン近くじゃないから、そこまで集まらないだろ」

　チュウチュウと大鼠が顔を出す。一匹、二匹、たくさん。んん？　少し多くね？

「さて、あちしたちは避難しておくので、あとよろしくニャ」

　子どもたちを連れて、バイバイと手を振って避難する花梨。事態に気づいたらしい。勘の鋭いやつめ。

「おかしいな？　ここはドヤ顔で適度な魔物の狩り方を俺がレクチャーするところじゃないかな？　俺がフッと笑うところじゃない？」

『防人さん、スライムはこの数日間で大量に狩られています。お腹を空かせた大鼠が多いのでは？』

　雫さんや、それを早く言ってほしかった。たしかにそのとおりだ。ネズミは常に何かを食べないと、死ぬんだっけか？




　汚れた毛皮で、鋭そうな前歯を剝いて現れたのは子犬ほどの大きさのネズミたちだ。ギラリと飢餓に苦しむような目をこちらへと向けてきて、津波のようにどこからかやってきている。その数はどんどん増えている。ビルの隙間、側溝の中から、通りを走ってきたりしている。

「俺、なんかやっちゃちゃた？」

『噛んでますよ』

　さすがにこの数は想定外だったんだよ。仕方ないでしょ。

「ちょっと失敗したか。……だがちょうどよい。貯金を稼ぐとするか」

　バサリと黒きコートを翻し、漆黒のおっさんは凶暴そうに嗤う。失敗したと見られれば、モンスターコアを大量に得ても問題ないだろう。ネズミ貯金といきますか。チュウチュウってな。コアは金になる。そして、金は力になるのさ。予定と違うけど、仕方ないか。もう少し慎重になる必要があるな、こりゃ。

　大鼠。普通の鼠と違うところは、でかい、以上だ。でかいために、その足は普通の鼠よりも遅い。なぜならば、足が身体を支えられるほどの太さも大きさもないからだ。ドラゴンが空を飛び、スケルトンがいる世界なので、重量は魔力によって緩和されたりするとは思うが、鼠は魔力もほとんどないので、足は弱い。遅いといっても、子どもの全力の走り程度は出せるが。たんに鼠を大きくしただけの設計ミスのような感じがする。その代わりに牙は鋭く薄い布などはひと噛みで突き破る。

　最後に、大きいので汚くて狭いところには入れないようで、雑菌を持たない。なので、廃墟街の連中は……。ノーコメントにしておくぜ。

　そんな大鼠がチュウチュウと鳴きながら集まってきていた。既に二〇匹は集まっている。煙が好きなのか、燃えている木の檻に近づくが炎を恐れてそこで止まっている。こちらを見ては来ない。煙に夢中となっているので、再発見と言えよう。人差し指に火の粉を作り、一匹に放つと、チウと鳴いてこちらに向かってきた。夢中になっていても、攻撃を受けたら反撃してくるのね。そりゃそうか。

『防人さん、あの泥棒猫がこちらを隣のビルの階上から見ています。私との交代はやめておいたほうがいいでしょう』

「了解だ。問題ない」

　雫がいないときはひとりで戦ってきたのだ。問題はない。でも、やばいときはよろしく。

『そんな装備で大丈夫ですか？』

「？　装備はナイフしかないな」

『まったく、まったくもぉ～』

　なぜか、雫は頬を膨らませてプンスコ可愛らしく怒るが、何なの？　たまに雫は変な感じになるな。

「ふんっ」

　迫る大鼠に蹴りを繰り出す。ドシと鈍い音を立てて大鼠はボールのように吹き飛ぶが、すぐに立ち直ってくる。蹴りの一発では倒せない模様。わかってはいたけどさ。

『影猫シャドウキャット』

　人差し指をツイッと動かして影魔法を使う。影魔法。元素魔法と違い、かなり使える面白い魔法だ。レアＧモンスターコアを使って手に入れた。ちなみにレアＧモンスターはビッグスライムであったが、大きさが二倍程度のただのスライムだった。まぁ、この二〇年余で三匹しか会ったことないが。厳選して考えて手に入れたのだ。

　その力はというと、一番すごいところは魔力を使い魔に変えられるところだ。よって、使い魔を大量に作っておくこともできる。マナを半分注いで大型犬程度の黒猫を創る。その足に生える爪は鋭く、真っ黒な口内の牙は尖って錐のようだ。

「ミケ、俺が釣るから、お前は一匹ずつ倒していけ」

「ミャア」

　黒猫はひと声鳴くと、立ち直って向かってきた大鼠に飛びかかり、前足で押さえると、その首をひと噛みして食いちぎる。ビクリと震えると大鼠は動かなくなった。やはりステータスが同じでも四足動物のほうが素なら強い。

　地面に散らばる小石を手にして、もう一匹を狙う。ピシと命中して、やはり同じように向かって来るが、ミケはあっさりと噛みついて倒していく。ゴブリン相手なら厳しいが、大鼠程度なら問題ないな。鼠にはやはり猫だよ、猫。

　俺はかっこよく戦おうとしたが、予想外に大鼠がアホだったので、小石を鼠にぶつける痛いおっさんと化した。ぽいぽいと小石を投げては、ニャアニャアとミケが倒していく。おっさん、いらなくない？

　百体を過ぎた頃には飽きてきた。床は血だらけで、死臭が渦巻く。これは、あとで燃やさないと駄目だな。疫病の元となるし。これ以上ジャーキーを嫌いになりたくないし。少しずつ現れるというのが肝だ。一斉に襲ってこないので、パニックにもなりにくい。二〇〇匹を超えたところで、敵の数が少なくなってきた。ミケは俺が釣るまでもなく、ペチペチニャンニャンと、大鼠を倒している。

「これなら大丈夫だろう。誰でも狩りをできそうだよな？」

　大鼠が煙に夢中になるとは想定外だった。これならゲームのように釣りから安全に倒せる。煙の量に気をつければ。量がありすぎるとやばいかも。

『今回は失敗でしたが、大丈夫だと思いますよ？』

「今回は成功してるじゃん……なるほど」

　雫がちっこい人差し指をビルの入口向けて指す。残り三〇匹程度の大鼠の中で、薄汚れた鼠色の毛皮ではなく、鈍い鉄色の輝きを持つ大鼠が入ってきていた。他の大鼠よりも速い。原付バイクレベルだ。

『火球ファイアボール』

　危険を考えて、すぐにおっさんは魔法を使う。手のひらにバレーボール大の炎が生まれ、接近して来る大鼠に命中して炎で覆うが、走ることをやめずにその炎から鼠は抜け出てくる。毛皮には焦げひとつない。

「ミャア！」

　ミケが口を開いて飛びつく。首元を食いちぎろうと噛みついて、ガチンと硬そうな音がして後ろへと下がってしまう。金属みたいな音だ。その硬度も金属並みっぽい。

「レアか！　久しぶりだな！　ミケは下がって、他の敵を倒していろ！」

　しかもＦランクのレアだ。険しく表情を変えて、俺は水球を創り出す。

『水牢獄アクアプリズン』

　小さな魔物ならば、水で包み込むことができる。ババッと両手をレアに向けると集中する。水球を俺に向かって来るレアの進路上に置く。立ち止まることもせずに、レアは水に突進していく。その身体を赤く光らせて。

『鉄突進アイアンチャージ』

　鼠の武技の声がなぜか理解できるなかで、水球は破裂した。魔力を帯びたレアの身体は魔法を弾き無効化してきたのだ。

「ちっ！」

　舌打ちして弾かれた水に魔力を送る。散ってしまった水が集まり始めるが、その時にはレアは目の前まで迫ってきていた。

「ちぅ！」

　ドスと重そうな音を立てて、レアが目前でジャンプしてくるので、慌てて横に飛ぶ。腕に僅かに掠かすり、それだけで痺れるような痛みが防人を襲う。

「なんだありゃ、ボーリング玉のようなやつだな」

　掠った感触から、鉄のような毛皮だと悟り、目を細めて険しくする。強いよ、さすがはレア。

『鉄鼠アイアンラットというわけですね。今までの大鼠とは違うようです』

「レアだからなぁ」

　雫の言葉に苦笑しながら敵を睨む。鉄鼠は鋭角に何度も跳ねながら迫ってきて、そのたびにコンクリートの床にヒビが入っていた。恐ろしい踏み込みである。冷静に動きを見てとり、目前に迫った瞬間に合わせて、腰のナイフを抜き放ち、肉薄してくる鉄鼠の横にナイフを突き出して躱す。ギギィと音がして、鉄鼠には傷ひとつなくピンピンしている。

　強いよこいつと、おっさんはドン引きです。でも、勝てる方法は思いついた。影法師で黒い服装にしてきてよかったよ。

「雫、影法師を破壊されないようによろしく」

　花梨に見られたら、俺のハードボイルドな雰囲気が消えちゃうぜ。きっと花梨は、防人は少女を監禁して好き放題しているニャンとか話を広めそう。

『任せてください。ではチェンジと行きましょう』

　コクリと雫は頷き、交代する。僅かに影法師が小さくなるが、影の服はぶかぶかな分、詰め物をしたように膨れて遠目には入れ替わったのはわからない。このために危険な場所では影法師を常に纏っているのだ。この相手ならば大丈夫だと、おっさんは信じている。この三年での雫の力を。俺とはステータスの割合が違うのだから。

　こんな感じだ。




天野雫

　マナ５０

　体力３０

　筋力３０

　器用２０

　魔力１０

　固有スキル：戦闘の才能レベルＭＡＸ

　　　　　　　残機レベルＭＡＸ

　　　スキル：戦闘術レベル２




　その全てが違う。数値化されているステータス。魔力以外は三倍近い。……と思いきや違う。トータルでは数値は同じ。雫はマナを削って身体能力を上げている。ちなみに固有スキルは武術の才能ではなくて、戦闘の才能だ。しかもレベルＭＡＸ。戦闘……銃もナイフもなんでもござれな、恐ろしい少女である。見かけは可愛らしい美少女なのだが。ただし、戦闘スキルに魔法は入らないらしい。

　なぜ死にかけたのか？　どうして防人と命の共有をしたのかは教えてくれない。秘密の多い少女だ。

　雫の身長一四〇センチ。おっさんの身長一八〇の差をカバーするために影法師はシークレットブーツとなり、コケないように気をつけませんと、と雫は微笑み片手を上げて身構える。

「一瞬で終わると思いますが鼠さん。私がお相手をしてあげましょう。私は間抜けな猫のように翻ほん弄ろうはされませんよ」

　クイッと手を振ると、挑発されたと感じたのか、鉄鼠は加速をしてジグザグに走り出す。小さな足なのに、素早い。原付バイクレベルの速さが子犬程度の大きさを持ちジグザグに走る。普通の人間ならその細かい動きについていけなくて、体当たりを受けてしまうに違いない。少なくとも、おっさんは無理だ。魔法系統であるので格闘は無理。というか、それほどの勢いでボーリング玉が飛んできたら必ず最低でも骨折か、悪くて内臓破裂だ。

『鉄突進アイアンチャージ』

　ジグザグに走る鉄鼠の身体が赤く光ると、飛び上がり雫へと突進してくる。雫は半歩身体を横にずらすと突進してきた鼠にゆらりと柳のように腕を揺らしてその頭に添えると、軌道を変えて受け流し

　ヒョイ。

　と、この首根っこを摑んだ。

「キィキィ」

　鼠はジタバタと暴れるが、魔法系統の力は持っていないらしく、逃れることはできない模様。

「今の貴方の防御力を突破するのは難しそうです。ですが、これならどうでしょうか？」

　足を踏み込み、勢いよく鼠を摑む腕を振り、吹き抜けの天井へと放り投げる。筋力３０は伊達ではない。三〇キロ程度の重さなら、野球ボールのごとく軽々と投げることができるのだ。空へと投げられて豆粒のように小さくなり、やがて目の前へと落ちてきた。コンクリートの床がズガンと音を立てて穴を開け、鮮血と肉塊が辺りに散らばる。

「最小限の労力で、最大限の効率。ふっ、我ながら才能が恐ろしいです。ぷるぷる震えちゃいます」

　キラリと光る赤いモンスターコアを穴から取り出すと雫はふふふと胸を張るのであった。

　鉄鼠。まともに戦えば苦戦必至だろうが、まともに戦わなければこんなものだ。鼠は所詮鼠なのであるからして。

　漆黒の中心に僅かに赤い光が宿っているモンスターコア。その力はＦランク。なにを手に入れるかは決まっている。苦節二〇年余。残機スキル取得時にランク下の物は全部グレーアウトしているが、中身は見られたのだ。

「それじゃ元に戻りますね」

　スッと入れ替わり、なんともない風を装う防人。

「さて、この鼠の死体。あとで子どもたちに解体させるか」

　炎を腕に纏わせて、ニヤリと防人は笑うのであった。きっと復興が始まると理解して。
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　情報屋花梨。特性は猫化。産まれたときに両親に気持ち悪がられて捨てられた……ということはなかった。猫耳と尻尾が生えても、このダンジョンと共生し、スキルのある世界では珍しい、という程度の認識になっていたからだ。特に産まれたときに、猫娘だったので両親のどちらかの願望だったのではとか言われた。

　獣人特性はスキルレベルが低くても使える良スキルで反対に周りから羨ましがられた。ドワーフやエルフ化スキルと同じである。初期から有用なステータスなのだ。隠いん蔽ぺい能力に、器用なところと、高い身体能力。花梨は既に猫化スキルがそこそこ育っているという理由もある。ゼロと１ではかなりの差がある。さらに上では尚更だ。無論、まっとうな手段で上げたわけではない。目の前の人間のように。数十年かけて成長したわけではない。目の前の男は延々とダンジョンに潜ってスキルレベルを上げた狂っているとしか思えない男だ。

「本当にいいんですか、防人さん？」

　今回の大鼠を退治するための準備を手伝った少年たちが、コッペパンを手にして顔を綻ばせている。それを黒ずくめのアホな格好をしているいい歳をしたおっさんは、フッと笑って頷く。相変わらず、お人好しだと花梨は内心で呆れる。防人が倒した大鼠は三〇〇匹を超えた。その半分を少年たちに渡したのだ。一五〇個のコアを手にして、少年たちは感動で涙を潤ませている。

「だが、条件がある」

　重々しい声で背筋が震えるほどの冷酷な目を持つ防人は、珍しく条件などと口にする。なんだろうと興味を持ってしまう。いつもは集りに来る子どもたちにタダで配給券をあげてるのに。

　花梨は知っている。防人の縄張りというものがあるということを。珍しく固有スキルを知る限りで四つ持っている男は、ただひとりで自身の縄張りを持っていた。本人は認めないが。

　そして、その縄張り内であれば、子どもたちは危険が少ないということを。

　各所に黒猫やカラスを配置して、接近して来る敵を察知する。花梨だって危険な壁登りをしないと見つかるだろう。恐ろしいスキル持ちだ。そして、使い魔はある程度の攻撃力も持っている。寝ている子どもたちを守ってくれる程度には。倒せる魔物は倒してくれて、危険が迫るとニャアとカァと鳴くのだ。だからこそ、防人は子どもたちに好かれていた。

　影魔法。自身の魔力を使い魔に変える能力者。同じスキルを持っている者は知っているが使い魔化はできない。この男、スキルを扱う腕が信じられないレベルで高いのだ。それに合わせて、炎、水、再生の能力者でもあると分析されている。ソロであるにもかかわらず、その危険度はＤ＋ランク。なぜ政府はこの男を勧誘しないのか不思議なぐらいだ。ダンジョンコアの秘密を知っているとも思われるが、不明である。だが、彼がある時から怪我を負っても、しばらくしたら治癒されるところから、再生スキル持ちなのは確実だと言われている。

　正直言うと、仲間にしたいがきっと無理だろう。彼の瞳の奥には、ただならぬ恐ろしさを感じる時が花梨はあった。まぁ、なんだかんだと言われても、銃で殺せるレベルなのが人間だ。書類上だけの危険度となって放置されている。もっと危険なやつらはいるのだ。スキルレベルは低くても、内街を襲おうと考える集団や、カルト宗教の暗躍などが。それは人間というより群体だ。危険度は跳ね上がりＡランクにもなっている。

　防人を見ながら、つらつらと考える花梨であったが、次の言葉に驚きを隠せなかった。

「俺の部下になってもらおうか」

「え？　防人さんの部下にですか？」

　珍しい。というか初めてだ。防人が部下を持つなんて。なんでだろうと考える。これまでは部下などは持たない流儀だったはず。部下を作るということは、部下を養う義務もあるということだ。守る必要もあるということだ。だが、ピンときた。コアストアの存在のせいだと。

「よ、喜んで！　部下になります！」

「あ、あたしも！」

「僕も～」

「なるなる！」

　その場にいた子どもたちは、考え込むこともなく、深く頭を下げて喜びの声を上げる。そりゃそうだと花梨も思う。ここらへんで最強の男なのだから。その部下になるならば迷うことはない。力も何も持っていない明日は目が覚めるか不安な存在なのだから。

「珍しいニャア、防人が部下を持つなんて。どういう心境の変化にゃ？」

　軽い口調で確認する。ニャアニャアと私のスタイルだ。だが、その軽い口調に防人は騙されない。こちらを射抜くような視線で見てくるときは心臓が縮まるほど怖い。

　今回のように。

「わかっているはずだ。あのストア。あの存在は廃墟街のやり方を変えるだろう。食料品が安定して手に入るのなら、勢力を増す連中が必ず現れる。ソロで暮らして負けるつもりはないんでな」

　壁によりかかり、腕を組みつつ語る防人の内容はストアが現れたたった数日で考えられた内容とは思えないほどだ。彼は先の未来を見据えている。力を得るつもりだ。その瞳に隠した強い野心を解き放つときが来たというのだろう。廃墟街には腹を空かせた連中はたくさんいる。その連中が腹を満たして活動できるとなれば、一気に廃墟街は騒がしくなるだろう。最強とはいえ、ソロの防人は数で押せば殺せるはずだ。危険を察知したと推測したのだ。恐ろしいほどの頭の良さだ。

「たしかにニャア。強いってのはそれだけで不自由なんにゃね」

「天あま津つヶが原はらコーポレーションとでも名乗るかね？」

　ニヤリとふざける防人にニャアと私も笑い返す。

「なかなかいい名前かもニャ。でもあちしは部下になれにゃいにゃ。情報屋を部下にするには、全然力が足りないにゃよ」

「ま、そうだろうな。お前は色々知りすぎだ。部下にしたら、他の勢力を敵にしちまう」

　肩を竦めてあっさりと言う。私が断っても想定内だと堪こたえていない様子に少しだけ頬を膨らませる。もう少し、勧誘に熱を入れてくれてもいいんだけどにゃ。おっさんを私は結構気に入っているのだ。

「で、どうするにゃ？　部下を養うのにコッペパンだけなのかにゃ？」

　いつもお腹を空かせている連中とはいえ、コッペパンだけだと厳しいだろう。どうするのだろうか？

「花梨。コアストアの現れた場所を言ってみろ」

　ポイッとコアを投げてくるので、情報料としていただいておく。

「えっと、廃墟街のダンジョン付近に一二台、内街に三台にゃ」

「ほう？　内街のコアストアも確認しているのか。さすがだな」

　口元を歪める防人の視線に内心でギクリとする。気づかれたのか？　内街の台数を正確に知っているのはまずかったかもしれない。迂う闊かつだった。

「猫はどこにでも入れるからにゃ。内街だって、入るのは簡単にゃよ」

　エヘヘと、ふざけるように笑って、身体をくねらせて胸を張ってアピールする。その様子に僅かに息を吐く防人。むむむ、なんで反応しないのかにゃ？　今のは結構勇気も必要だったんだけど。ちょっと女心が傷つくにゃ。

「そういうことにしておこう。とりあえずは思ったとおりだ。外街には現れていないだろ？」

　微妙に気になる言動だが、その先が気になるので黙っておく。敢えてツッコむことでもない。そのほうが怪しさを醸し出すだろうし。

「そのとおりにゃよ。ダンジョン周りにしか現れないから、外街にはないにゃ」

「外街のやつらは廃墟街の危険性も知っている。コアストアを使うのは無理だろうな。やばい連中以外は」

「たしかにそうにゃね。で？」

　話の続きが気になるので、促すように尋ねると、ニヤリと狡こう猾かつな笑みで考えを口にしてくる。なるほどと、私はその内容に感心するのであった。




　ばっははーいと、手を振って、ついでに尻尾もフリフリと振って、花梨はその場から離れて帰路につく。

　廃墟街の何もない世界。薄汚れた家屋をてくてくと進む。かつては綺麗なフローリングであった床は見る影もなく泥だらけだ。ガラスの破片も混じるなかを、ブーツで踏んでいく。細道に出て、次は廃ビルを通過しようとして、ピタリと足を止める。

「なんにゃ？　なにか欲しい情報があるニャ？」

　その声が聞こえたのか細道の角から、三人の薄汚れた男たちが飛び出してきた。その手に鉄パイプやナイフを手にしている。

「ヘヘッ、よう花梨。景気はどうだ？」

　厭らしそうな嗤いを見せて、通せんぼをするように三人は立ちはだかる。気づくと後ろにもふたり、同じような格好をしている男がふたり。

「貧乏暇なしにゃんね。あちしはいつも貧乏でお腹を空かせているにゃん。で、なんの用ニャン？」

　シクシクと泣き真似をして、ふざけると、男たちはゲラゲラと嗤う。なにが楽しいのだろうか？

「ふざけんな、お前が貯め込んでいるのはわかってるんだよ。さっさと寝床に案内しな！」

「そうそう、寝床にな」

「可愛がってやるからよ」

「何が楽しいのか、わからないにゃね？　意味もわからないにゃ」

　ふんと、鼻で笑って冷え冷えとした視線で見つめてやると、花梨のいつもの陽気な様子と違うことに、男たちは怯み、僅かに後退る。

「危険を察知する能力はあるみたいにゃね。それじゃあ見逃してやるから、さっさと消えろにゃ」

　手を振って去るように伝える。優しい私の最後通つう牒ちょうだ。だが、自分たちが怯んだことに恥ずかしさを持ったのか、顔を真っ赤に激昂してくる。

「ふざけんなっ！　てめえら、こいつの手足の一本でも折ってやれ！」

「ヘイッ」

　強盗たちは頷いて、花梨へと向かってこようとするが、走り出した先頭の男がズルリと崩れるように地面に倒れ込む。

「あ、何が？」

　怪訝に思い立ち止まる他の男たちだが。

　キラッ。

　空中に僅かに光の反射か小さな輝きが一瞬見えて、次の男もその次の男も倒れ伏す。

「な、何が？」
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　突如として次々と倒れる男たちにリーダーは声を震わせて、花梨を凝視してくる。花梨はその姿に冷笑を浮かべながら、腕を振るう。またキラリと光が見えると走る男は崩れ落ちた。

『暗器』

　びくりと震える男に教えてあげる。

「あちしの固有スキルは『猫化』。そして……『暗器』にゃ」

　手に持つ細く伸びる針を見せてあげる。倒れた男たちの額にもその針は刺さっている。

「あ、暗器？　てめえがそんなスキルを持っているなんて聞いたことがねぇぞ？　いや、そもそも強すぎるぞ、てめえ！」

　歳に合わない圧倒的な力を見せる花梨に、男は違和感を覚えて叫ぶが、口元に薄く笑みを浮かべて返すに留めておく。

「そりゃそうにゃね。この技を見た連中はだいたい殺しているからにゃ。暗器ってのは、あまり周りに知られたくないスキルだからにゃ」

「くっ、このやろうっ！」

　想定と違う計画に、死を覚悟したのか鉄パイプを振り上げて迫ってくるが、冷静に鋭い振りで、針を投とう擲てきする。普通は映画のように人の頭に針など簡単に刺さらない。……だが、強盗のリーダーの額に針は深く突き刺さった。スキルの力だ。鋭く、そして貫通性を持たせた攻撃へと花梨の針は変わっていた。

　数十秒であっさりと敵を倒した花梨は肩を竦める。

「警告しておくにゃ。佐官には喧嘩を売らないほうがいいにゃよ。このあちし、風かざ魔ま花梨は少佐にゃん」

　死体が積み重なる中で、花梨は再び歩き出す。今夜のディナーは何にしようかと、内街の自宅へと足取り軽く帰るのであった。










第２章　動き出す経済




　天津ヶ原コーポレーション。いい名前かもと、防人は放置された家屋の汚れた椅子に座りながら考える。廃墟である家屋のひとつだ。ボロボロであるが、そこまで汚くはない。ガラス片もなく、泥もそこまで床を汚していない。

　いいんじゃね？　なかなかいいんじゃね？　神の国みたいな感じを聞いた人間に思わせる。高たか天まが原はらを少しだけもじった名前だ。おっさんは結構考えたのだよと、少し得意げだ。

『社長は防人さん、私は副社長ですね。わかります。わかっちゃいました』

　るんるん気分で、くるくると回転して舞う幽体の雫。輝くような微笑みを浮かべて、可愛らしい舞を見せてくれて、思わず口が緩み和んでしまう。相変わらず可愛い娘だ。

「防人さーん。出ました～」

　そこへペタペタと足音をさせて、布を羽織っただけの少女が身体を濡らした格好で、ヒョッコリと現れる。チラチラと肌色が、いや、思い切り肌色で埋め尽くされています。

「てい」

　ビシッと指を防人の目に殺気を持って突きこむ夜叉化した雫である。幽体であるから、傷つきはしないが、驚くだろ。ビクンと身体が震えるが、表には出さずに手をふらふらと揺らす。

「他のやつらも汚れは取れたか？」

　平然とした表情で尋ねる。雫がバスケのディフェンスみたいに、へいへいと反復横飛びをしながら、防人の視界を塞いでくる。相変わらず嫉妬深い娘であると苦笑してしまう。

「はい！　綺き麗れいになったと思います。初めてお風呂なんて入りました！　お風呂って温かいんですね！」

　眩まぶしいほどの笑顔で、悲しいことを言ってくる少女の頭を撫でる。雫よ、撫でるのが目的じゃないから、頭を突き出してくるんじゃない。濡れた頭はゴワゴワでまだ脂ぎっている。シャンプーもないし、初めてというぐらいだ。雨の時などは身体を洗ったのだろうが、基本的に身体を洗わないから、まだまだ汚い。ま、予想どおりだ。頭をぐしぐし撫でると猫のように気持ちよさそうに目を瞑るから、僅かに微笑んでしまう。

「お風呂出ました～」

「綺麗になりました～」

「木の棒持ってきました」

「たくさん手に入りましたよ」

　バタバタと少女たちが出てくる。少年たちが木の棒をたくさん抱えてちょうど外から戻ってきた。木の棒を手に入れるように指示を出しておいたのだ。少女たちより早く風呂をすませたために、こざっぱりとしている。

「よし、とりあえずは準備はオーケーだな。子どもたちはそこに並ぶように。着替えは隣の部屋に置いておいたから」

「は～い」

　素直に並ぶ子どもたち。全員こざっぱりとしている。少女たちはとてとてと隣の部屋に移動して着替えをしてすぐに戻ってくる。服装は色が見える。垢と汚れで元の色がわからなくなった服。今は古ぼけて色褪せているが、それでも風呂に入る前までとは違い綺麗だ。洗濯したのである。

　風呂。放棄された家屋の風呂を掃除して、防人の水魔法にて熱い湯を作り出し、風呂に入らせたのだ。お湯は真っ黒になり、数回張り直したりしたが。コアストアの水と、水魔法で生み出した熱湯を混ぜたので、そこそこ消耗は低い。

　自分の家の風呂を使えばいい？　風呂場がかなり汚れるのがわかっているのに、貸すほど善人じゃないんだ。この子たち泥沼で身体を洗っても、綺麗になる可能性があったからな。排水口が泥で詰まったら困るよ。

「お前らはまだまだ臭いからな。少しだけじっとしてろ」

　人差し指を突き出して、バレーボール大の水球を作り出す。汚れからの臭さは信用をなくすからな。

「目を瞑ってろ～」

　そう告げると水球をぎゅっと目を瞑る少女の頭に被せる。そのまま集中を途切らすことなく、振動させる。簡易ジェット風呂だぜ。高振動の水は石鹸を使わずに、細かい汚れを取ることができるんだ。




　振動させると、少女の髪の毛からみるみるうちに汚れが取れていく。おっさんのマナも減っていく。端に映したステータスボードのマナ表示がすごい速さで減っていく。ほんの少しの間だからと、すぐに隣の子どもへとお湯を移動させる。集中を解かなければ、大丈夫だ。視界から見えなくなると、動かすことはできなくなるが。なので、相手の身体に侵入させて、内部から破壊！　などはできない。体内は魔力が充満しているのか、魔法の効果がすぐに失われるということもある。補助魔法などは途切れないらしいが、使える人間は見たことないしな。例によってスキルレベルゼロだと筋力アップの補助も一〇グラム程度持ち上げる程度の筋力アップしかないんだろ。

　キャアキャアと、くすぐったいのかクスクス笑う少女、少年たち。そうして、脂ぎった髪の毛も艶を取り戻し、顔も細かい泥も取れて洗顔終了。生まれてから初めて綺麗になったかは知らないが、廃棄街の人間であるのに、綺麗な格好となった。同じ魔法で、服も洗ってやった。本当に水魔法は便利だ。生活に限り。万能とさえ思ってしまう。取ってよかった水魔法スキル。

　机に置いてある用意した青色の毛玉を手に取り、魔力を送り込む。

「よし、これで少しは見られる格好になったな。それじゃあ、これを着ろ。『影法師』」

　影が青色の毛玉に侵食して、解いていく。そして、姿をストールへと変えていく。自画自賛ながら器用なものだ。六人分の薄手の黒いストールを生み出す。これでもうおっさんのマナは二割を切りました。やはり、マナ量の多さは魔法使いのネックだな。使えば使うほど、マナ量が上がるシステムでもない。本当に人類に優しくない世界だ。

「これもらってもいいんですか？」

　リーダーの男の子がストールを見ながら戸惑う。他の子どもたちも同じく。見かけは新品だから、これ。

　ビロードのような艷やかな黒い光沢のストールだ。肩に巻く程度の布切れとも言える。高価そうにも見えるが、マナの塊である。

「これから、お前らは俺の部下だ。俺の部下には全員このストールを着てもらう」

　ちょっとマナを使いすぎたので、疲れを覚えて椅子に座り腕を組む。ストールは漆黒の光沢の中で、『天津ヶ原コーポレーション』と青色毛糸で刺繍されている。

「やった！　私、これ！」

「俺、これをもらう」

「それじゃあ、私これ！」

　競ってストールを取る子どもたちを見ながら、水を差すようだが教えておく。

「それは魔力に極めて弱い。弱い魔法でも受けたら、氷よりも早く溶けるからな」

　影魔法の弱点だ。光に闇はあっさりと消えるが如く、影は魔力に弱い。この魔法で服を作り儲けるのは不可能だということ。

「はい！」

「似合う？」

「こう着れば可愛くない？」

　いい返事をしながら、皆はストールを着て、キャッキャッとお互いの姿を見比べて楽しそうだ。まぁ、初めてのオシャレだともなるのかもな。頬杖をついて、目を細める。このストールを着ていれば、俺の部下だと、わかりやすいだろう。俺がこいつらのボスとなるわけだ。平均年齢一二歳がいいところの子どもたちのボス。酷い搾取をする男に見えるかもな。猿山のボス猿よりも格好悪い。

「壊れたら、新しいのを創るから、すぐに言うように。それとお前らを傷つけようとするやつらがいたら、すぐに言うように」

　スッとナイフのように鋭い眼光を光らせて、はしゃいでいた子どもたちはその言葉に黙り込む。

「そいつらには、お前たちのボスが誰かを教える必要があるからな」

　馬鹿にされないように、舐められないようにする必要がある。これからは、少しばかり派手に動くこともあるだろう。小綺麗な格好をしているからと、部下に手を出す輩には……痛い目に遭ってもらおう。

「はい！」

　元気に返事をする子どもたちに頷きを返す。さて、では次の行動に移るとするか。

「では、天津ヶ原コーポレーション初の仕事を始める！」

　ビシッと直立する子どもたちへと指示を出す。初めが肝心なのだ。怖くてかっこいいダンディなおっさんボスを目指すのだ。

『かっこいいです。私も影のボスとして、たまに姿を現しますね？　マンホールから現れるとか、どうでしょうか。次点で井戸から現れます』

　クールな空気に当てられたのか、ふんすふんすと鼻息荒く幽体少女が私もボスをやりたいですと、小柄な身体を可愛らしくクネクネさせて、視界に入ってゴロゴロするが、見ないふりをしておく。井戸からだと、呪い殺す人になっちゃうだろ。

「それじゃあ、最初の仕事は手に入れた木の棒にスライムの欠片を染み渡るようにする。これが天津ヶ原コーポレーションの仕事だ！」

　なんかショボいけどね。仕方ないよな。

　少年たちが持ってきた木の棒。そして、倒したスライムの欠片。既に集めておきました。

　木の棒に染み渡らせておきます。そして、あとで、他の場所で燃やします。

　あら、不思議。大鼠が一〇体ぐらい現れます。コッペパン二本分だ。燃えている間は大鼠はその煙と火に集中する。タコ殴りにしていけば簡単に倒せるのだ。正直、この間は燃やす量が多すぎた。試したところ、木の棒一本分でいいらしい。

　器に入れたスライムの欠片に、子どもたちは木の棒を漬けていく。スライムも大鼠も尽きることがない。たぶん下水道かどこらかに、ダンジョンがあるんだろう。大鼠やスライムしか入れないような穴の大きさのダンジョンがさ。というか、定期的にポップはするが、食物連鎖でしか消えない肉を持ったものたちだ。下水道内は溢れかえってヤバいことになっていると、専らの噂だ。廃墟街が汚水で溢れ返らないのは、下水道完備なだけではないというわけ。だからストアさえあれば、稼ぐのに困らない。尽きることを心配しなくていいから、ここはダンジョンと共生していい部分……なのかなぁ。差し引きで人類は大幅に赤字だろうけど。

「完成したら、近場の廃ビルで燃やしてこい。影猫がついていくから、大鼠で稼いでくるんだな」

「俺ら行ってきます！」

　あんまり漬けていないように見えるが、よほど稼ぎたいのか、リーダーの男の子が木の棒を取り出す。

「気をつけるんだな。ミケ、行ってこい」

　部屋の片隅でじっとしていた影猫に命令すると、ニャアと鳴いて立ち上がり、とてとてと子どものそばに向かうミケ。簡単なお仕事だ。上手く行ったら、あと数匹影猫を作って、大鼠狩り隊を作ろうと思う。コアストアもあと最低でも四〇台は東京に設置したい。できれば一〇〇台は欲しいところだ。

　さらなるマナが必要だ。子どもたちが大鼠のコアを集めている間に、準備をするとしよう。この間、手に入れたレアＦコアを使用してな。

　内心でこれからの行動を考える。自身の強化は必須だ。ロンリーウルフはもはや無理だ。ある程度の治安がいい場所なら裏世界の連中は騒がれると困るので、一匹狼を殺すのにそこまで労力を使わない。食うや食わずの人間たちなら、殺すより、利用したほうがいいと考える。だがこれからは違う。騒いでも問題ない廃墟街。腹を満たして、勢力を増やす荒くれ者たち。邪魔なやつを殺そうと動いてもおかしくない。その前に勢力を築く必要があるのだ。

　はしゃぐ子どもたちに罪悪感を持ってしまう。もっとも裏切りにくい年若い子どもたちだから、俺は真っ先に声をかけたのだ。

『ウィンウィンの関係だと思いますよ？　子どもたちは初めての庇護を得たのですから』

　雫が穏やかな目で慰めるように言ってくるが、

「俺は大人。あいつらは子ども。ウィンウィンにはならないな」

　だから、まぁ、大事にするかと、防人は優しげな笑みを浮かべ、雫はフフッと微笑むのであった。







　あれからさらに二日後。大鼠のコアも順調に集まるなかで、防人は自宅に戻ってストアを召喚していた。

「Ｆランクのレアコアはこうなるのか」

　む～んとストアの一覧を見ながら唸る。スキルやらアイテムやらがずらっと映し出されているが、その中でも気になるのはひとつだ。

『ステータス１００アップポーションＦ（総合ステータス３００制限）：レアＦコア一個』

「これはどういう意味だと思う、雫？」

『そうですね。簡単な話です。ステータスの総合数値が３００を超えたら、このポーションを使ってもステータスが上げられないということでしょう』

　ふよふよと美少女は浮きながら考えることもなく教えてくれる。俺の推測もそんな感じだ。

「だよなぁ。このポーションで延々とステータスアップはできないということか。ま、仕方ないか」

　裏技みたいに初期レアコアで、ステータスは延々と上げられない様子だと苦笑してしまう。本当によく考えられているよ。漆黒の中心に紅く光るコアをストアに入れて、交換する。ガシャンと音がして、長細い缶が現れた。エナジードリンクみたいな缶だ。プルタブを開けて、一気にごくごくと飲む。オレンジジュース味だった。冷えているし、ほのかに甘くて結構おいしい。

『あっさりと決めるんですね？　他にも面白いスキルとかあったと思うのですが？』

　コテンと可愛らしく首を傾げる雫に頷く。

「ステータスは全ての基本だ。特にマナが俺には必要だからな」

　ステータスボードが勝手に開き、ポイントを割り振ってくださいと表示された。ふむぅ？

　こうしてみた。




天野防人

　マナ１００→１５０

　体力１０→２０

　筋肉１０→２０

　器用１０→２０

　魔力１０→３０




『なんだ、マナ特化にするわけではないのですね？』

　疑問の表情で尋ねてくる少女。おそらくはマナに全振りだと考えていたのだろう。だが、この先のことも考えると、ステータスを平均的に上げる必要があると、俺は考えている。この先、マナ量だけでは危険な敵も出てくると思うのだ。そして、俺は弱いままで終えるつもりはない。

「あぁ。強くなるには全体のステータスも上げないとなっと、と？」

　ふわりと闇の粒子が防人の身体を覆う。身体の感覚が少しだけ鋭くなったような感じがする。特に魔力が上昇したことにより、消費マナや、威力が上がった感覚が自然にわかる。

『私はこうです』




天野雫

　マナ５０

　体力３０→６０

　筋力３０→６０

　器用２０→６０

　魔力１０




　雫がステータスを見せてくれる。魔力放置の物理特化。

「次は魔力も上げないと魔法抵抗ができなくなるぞ？」

　ゲームなら序盤はいいが、後半に状態異常で苦しむパターンだ。

『わかっています。私たちの低いステータスなら、まだまだ魔力を必要としていないと私は考えたんです』

「一度やったことのあるゲームのようなことを言うのな。なるほどねぇ」

　一回やったゲームなら、ステータス割り振りに失敗しない。そんな秘密が多い雫さんの言葉である。

　だが、わかったことがある。

「人類は弱すぎるな。ステータス３００カンストでＦランクかよ。参ったね、こりゃ」

　ステータス３００がカンスト。つまりＦランク最強はそのステータスですよと言われているのと同様だ。人類の総合ステータスは鍛えている俺でも総合１４０。厳しいにもほどがある。Ｆランクって、ゴブリンや大鼠レベルだぞ、泣けてくるね。

「まぁ、いいや。倍のステータスになったが、筋力が二倍になった感じはしないし。地味にレベルアップしていくと決めているし」

　アクセルを踏める時が来るといいんだけどなぁ。

　さて、子どもたちに会いに行くか。

　ステータスも上げ終えたことだしと、おっさんは重い腰を上げて、出かけることに決めるのであった。







　外街。税金を支払うことができる者が住まう真っ当な区画のことだ。外街は足立区都心寄りから多摩を囲み、神奈川県までを覆っている。ダムを確保、港もあり、ダンジョンにより一気に環境が改善された東京湾での漁業も盛んだ。出入りも楽だ。内街とは違って。ただし、夜に住宅証明書を憲兵に見せられない場合、即座に廃墟街へ捨てられる。ボコボコに殴られて。酷い時は死体となって。なので、廃墟街の住人が住むことは無理なのである。

　バラックを繋つなぎ合わせた一〇メートルほどの壁がビルを伝い、延々と続いている。ビルの中には見張り小屋があり、アサルトライフルを持っている兵士が退屈そうに欠伸あくびを交えながら歩哨をしており、門の側には機銃が置かれ、昼間なのでサーチライトが電源を落とされて設置してある。外街に入る扉は細く開いている。そこには大勢のみすぼらしいという言葉よりもみすぼらしい廃墟街の人々が疲れた表情で並んでいた。廃墟街の住人が持ってくる物はゴミから宝石類まで。様々な物があるために、通過を許されているのだ。無論、宝石類などは捌く方法がない廃墟街の連中だ。数日分の食料品と交換されて、二束三文で買い叩かれるので、廃墟街の連中は持ってこない。持ってくるのは本やら小綺麗な雑貨などだ。

　そんな中に混じって、防人は子どもたちとともに訪れていた。扉の前で形だけ検閲をしている兵士たち。門を通るために並ぶ廃墟街の連中。外街のやつらもいるだろう。少しばかり時間がかかりそうだと、欠伸を噛み殺す。

「ボス。俺たち、なんか見られていないか？」

　そわそわと子どもたちのリーダーの男の子が聞いてくるので、つまらなそうに鼻を鳴らす。そりゃそうだ。注目されないわけがない。

「自分の格好を見てみろよ」

「え？　えっと……」

　おかしいところがあるのかなと、男の子は自分の姿を戸惑い見るがわからない模様。

「純じゅんちゃん。服だよ、服。周りの人たちと私たち、違うよぉ。……それにみんな臭いかも……」

　クイクイと、リーダーの男の子の袖をおとなしそうな少女が引っ張り、教えてあげる。

「え？　華はな、本当かよ？　……たしかに臭いブッ」

　ゴチンとリーダーの男の子の頭にゲンコツを落とす。感じたことを全部口にすると命を縮めるぞ。体面を守るために、争おうとするやつもいるんだ。そんなやつらを片づけるために、無駄に俺は戦うつもりはない。

「風呂に入って小綺麗になったから、鼻がマトモになったんだ。少し黙れ」

　多少力を入れて睨んでおく。

「そのとおりだ。俺たちはこの集団の中で浮いている。よく見てみろ」

　垢と泥で真っ黒な服を着て、髪はボサボサ、顔も薄汚れている人々。ガラクタを背負い暗い目つきをしている。周囲の人々は誰も彼も似たような格好をしており、汗と垢とアンモニア臭などで体臭もきつい。風呂になど入ることもできないのだから、当然だ。

　対して、こちらはこざっぱりとしており、髪はツヤツヤで肌もそこそこ綺麗だ。服も古く色褪せているとはいえ、洗濯されており、新品に見える漆黒のストールを着ている。そして、ストールには「天津ヶ原コーポレーション」と刺繍も入っているのだ。

「内街の連中が社会科見学にでも来たと思われているのかもな」

　肩を竦めて、周りの連中を冷たい視線で見据える。俺たちを物珍しい者を見たと、注目していたやつらは慌てて顔を背けて素知らぬフリへと態度を変える。

「そんなに目立っていいんですか？」

　心配げな表情で聞いてくる。今まで目立たずに暮らして生き抜いてきた子どもたちだから不安なのだろう。グシャリと頭を撫でてやりながら目を細める。

「目立つのが目的だ。俺たちの名前を売らないとな。早速この格好が役に立ったようだぞ？」

　ニヤリと笑いながら、門前を見ると兵士が二名、こちらへと駆け寄って来る。どうやら俺たちが気になったらしい。

「ちょうどいい、並ぶのは嫌いなんだ」

『優先券を買うんですね』

　スカートをはためかせて、宙に浮く雫がフフッと悪戯っぽく、合いの手を入れてくるのでコクリと頷く。天津ヶ原コーポレーションは将来性があるから特別待遇にしてくれるだろう。今からな。

　兵士たちは俺たちの目の前まで来ると、ジロジロと姿格好を見てくる。訝しげな表情だ。その表情はどう対応していいか、かける言葉を迷っているようにも見える。その様子でピンときた。

　内街の連中ではないかと考えているな、と。

　廃墟街から外街に入るのは普通は外街の住人か、廃墟街の住人。こんな形で内街の連中が中に入ろうなどとは考えないはず。普通ならば。

『なるほど。なにかあるんだな。廃墟街へと内街の連中がこんな格好で出るようなことが』

『聞いたことはありません。外出しても、普通ならば装甲車に乗って、銃を持っているはずです』

　雫と思念を交わしながら、内心で笑う。そのとおりだ。普通ならばそうだ。だからこそ、理由があるのだ。おそらくは一般人に知られたくない理由。

『ダンジョンだな』

『ダンジョンですね』

　ふたりの意見は一致する。内街の連中は密かにダンジョンを攻略しているのだろう。道楽……ではあるまい。それならば内街のダンジョンに入ればいい話だし。それができない理由……。

『低レベルのダンジョンを攻略していると思われます』

『もはや魔物が多すぎて、低レベルのダンジョンにすら入るどころか、近づくのも難しいのに、か……なるほど』

　目的はいくつか考えられるが……とりあえず置いておこう。

「どーも、どーも。私たちは天津ヶ原コーポレーションの者でね。パンの納入に来たんですよ」

　今日は無精髭を剃ってきたおっさん。黒ずくめでもなく、普通のラフなシャツにジーパンの格好だ。肩にストールをかけているだけである。友好的に笑うと、聞いたことがあるかと、兵士たちは顔を見合わせるので、その耳元にこっそりと口を近づけて呟く。

「試供品を食べてもらいたいのですが、どうでしょうか？」

　試供品という言葉に兵士はピクリと反応する。その反応を見逃さずに、防人は子どもに視線を送る。

「これは試供品です。どうぞ！」

　背負っている汚れもない綺麗なクーラーボックスから、コッペパンをふたつ取り出して、子どもは兵士に手渡す。そのパンは見かけからして、ふっくらとしていて、おいしそうだ。膨らみが足りない混ぜ物が入っている外街のパンとは違う。安月給で働いている外街の兵士だ。知らずにゴクリと喉を鳴らす。

「あぁ～、天津ヶ原コーポレーションね。あそこか。なんだ新製品を出したのかい？」

　多少棒読み口調でパンを受け取ると兵士たちはニヤリと笑い合う。なので、防人は兵士の手をぎゅっと握り、ニコニコと笑みを見せる。おっさんの笑みはあまり効果がないが、手のひらの感触は効果があったようだ。手を離すと、ちらりと兵士は自分の手の中を見て、ぎょっと驚く。そこには予想と違い一万円札があったからだ。精々千円だと考えていた兵士と、隣でその金額を見た兵士は警戒を解いて満面の笑みとなった。

「すまないな！　言ってくれれば、天津ヶ原コーポレーションの従業員は列になんか並ばせなかったのに。うむ、通ってよし！」

「どうもどうも。それじゃあ、俺たちは行きますね、今後もちょくちょく来るのでよろしくお願いします」

「あぁ、了解した！　仲間にも伝えておくよ」

　防人も笑顔で返し、兵士たちに手を振ると並んでいる人々を無視して扉を子どもたちと潜くぐる。列に長い間並んでいる人々の恨めしい視線を受けて、子どもたちがもじもじと居心地悪そうにするが、それがこの世界のルールだ。

「……あの、あんなにお金を渡してよかったんですか？」

　リーダーの隣にいる少女は目敏く防人がいくら渡したか、兵士の反応で予測したのだろう。微かに首を傾げて尋ねてくる。

「いいのさ。兵士たちは俺たちをいい金かね蔓づるだと思うだろう。思っている間は、何かと便宜を図ってくれるからな。力のない者の知恵というやつだ」

「ボスは力あるじゃん！」

　リーダーの男の子が不満そうに頬を膨らませて、子どもたちもそうだそうだと意見を同じにして囃したてるが、防人は苦笑しながら肩を竦めた。

「俺は弱いさ。だが、これから力を持つ」

　フッと笑って、防人は闇市場へと子どもたちと向かうのであった。

　ハードボイルドだよねと、内心でニヤニヤしていたのは秘密だ。

　外街は賑やかであった。大勢の人々が忙しそうに歩き、店舗は少ないながらも物を売っている。昼間なのに酒場からは笑い声が聞こえて、食べ物に一見困ってはいなさそうだ。廃墟街と壁を一枚隔てているだけなのに、この格差である。人混みの中を防人は慣れているので、スルスルと歩くが、子どもたちがオロオロとするのを見て苦笑しながら歩く速度を緩めた。

「ほら、クーラーボックスを落とすなよ。大事な売り物だからな」

「はい！」

　小さなクーラーボックスを子どもたちは背負っている。俺は手ぶらです。酷いおっさんに見えるかもしれないが、戦闘を考えると余計な荷物は持ちたくない。少し先の公園にはトラックが数台駐車しており、並んでいる人々に配給をしている。

「ボス。配給やってるよ」

「ん？　ああ、今日は駄目だ。今度にしろ」

　配給とは、外街の人々に配られる配給品のことだ。外街は表向き配給制度だ。昔の制度の名残でもある。国民全員を救おうと足搔き、配給制度を行ったのだが、一〇年も経たずに崩壊した。ダンジョンの魔物に圧され、資源が枯渇して、貧乏人を見捨てたからである。だが、外街では、気休め程度にまだ続いている。酒場もあるし、レストランもある中で配給とは歪いびつな制度だが、混ぜ物で酷い味のパンと燻くん製せい肉が配給品だ。外街の人間で食べる者はほとんどいない。もっと酷いときはあわやひえの時もある。廃墟街の人々へと、きつい仕事とともに外街の連中が使えるチケットのようになっていた。

　それでも廃墟街の人々は喜んで配給をもらうのだが。

　家を建てるのか、更地にするべく家屋を壊している。その中で薄汚れた人々が汗だくになりながら、瓦が礫れきを撤去しており、その少し後ろで作業着を着た男たちが笑いながらお喋りをしている。瓦礫を運んでいるのは、廃墟街の人々だ。きつい仕事を配給券一枚の報酬で働いているのだろう。怪我をしても、外街の医者には住民票がないから、かかれないにもかかわらず、薄手の服で働いている。外街が廃墟街の人々を労働力という名の搾取をする。同じような光景は様々なところで見られる。

「いつまで今の状態が続くか、見物だな」

　ニヤリと嗤い、防人は歩く。

『悪そうな顔をしていますよ、防人さん。元から悪そうでしたが、今は犯罪者に間違われます』

「むぅ。気をつけるとしよう」

　呆れた表情で雫が頬を突くふりをするので、咳払いをして誤魔化す。だが、ストアの存在が全てを変えると思うと、口元が緩んでしまうおっさんだった。




　闇市場。無許可の人々が露店を開き、物を売るところだ。雑然とした巨大な市場で、無許可にもかかわらず、露店がたくさん軒を並べている。

「さて、まともな場所に露店を開かないとな」

　周りを見渡して、目当ての人間を探す。雑多な人々がゴザを敷いて、物を売っている。俺の嫌いな燻製肉や闇米を売っているところから、古着、雑貨品、ゴミとしか思えない物まで多彩な種類だ。子どもたちは闇市場には来たことがないのだろう。口を開けて、キョロキョロと物珍しそうに辺りを見ている。

「あの、どこでもお店を開いていいんですか？」

　リーダーの男の子の隣にいる少女。名前なんだっけか。少女が俺の裾をクイクイと引っ張るので首を振って否定する。

「無許可だが、闇市場には闇市場のルールがあるんだ。あいつだな」

　赤に白の縦縞という柄の悪いシャツとスラックスを着て、ポケットに手を突っ込んでいる男たちを見つけて近寄る。

「どーもどーも。露店を開きたいんだけどね？　いい場所は空いているかな？」

　友好的に片手を上げて近づくと、男たち、まぁ、チンピラたちは俺たちの格好を珍しそうに眺めてから、多少戸惑いながら頷く。

「あ、あぁ。一番いい場所は千円だ。それと売上の二割を上納しな」

「了解だ。これでいいか？」

　千円を渡すと、チンピラたちは頷いて顎で十字路の空き地を示す。雑多に並ぶ露店の中で、なぜか不自然に店を開くのにいい場所が空いていた。

「それじゃあ、またあとで」

　ひらひらと手を振って、防人は子どもたちを連れて、その場所にゴザを敷く。

「えと、なんでこんないい場所が空いていたんですか？　あんな隅っこに露店を開いている人もいるのに」

　少女が不思議そうに首を傾げて、他の子どもたちもウンウンと頷く。説明が必要か。少女が指差す先はビルの裏びれた細道で影になって日当たりの悪いところで、露店を開いている草臥くたびれた顔の男がいた。

「ここはあいつらの縄張りなのさ。露店の場所にも金額が設定されている。面倒くさいし、金がかかるが、言うことを聞かないと、露店を開けない。無理矢理開くと、有形無形の嫌がらせをされるからな。覚えておくといい」

「え～っ！　だって、ここ無許可じゃないの？」

　リーダーの男の子が不満そうに言うが、若いなぁ。廃墟街では、露店自体なかったから、わからないか。

「どこにでもルールはあるってことだ。そのルールを変えるには金と力が必要なのさ。ほら、仕事を始めるぞ」

　パンパンと手を打って、子どもたちを促す。んしょと子どものひとりが持ってきた組み立て式の小さなテーブルに白いテーブルクロスを敷くと、クーラーボックスを開ける。そこにはずらりとストアで手に入れたコッペパンが入っていた。ここ数日で稼いだ物だ。一五〇個ある。

　おっさんは頑張ったのだ。ミケたちを六匹創り出し、延々と大鼠を狩り続けた。子どもたちがせっせと木の棒を燃やして、影猫が倒した鼠からコアを抜きとった。一時間に五〇匹。あわせてこの数日で八〇〇匹近く倒したのだ。というか、大鼠多すぎである。ダンジョンのポップ率はどうなっているのだろうか。何百万匹と既に増えていたら嫌だなあと思ったが、魔物に喰われているから大丈夫っぽい。何匹狩れば枯れるかは、とりあえず近場の大鼠をポップ前に殲滅しなくては正確な数字は出てこない。……うん、無理だな。

「えっと。ひとつ三〇〇円で、銀の硬貨を三つもらえばいいんだよね？　お札の時はどうするんだっけ？」

「お札の時は、銀の硬貨を七つ渡すんだよ」

「お前、すごいな！　数が数えられるの？」

「エヘヘ、一〇までならできるよ」

　子どもたちはワイワイとはしゃぎながら、売る際の注意を話し合っている。教育を受けたことのない子どもたちだ。数も数えられないので、一応教えたが、大丈夫だろうか？

「それじゃあ、売るぞ。ほら、お客に声をかけるんだ。俺はパンのおいしさをアピールするから」

　客は簡単にはパンを買おうとは思わないだろう。なにしろ闇市場のパンだ。なにが入っているかわからない。だがすぐに理解するはずだ。外街でも滅多に食えないパンだと。一〇個ほど取り出すと手を翳して魔力を練る。ステータスが上がったことにより、以前よりも細かい操作ができるようになっている。

『熱ヒート』

　単純に熱をパンに纏わせる。炎を生み出すよりもお手軽で、魔力消費も断然低い。温度六〇度くらいで、多少熱いぐらいだ。

　他の火魔法使いでは不可能な繊細にして精緻なる魔力操作をして、おっさんはパンを温める。冷たかったパンが温まり、ふわりと焼きたてのような匂いを周辺に撒き散らす。隣の露店は外街の商人なのだろう、様々な古着を売っており、その匂いにピクリと反応して見てきた。

「お隣さんにお裾分けだ」

　子どもが温まったパンを持って、てててと店主のそばに行き手渡す。

「いいのかい？」

「あぁ、だが、うまそうに食ってくれよ？」

　僅かに首しゅ肯こうして冗談っぽく伝える。こういうのはケチったら駄目なのである。太っ腹なところを見せると、大物なのかと勘違いをしてくれる輩が多いのだ。

「な、なんだ、これ！　白パンじゃねぇか！　混ざり物なし！　うめえ～。甘い、甘いパンだ！」

　おいしく食べる演技は必要なかったみたいだなと、夢中になって食べる店主を見て肩を竦める。周辺の人たちはしっかりとその様子を見ていた。パンの小麦からなるいい匂いと、店主が食う際に見られた白い断面。混ざり物があるパンとは違う。







[image: ]







「えっと、コッペパンひとつ三〇〇円です！　買っていってくださーい」

「おいしいですよ～」

「熱々ですよ～」

　闇市場に似合わない小綺麗な格好をした子どもたちが懸命に声を張り上げる。姿格好を見て、警戒を緩めたお客たちはその金額も聞いて、驚いて集まってきた。

「一個三〇〇円なのかい？　半分で三〇〇円とかではないよね？」

　闇市場の常連のようなおばさんが、訝しげな様子で尋ねてくるので、コクリと子どもたちは頷いてニコリと可愛らしく笑う。

「そうです。一個で三〇〇円です！」

「それじゃあ、三個頂戴！」

　千円札を出してくるおばさんに子どもたちは戸惑ってしまう。まだ複数の計算はできないのだ。

「はい、お釣り一〇〇円ね」

　防人は千円札を受け取り、お釣りを返す。子どものほうが警戒心を持たれないのだが、おっさんスマイルで返しておく。子どもの笑顔は癒やされて、警戒心を緩める。しかも、こんな闇市場で小綺麗な格好をして、臭くない子どもたちは珍しい、というかいない。金を持っていそうな相手なら騙さないだろうという謎の根拠を持ってしまうためだ。だからこそ風呂に入れて、服を洗濯したのである。

「家に持って帰る前に、一個食べちゃいましょ」

　おばさんは熱々のパンをふたつに割って、中をよく観察する。本当に混ぜ物がないか確認しているのだ。ベテラン主婦は怖いね。中身は白く甘い匂いが微かにするので、ゴクリと喉を鳴らして、おばさんはパンにかぶりついた。

「おいしいわ、これ！」

　ムグムグと咀嚼して驚いた表情になり、先ほどの店主と同じように、夢中になって食べる。それを見ていた周りの人々はゴクリとつばを飲み込む。

「私にも五個頂戴！」

「俺には三個だ」

「一〇個くれ！」

　我慢の限界を超えたのだろう。皆は争うように、パンを買っていく。あれよあれよという間に、テーブルには小銭が山となり、子どもたちは笑顔でお礼をいうマシーンと化していた。結局一時間も経たずに、コッペパンは完売した。このレベルのコッペパンは食べようとしても、パン屋では売っていない。まともに売った場合、ひとつ千円にはなるからだ。三〇〇円は少し高いが、ちょっとした贅ぜい沢たくとしてはよかったのだろう。

「あっという間に完売しましたね！　みんな、おいしく食べてくれるかなぁ？」

「当たり前だよ！　こんなにおいしいんだもん！」

「俺たちは頑張ったよな！」

　和気藹あい々あいと笑顔でハイタッチをして喜ぶ子どもたち。俺にもハイタッチをしようと、手を上げるので軽くハイタッチをしてあげる。

『純粋ですね、子どもたち。廃墟街で生きてきたのに』

『こういう駆け引きは必要ない生活だったからだな。食うや食わずの生活は悪どさを見ないですむから、ある意味純粋さを失わなかったのさ』

　雫は完売した意味がわかっている。価格が安すぎたのだ。二〇個買ったやつは転売目的だろう。だが、この価格を変えるつもりはない。信頼は金では買えないからな。とりあえずは金を稼げた。ストアを使っての金稼ぎ。四万五〇〇〇円を売り上げて、ショバ代に一万円、門番に一万円渡したから二万五〇〇〇円の利益なり。苦労せずに金を奪い取るやつらには不満を覚えるが、今はそれでいい。今はな。

　さて、この金で子どもたちに飯でも食わせてやるか。全部使ってもいい。忠誠は優しさと金で買うものだ。片づけを始めるように指示を出して、これからの行動を描く狡猾なる防人であった。

　闇市場を抜けて、防人は外街の比較的マトモな通りに移動した。あそこの食い物は出処が怪しいからできるだけ食べたくない。通りに軒を並べている店舗の中で、ガラス張りの外街にしては珍しく高級そうな店で買い物をすると、すぐに子どもたちと目的地に移動した。

　バラック作りの店であり、店の奥に豚肉を吊るしており、手前では炭火で串焼きの豚を焼いている。コンロの上には寸ずん胴どう鍋なべがコトコトと煮えており、いい匂いをしている。周囲にはガタがきているテーブルや椅子が並び、雑多な人々が飯を食っているのが見える。作業着を着込み、ワハハと騒がしく笑い声を上げるおっさんたちがビールを飲んでいる。

「ここならいいだろう。好きなだけ食べろ」

　ガタのきている椅子に座り、手をひらひらと振る。子どもたちは、歓声を上げて料理を買いに行くと予想していたが、全員顔を見合わせながらもじもじとして動く様子を見せない。迂闊だったと俺は子どもたちの様子を見て舌打ちすると立ち上がる。

「好きなものを指差せ。今日の給金だ」

　今度こそ、わーいと歓声を上げて子どもたちは店先に駆けてゆく。

『子どもたちはお金も持ったことがないですし、文字も読めないですものね』

『まぁ、しばらくは教育するか。大人の誰かに頼めばいいだろう』

　雫の言葉に肩を竦める。子どもたちが教育を受けたことがないと、ついつい忘れてしまう。自分の子どもの頃は義務教育が当たり前だったからだ。すなわち、おっさんレベルの大人たちは普通に文字も計算もできる。子どもたちが同じではないと、忘れたのだ。子どもたちは傷つくようなヤワな心ではないだろうが、それでも……。

「俺、これ！」

「私この肉串！」

「んと。ん～と。あたしこれ！」

「へいへい。お腹いっぱいになるまで頼めよ？」

　のらりと歩き、店主へと料理の注文をしていく。安い定食屋だがいいよね？　おっさんは搾取しないよ？　立場に相応しい報酬は受け取るけどな。テーブルには皿が大量に置かれた。スープから串肉や焼き野菜などなど、所狭しと並べられている。

　子どもたちは競いあうように、皿を手に取り夢中になって食べていた。

「これなぁに？」

「すいとんだな」

　子どものひとりがスープを指差すので、教えてあげる。菜っ葉に小麦粉の練り固まった物が浮いている。塩味だがかなりの薄味だ。

「おいしい！　すいとんうめー」

「お肉もおいしいよ！」

「おかわりいいですか？」

　ひとり、一五〇〇円程度。まぁ、その程度だ。むしゃむしゃと懸命に食べる子どもたちを優しく見つめてから、防人は欠伸をするふりをして周りを見渡す。

『何人か様子が変ですよ』

『だなぁ。少し注意をしておくか』

　目立つとはそのような輩も集めるものだ。火へと飛び込む蛾のように。

　ハードボイルドな思考を俺はしているよねと思いながら、クククと内心で笑い、雫は暇そうに欠伸をしていた。道路の端で俺たちを闇市場から尾行してきている男たちがいる。なにやら会話をしているようだ。友人になりたいというわけではなさそうだ。

「あの、俺たちを部下にしてくれてありがとうございます！　俺たち、こんなにしてもらって……なにも返せないのに」

「ありがとうございます」

「ありあと～」

「おかわりいいですか？」

　リーダーの男の子が食べる手を止めて、真剣な表情でペコリと頭を下げてくる。他の子どもたちも頭を下げてくる。ひとりだけ空のお椀を寂しそうに見ているので、おかわりを頼んでこいと代金ぴったりの小銭を手渡す。

「ありがとうございます！」

　すててと店主の下へと走っていき、お椀にすいとんをよそってくれるのを輝くような目で見ている。他の子どもたちもそわそわするので、もう一度買いに行くとするか。

「お前らは労働力で返しているからな。気にするな。正当な対価だ。金を渡せればいいが、すぐにスられるか強盗に遭うだろうからな。しばらくは現物支給で我慢してくれ」

　金は俺が管理します。悪いが子どもたちが身を守れるようになるか、治安がよくなるか、だ。

　とりあえずは、嫌な視線を向けてくるやつらのお相手をしますかね。




　萎しなびたキャベツに、細いゴボウのような人参。大根もタクワンのようだが、一応野菜類である。あとは塩を袋で買っておしまいだ。売上は全て消えました。散財しました。まぁ、仕方ない。

「結構たくさん買えたな」

　品質は最低だけどと門を通って、防人たちは帰宅の途についた。子どもたちは嬉しそうにキャッキャッとお喋りをしながら歩いている。なぜか俺の裾を摑む幼女もいた。エヘヘと小さく笑ってくるので、よしよしと頭を撫でてやると、ますます笑顔になるので癒やされる。

『雫リベンジャー』

　空を浮く雫がプンスコと頬を膨らませて、頭突きをしてくるのがウザい。

『復讐って、使う英語間違ってるぞ？』

『うにゅにゅ。私の三大奥義のひとつなんです！　雫リベンジャー！　もぉ～元ネタをわかってくれないから面白くないです！』

　幽体での頭突きなので痛くはないが、歩くのに邪魔だよ、もぉ～。

　フヨフヨと浮きながら、この技はアステカのほうでしょうかと、小首を傾げてじゃれてくる雫に苦笑しながら廃墟を歩いていく。外街に近いので、魔物はあまり現れない。俺の家までは結構あるので、歩くのも大変だ。静寂の中で時折犬の遠吠えが聞こえて、人気がない道を歩く。

「あ～、子どもたち。ちょっと俺のところに集まれ」

　そして、フゥとため息を吐くと、立ち止まり子どもたちに声をかける。なんだろうと野菜を背負った子どもたちが周囲に集まる。魔物はいないが、他の輩が現れるんだよな。

　空中にビシッと音を立てて、矢が刺さるように止まるのを半眼で見て思う。

「わわ、なになに？」

「矢だ！」

「強盗だ！」

「ここを動くなよ？　おっさんとの約束だ」

　ビシビシと飛んできた矢が空中で止まり、力なく落ちてゆく。

「『影障壁』だ。悪いが矢代がもったいないだけだな」

　防人の影は不自然に周囲を覆うように伸びていた。矢の影がその影に触れると、矢自体が止まり落ちてゆく。『影障壁』、『影縛り』の改良版だ。影が触れると敵を止める。そこまで束縛力はないが、矢は一瞬でも停止すれば力を失い落ちてゆく。銃弾を止めることは不可能だが、矢程度なら問題ない。

「くそったれ、スキル持ちかよ！」

　バタバタと廃ビルの中から薄汚れた格好の男たちが罵りながら出てきた。その数一〇名。それぞれ錆びたナイフや鉄パイプ、釘バットを手にしている。それにボウガン持ちが数人。錆びたナイフは危険だから磨いておいたほうがいいぜ。

「ずっと俺たちをつけて来たな。お疲れさん」

　首を竦めて、ジト目で告げて、包囲してくる男たちを見やる。子どもたちは恐怖で震えているが、大丈夫だから。

「景気がよさそうだな？　廃墟街の連中なのに。どこでそんないいもんを手に入れた？」

　ひときわ体格のいい男が前に出て、聞いてくる。なるほど、俺が手つかずのブティックでも見つけたと考えたのか。ん～、まだストアの存在は広まっていないのね。それに俺の影魔法を見て、恐れる様子はない、と。

『アステカ雫リベンジャー』

『あの、雫さんや、邪魔だからそろそろやめてくれない？』

　しつこく雫が頭突きをしてくるので、こっちのほうが相手にするのに大変だ。敵と話ができないでしょ？

　気を取り直して、相手を冷え冷えとした視線で睨む。

「いきなり攻撃してくるやつらに教えるとでも？」

「へっ、生き残った子どもたちに聞けばいいだろ。おい、お前ら、やっちまえ！」

　ヘイッと強盗たちはこちらへと向かってくるが、こいつら俺の魔法が目に入らなかったの？

『おそらくは矢を防ぐ程度のスキルだと思われているんですよ』

　ようやく頭突きをやめた雫が教えてくれるので、納得する。魔法の中で矢を防ぐのってあんまりないもんな。

「それじゃあ、矢を防ぐ程度の魔法を見せてやりますか」

　スイッと人差し指を向かってくる強盗へと向けると横に振る。

『火波ファイアウェーブ』

　数センチ程度の厚さの炎が人差し指から、紐状に放たれて、敵を薙なぎ払うように向かっていく。無論、敵を灰にする熱さではない。だが、ほんの数センチ程度の炎でも、魔法の炎は厄介なのだ。

「アヂイッ」

「消してくれっ」

「グァァ」

　強盗たちはまともに受けて、その皮膚や服が燃えていく。汚れて脂ぎっているのか、すぐに炎は広がり、地面に転げまわる。後ろから迫る強盗にも同じように炎を食らわせて燃やしておく。ダメージはあまりないだろう。敵の足止めが目的だ。生物は少しでも炎が身体についたら恐怖する。その本能を抑えることはチンケな強盗如きじゃ無理だ。次の攻撃で殺されるとわかっているはずでも。

「だらしねえやつらだ！」

　ボスの男は大柄な身体を怒りで震わせて、こちらへと駆けてくる。炎を見ても怯まない、ね。

『火矢ファイアアロー』

　炎の矢を生み出して撃ち込む。燃え盛る炎が火の粉を散らし、ボスへと迫るが、凶暴な笑みで拳を突き出してきた。

『鉄化アイアンスキン』

　ボクサー崩れなのか、踏み込みは早く、繰り出された右拳からのストレートは綺麗なパンチであった。火矢はそのストレートに弾かれて、霧散してしまう。

「ほう？」

　ボスの右腕を見ると、その拳は鈍い鉄色の光沢を見せている。普通の肌ではない。スキルによるものだと、防人は僅かに目を細める。

「見たか！　俺様の『鉄化』は鉄の硬度を肌に持たせる！　てめえのチンケな炎の矢なんて効かねえんだよ！」

「なるほどな。外街で多少は縄張りを持っているんじゃないか？　その力なら」

　俺の言葉に恐れを感じたと男は思ったのだろう。口元を醜く曲げて見下すような視線を向けてきた。

「そのとおりだ！　廃墟街なんて来たくなかったんだけどな。まぁ、金儲けができるなら仕方ねぇ」

「そうか、それは残念だ」

　本当に残念だ。この男はスキルを頑張って上げたのだろう。明らかにレベルが１に達している。

「はっ。今更命乞いをしても無駄だぜ？」

　せせら笑う男へと勘違いを正してあげよう。

「残念だというのは、お前に努力が見えたからだ。外街でおとなしくチンピラをしていればよかったのにな」

　強く人差し指に魔力を集中させて、哀れみの目で相手を見る。

「なにを言ってやがる？」

「なに、廃墟街は外街とは違うんだ。大怪我をしたら死ぬことは決定しているのさ」

『凝集火矢マスファイアアロー』

　火矢が人差し指の先に生まれる。先ほどと違いマナをたっぷりと消費した火矢だ。魔力のステータスが三倍になったことで、可能となった魔法。炎の奥にマグマのように輝く光が覗いており、熱気で周囲の空気が揺らめいている。自身の魔法では傷つくことはないからわからないが、かなりの高熱なのだろう。

　クイッと人差し指を曲げると、凝集火矢は先ほどとは比べ物にならない速度でボスへと向かっていく。

「な？　『アイアンストレート』」

　武技を使用して、自らのストレートに魔力による攻撃補正をのせてボスは火矢へと拳を繰り出す。拳と火矢がぶつかり合い、バシンと音が響いた。そして……。

「ぎゃぁー！　俺の腕が！」

　ボスの右腕は吹き飛んでいた。肘から溶けるように吹き飛んでおり、炎がその身体に燃え移って、苦悶の声を上げて地面をのたうち回る。

「お前のスキルはレベル１程度。薄い鉄板程度は貫けることが検証できたな」

「ま、まっでぐれ！　降参、こうざんだっ」

　歩みを進める俺へと泣き叫び命乞いをしてくるが、

「残念だと言ったろう？　ここは廃墟街なんだぜ？」

　この戦いのあとに残るのは死だけだ。人を殺そうとするなら、殺される覚悟もしておくべきだったな。外街ならば助かったかもなと冷酷な視線を向けて、防人は後片づけをするのであった。







　おっさんこと防人は自宅であぐらをかいて目を閉じていた。座禅とかでは、正当な座り方があるらしいが、座禅体験とかしたことがないのでよくわからない。まぁ、適当でいいだろう。宗教はカルト化しているところが多いから苦手なんだよな。俺はリビングルームであぐらをかいていたが、寛いでいるわけではない。額に汗を流して、体内の魔力を身体中に巡らせていた。マナは消耗することでは増えないが、その操作性は向上する。日課となっているトレーニングだ。水の流れよりも速く、鉱物のように固く、瞬間的に魔法を発動させるように毎日鍛えていた。

　一時間程度トレーニングをして、ゆっくりと目を開けるとシャドーをする雫の姿があった。幽体であるがトレーニングは欠かさず、真面目な美少女である。拳を繰り出し、しなやかに蹴りを放つ姿は美しかった。いつもは可愛らしいが、そのような姿は芸術を見ているようで、無駄のないキレのある動きだ。

　雫もトレーニングを終えたようで、ふぃーと息を吐き残ざん心しんを解く。歳に似合わぬ落ち着きと凄みがそこにはあった。いつもはアホな姿しか見せないので尚更である。

『ジロジロと見られると照れるんですが？　床に寝てスピンも見せましょうか？』

　ニヒヒと笑みを浮かべて悪戯っぽく言うので、俺も思わず笑ってしまう。

「また、地獄ゴマとかよくわからん叫びとともに回転するんだろ？　いいよ、それよりも、だ。感覚的にそろそろだと思うんだ」

　トレーニングをして、最近感じたことがある。雫もそうなのかと尋ねると、同意と頷く。

『そうですね。身体にマナが満ちてきているのを感じます。そろそろスキルレベルが上がる頃だと思います』

「やっぱりそう思うか。この身体が火照っているような、ムズムズするような感じはそうだよな。と、なるとレベル３かぁ。どれぐらいパワーアップするのかね？」

　雫は俺の疑問にふぅむと顎に手を当てて、あっさりと教えてくれる。

『１から２へもだいぶ変化があったはずです。ですが、３は一人前の証拠。たしか、特有の魔法が使えたかと。たんに影を操ったり炎を生み出すだけではなくなるはずです』

「その情報をどうやって知ったか、教えてくれない？」

　手に入れたこともないスキルの内容について、詳しく教えてくれるパートナーに、苦笑をしてみせると、そっと人差し指を口に押し当ててクスリと笑ってきた。

『それは禁則事項です』

「ふーん」

『雫クロスサンダーチョップ！』

　なんだか、雫が怒ってチョップを繰り出してきたが、何なんだろうなぁ。時折よくわからん娘だ。




　さて、外街にはあれから数回行って順調に稼ぎながら、早々と二週間が経過した。空は曇り模様で少し早めの梅雨入りになりそうだ。そして別の問題が発生していた。ペントハウスを出て、バリケードが張られている階下に苦労して下りると、以前は人気がなくガランとしていた一階には人の気配が大勢ある。ひょいと顔を覗かす。ここ一週間で増えてきた困りごとだ。いや、困ってはいないんだが……いやいや困った状況かなぁ。

　防人にしては珍しく即断即決とはならずに困り顔で覗くと、玄関フロアには大勢の人々がいた。

　子どもたちが多いが、老若男女様々な人間がいる。若い男でもひ弱そうな男。未亡人だろうか、赤ん坊をあやしている女性。欠損がある老人たちなど、ぶっちゃけて言えば社会の弱者たちだ。前回訪れたときに買ったコンロ。その上に寸胴が置かれてコトコトと何かが煮込まれている。何かというか、すいとんか肉の少ない豚汁だろう。

「さきもりしゃん！」

　いち早く俺の存在に気づいた部下の幼女が笑みを浮かべて飛びついてくるので、高い高いとあやしてやる。キャッキャッと幼女は喜びはしゃぐ。ずいぶん懐かれたもんだと下ろしてやると、みんなが気づいて挨拶をしてくる。

「ボスおはようございます」

「防人さん、こんにちは」

「今日は豚汁ですよ」

　笑顔で挨拶をしてくるのを鷹おう揚ように手を振りながら首を傾げてしまう。ざっと見るに五〇人はいるよな？　なんでこんなに集まってるの？

『子どもたちを保護して、お金を稼いでいることが噂になったからですよ、防人さん』

　雫がフヨフヨ浮きながら、呆れた声音で言ってくる。うん、わかってたよ。

『現実逃避をしたかったが、そうだろうな。だが、俺のような輩に保護を求める人間がいるとはなぁ』

　言ってはなんだけど、黒ずくめのおっさんだよ？　俺は怪しいことこのうえないおっさんなんだけど。

『強い。ただその一点のみの男が勢力を拡大し始めました。意外なことにか弱い子どもたちを手厚く保護しています。隗かいより始めよということですね。記者志望の男の子を木馬で手厚く迎えると、新人類が来ちゃうということです』

『カイさんは記者志望じゃねぇよ。春秋時代の人間だな』

『そろそろ伝道しないといけないと私は思います』

　いまいち話は合わないが、内容はわかる。つまりは子どもたちを優しく保護していると思われたわけだ。

「あ、これ、昨日の儲けです！」

　リーダーの男の子が麻袋を持ってやってくる。ほいっと受け取り中身を見て唸ってしまう。麻袋の中には五〇〇個近いモンスターコアが入っていたのだ。たぶん全部Ｆランクだ。

「これだけの大鼠がいたのか？」

「はい。ミケちゃんたちが倒してくれたので楽々でした。五箇所で狩りをしたんですが、どこも最後のほうはほとんど集まらなかったです」

「何回目だ？」

「えっと昼からやってたので、六回目くらいですかね？　一〇〇個を超えたぐらいから、数匹しか集まらずに、魔物香は無駄になっちゃいました」

　しょんぼりとして報告をしてくるが、防人は素早く考える。木の棒は魔物香と名づけたらしいが、一回で二〇匹は倒せる。一〇〇は普通にいたわけだ。大鼠のダンジョンは無数にあるからよくわからんが早くも枯れてきたのだろうか？　と、すると継続的に狩りをする場所は独占しないといけないな。こんなに早く枯れるとは思わなかったぞ。

　作り直した影猫は全部で六体。マナを１５０全て費やして作った優れものだ。大型犬並みの体格と、ヒョウ並みの攻撃力を持ち、大鼠ぐらいならもはや楽勝である。ゴブリンにも勝てそうだ。

「レアは出なかったか？」

「はい。レアはいなかったです」

　わかってはいたが、一応確認しておく。が、やはり首を横に振って否定してきた。

　ううむ、出現条件がわからん。何百匹も倒せば出てくるかと、数回同じことをしたが現れなかった。やはりレアは本当にレアなんだなぁ。出現条件がわかれば倒しまくるんだが。

「充分だ、よくやった。数も数えられるようになったんだな」

　気を取り直して、リーダーの男の子の頭を撫でて褒めてやる。エヘヘと鼻を擦って得意げだ。この歳は物覚えがいい。

　外街にはコッペパン二〇〇個ごとに売りに行っている。すぐに完売御礼だ。元手が必要ないから、儲かる。門兵も闇市場を仕切っているチンピラもこちらがいい金蔓だと、大変親切にしてくれる。なにしろ並ぶことがない。チンピラは、俺たちを襲ったやつらの末路を知っているのだろう。揉み手をして異様なほどに腰が低い。

　今のところ、同業他社は近場にはいない。目端の利くものならやってもおかしくないのに信玄が始めようとする素振りもない。なぜかはわからないが。俺に気を使っているのかと思えば違うと思う。外街に住む住人は膨大な数だ。信玄が参入してきても売上は変わらないはず。不思議ではあるが、なので、順調に儲けは増えていき、右から左へと流れていく。俺の手元にはほとんど残らない。なぜならば、食べ物を買いまくり、簡単な調理器具や、タオルケットなどを買い込んでいるためだ。初期費用はいつだって必要なのだ。たとえ零細企業でも。

　その過程でなぜか人が増えた。解せぬ。

「はい、防人様。できたてですよ」

　赤ん坊を背負った女性がニコニコと笑顔で豚汁を手渡してくるので、どーもどーもと受け取る。味噌の味は薄いが、一応食える。気を利かせたのか豚肉が多めに入っているようだけど。

「いただきまーす！」

　誰が始めたかはわからないが、昔の学校給食時みたいなかけ声とともに、どこからか持ってきた組み立て式の長机に豚汁をのせて、パイプ椅子に座って、みんなは仲良く食べ始める。俺はその様子を漫然と見ながら考える。これどうすっかなぁと。

「あの、防人様、ありがとうございます」

「ん？」

　考えつつ、豚汁をすすっていると、赤ん坊を抱えた女性が頭を下げてくる。

「魔物により夫が死んでしまい、これからどうしようかと考えていたんです。赤ん坊ともども死ぬしか道がないかと思いましたが、命を繋げることができました」

　だぁだぁと、赤ん坊が手を伸ばしてくるので軽く握ってあげると、嬉しそうにキャッキャッと笑う。はぁ～。これ、見捨てにくいよ。

『と言いながら、これを利用してどう稼げるか考えていますね？　切羽詰まった弱者は上手く使えば真面目に仕事をしてくれますし』

『心を読まないでくれます、雫さんや？』

　要は物事使いようってわけだ。この人たちが役に立たないと切り捨てるのは簡単だ。だが、切り捨てないことから、俺の願った世界はあるのだ。理想郷を目指しているわけじゃないけどな。

「それじゃあ、ここにいる人には仕事を考えますよ。大鼠を狩る部隊、スライムを倒す部隊、このビルを掃除する部隊、炊事洗濯や魔物香を作る部隊とね」

　この人数なら楽勝で養える。今はまだ。ストアのラインナップを増やすべきだろうか？　外街でなにを求められているかを調べないとな。金になるものがいい。でも、今は大鼠狩り隊で金を稼ぐかねと、みんなを集めて説明を始める。とりあえず、ここを拠点にするから、住めるように整えるところから始めよう。

「あめ、ふってきたー」

　俺のそばにぴっとりとくっついている幼女が外を指差す。気づけば、曇天からぽつりぽつりと雨粒が落ちてきている。梅雨入りかぁと、嫌な顔になってしまう。湿気やすいから、色々と困るんだよなと思いながら外を見ると、誰かがこちらにやってくるのが見えた。

　ヨロヨロと雨に濡れながら歩いてくるのは大柄な体格の男。たしか名前は大木君だった。俺に気づいたのか、血相を変えて走ってきて土下座を披露してきた。

「兄貴っ！　信玄の旦那を助けてくだせぇ！　俺のせいで……俺のせいでコミュニティが消えちまう！」

　泣きながらお願いをしてくる大木君に周りの面々は顔を見合わせて戸惑い、俺はというと、土下座ってある意味相手に対する脅迫だよなぁとジト目になっていた。が、信玄のコミュニティが崩壊するのはとても困る。あそこは廃墟街でもマシなコミュニティなのだから。

　仕方ねぇなぁと大木君の話を聞く防人であった。

　大木君の話を聞いて、防人はすぐに走り出した。雨が本格的に降りしきるなかで、水たまりをパシャパシャ音を立てながら踏んでいく。

「すまねえ、兄貴。俺を拾ってくれたボスにいいところを見せたくて……」

　泣きながら防人の後ろをついてくるが、話はわかった。理解した。

　要はこいつはやってはいけないことをしたのだ。

　すなわち、過去に防人がやらかしたこと。ダンジョン周りの森林を燃やそうとしたのだ。ゴブリンを大量に焼き殺せば、Ｆランクのコアが大量に手に入ると考えたのだ。スライムが燃えるとどうなるか知らずに。そして今は昔と違い魔物は各地に溢れかえっている。大木君のやったことにより、魔物らは集まりスタンピードとなったわけだ。

　ストアを作った俺のせいではない。この事態は考慮していないが、ストアが現れたことによる不幸も発生はしているだろうが、気にしないことにしている。ぶっちゃけて言えば、世界の救済のためであり、個人の幸不幸をいちいち考えても仕方ない。俺の身内以外はな。これは大木君の自業自得である。が、なんとか逃げ切れたらしい。不幸中の幸いだ。なぜならば、危険を信玄に伝えることができたからである。

　集まった魔物たちはその凶暴性を発揮して、周囲へと集団で移動しているはず。ゴブリンたちならば、頭がいい。これ幸いと近場のコミュニティを餌場にするべく、集団を誘導しているやつがきっといるはず。おそらくはＣかＤランク。Ｃなら最悪だ。信玄のコミュニティでは耐えきれまい。過去にそうやって廃墟街のコミュニティが潰れてきたのを何回も見ているから確信できるのだ。ストアを設置して、これから廃墟街は変わる予定なのに、どちらかといえば人のいい信玄の支配するコミュニティが潰れるのは困るのだ。俺のためにも潰れたら困る。取引先の市場がなくなると困るのだ。

　正義のヒーローのように、無私で人を助けられたらいいが、ひたすらに自分のためであると防人は苦笑する。危険が許容を超えたら逃げようと考えているので。現実のヒーローはリスクマネジメントができないといけない。格好悪いとは思うが、おっさんはそう考えている。大を救い小を見捨てるという単純な話でもない。信頼が落ちるか、自分の命が危険にならないか、助ける必要があるか、様々な計算をして戦わなければならない。世知辛いぜ。

「大木君。先に行くから」

　軽い口調で隣を走る大木君へと告げると足を早める。筋力のステータスは２０。たぶん筋力７か８程度の大木君と比較して大きく数値は離れているだろう。影法師を使い黒ずくめとなり、どんどんその差を広げていき、こちらの顔が見えなくなったと確信すると、ぽつりと呟く。

『チェンジ』

　その呟きに僅かに背丈が変わり、影法師が補正をかけて、姿形を誤魔化す。

「まずは信玄のコミュニティに向かいます」

　入れ替わった雫は前傾姿勢となると、グンと加速する。水たまりがシャシャッと波を立て、雨粒を蹴散らし、人間を超えた速さで雫は走り始めた。

　まさしく疾走と呼んでいい速さだ。息を切らせてなんとか追いつこうとしていた大木君は、あっという間に小さくなっていく姿を見て呆然とした。

「なんて速さだよ……人間が出せる速度じゃあねぇ。さすがは兄貴だ……」

　そんな呟きが雨の中に消える中で、獣のように駆けて、たたっと地面に僅かに水の波紋を残していく。最短ルートを通るために、廃墟街の家屋の窓に飛び込むと一回転して家の中を走り抜け、裏口から出ると、廃墟ビルの壁を蹴り、通りを塞ぐ壁を越えて、放置された車の上を勢いを止めずに踏みつけて、翔ぶが如くに目的地へと向かうのであった。そうして雫は原付バイクでもアクセルを全開にしないと負けるだろう速さを見せて信玄のコミュニティに到着する。

　チェンジして、おっさんの姿に戻ると壁を見上げるがいつもはいるはずの見張りがいないことに舌打ちする。雨足が強くなり、目の前の視界が取れにくくなる中で、近くで銃声が響いてきた。連続してターンターンと猟銃の音が聞こえてくる。

「かなりまずい状態のようだな」

　猟銃を使うとは、切り札を使わないと危険だということだ。扉は閉まっており開ける人間はいない。が、問題はない。瞬間的に雫と入れ替わり、トントンと軽やかにでこぼこだらけのバラックの壁の窪みを蹴って、壁を登り通り抜ける。ふわりと猫のように地面に下り立つとおっさんへと戻り走り出す。コミュニティ内は雨足が強いこともあり、ガランとしている。今の状況が理解できているのだろう。建ち並ぶビル内で懸命に椅子やタンスをバリケードとして運んでいる人々の姿が目に入ってきた。

「ここの壁が破れれば無駄な行動となるんだがな……っとと。いたな」

　皆で立ち向かおうと、アニメやらの主人公なら演説をぶちまけて、大勢の人が「戦うぜ！」と武器を持って参加するだろう。だが、現実ならどうだ？　きっと戦いに参加しても死の恐怖で足を引っ張るに決まっている。臆病者は流れ弾に当たり、覚悟のない兵士は覚悟のある兵士に助けられて足を引っ張る。戦闘訓練をしていなくとも、戦う覚悟がないやつはバリケードを築くといい。それもひとつの選択だ。人間は全員が強くはないと防人は知っている。なので、軽蔑することはない。そんな選択肢しか取れない者たちもいるのだからと、駆けてゆくと反対側のバリケードが見えてきた。バリケードの上には三〇人ばかりの人々が立っており、弓を引き、ボウガンを放ち、猟銃を撃っている。

　猟銃持ちは三名。ひたすら雨の中で撃っている。やはり銃を隠し持っていたか。しかし予想より少ない。たった三丁か。見ると、少し離れた廃ビル内に二〇人を超える人間が横たわっており、包帯を巻かれて治療を受けていた。早くも怪我人が出ている様子。壁ではアーチャーからの矢を受けており、またひとり肩に当たって倒れるのが目に入る。

　防人はバリケードの壁に繋がる階段を駆け上がると瞬時に魔法を使う。

『影障壁シャドウウォール』

　己の許す限りの範囲を影で覆い、矢よけとする。自分たちの数倍の矢による攻撃を受けていた男たちは空中で止まった敵の矢に驚き、何が起こったのか、見渡して俺に気づく。

「よう、防人。来てくれるとは思わなかったぜ」

　武者姿の爺が俺に気づきニヤリと笑う。

「あぁ、ここを抜かれると俺の会社も危ないんでな」

「そうか。聞いたぜ、会社を設立したってな。それなら、無報酬でいいか？」

「ぬかせ」

　軽口を叩き合い、信玄と笑い合うと外へと顔を向けて眉をひそめる。バリケードの向こうには、道路を埋め尽くさんばかりに大勢のゴブリンや大鼠がいた。バリケードを壊そうとガンガンと壁を叩き、大鼠は齧って穴を空けようとしている。ざっと見るに、ゴブリン一五〇〇、大鼠たくさん、だ。ちょっと数え切れない。

「Ｆランクコアは半分。それ以上は全て俺の物でどうだ？」

「へっ。それだとお前がとりすぎじゃねえか？」

「俺がＥランク以上は倒すんだから当たり前だろ。それと猟銃を貸せ。銃弾も五〇発はほしい」

　敵の様子を見て、報酬の交渉を始める俺に信玄はブフッと吹き出しニヤリと笑う。

「勝つ気でいるのが恐ろしいな。わかった、勝かつ頼より！　客将に猟銃を。弾丸もありったけだ！」

「わかった、親父殿」

　隣でアーチェリー用の弓を引いていた二〇代の男へと怒鳴ると、そいつは疑問を口にするでもなく、すぐそばで猟銃を撃っている男から受け取り、箱に入った弾丸とともに渡してくる。

「なんだ、信玄は息子がいたのか」

「あぁ、俺が死ぬ前に天てん王のう山ざんの戦いになっちまったがな。少しは隣人に興味を持て！」

　全然知らなかったと俺は勝頼を見る。知らなかったというか、知る気がなかったのだが。明日には死ぬかもしれない廃墟街で、いちいち名前を覚えるのは億劫であったので。

　受け取った猟銃を肩にかけて、弾丸の箱を手に取る。

「いいのか？」

「……あぁ。あんたの力は知っている。きっと俺たちよりも上手く活用できると信じている」

　寡黙そうな男は強こわ面もてを緩めて答えてくるので、肩を竦めて返す。

「期待に応えなきゃな。『影法師』」

　弾丸を巻き込んで再度影法師を使うと、影で作られた弾丸ベルトに、弾丸は全て納まる。ひょいと肩にかければ準備完了だ。

「器用なもんだ。で、俺はなにをすればいい？　わりいが俺の『騎馬隊』のスキルはもう使い切っちまった。マナがねぇ」

　信玄は脂汗をかいて、苦々しく言う。信玄はスキルレベル１の『騎馬隊』を持つ。その能力は軍馬を創造することだ。残念ながら創造した馬は一日しか存在できないが、今のところ五頭創造できて、信玄はコストのかからないそのスキルを大いに活用していた。

「無駄に突撃させたな？」

「籠城戦では騎馬隊は役に立たないからな。お前が来てくれるとは思わなかったんだ」

　気まずそうに答えてくる信玄に、まぁ、仕方ないかと敵を眼下に見る。急がないとバリケードが破られる。矢の中に紛れて、火球も飛んできた。慌てて味方が伏せる中で、冷静に人差し指を向けて魔法を放つ。

『水矢ウォーターアロー』

　火球は防人の放った水矢の迎撃を受けて、火の粉となってかき消えた。それを見た周りの人々は安堵しながら、再び戦い始める。

「ゴブリンシャーマンもいるのか」

「あぁ、見つけ次第、撃ち殺しているんだが、やつめ、ゴブリンを盾にして射線になかなか入らねぇ」

　魔法を使うゴブリンシャーマンは強敵だ。ゴブリンナイトも後ろにいる。そしてその後ろにはゴブリンを統率していると思わしきデカブツも。

『銃があって本当によかったぜ……。でなきゃ逃げてたところだ。敵は一個師団を超えているよな』

『そうですね。ですが、私たちならばやれるでしょう』

　爛らん々らんと目を輝かせて、雫がその目に凶暴なる光を宿らせている。その姿からは、いつものアホな様子は欠片もない。素早く高速で思念をやり取りして、ふたりで作戦を決めてニヤリと笑う。

「信玄。お前らは残敵を掃討してくれ」

　俺の言葉に、信玄は聞き間違えたかと戸惑いの表情を浮かべるので、もう一度伝える。

「信玄。お前らは残敵を掃討してくれ」

「はぁ？　残敵って、まだ戦いの最中だぞ？　俺らは勝利できるかもわからないんだぞ？」

　戸惑いながら驚き叫ぶ信玄へと、僅かに目を細めて伝えてやる。

「雨でよかった、ということだ」

「雨でよかった？」

　雨足が強くなり、みんなはビショビショで、顔を拭わないと前も見えなくなるなかで、防人はコートを翻す。

「そうだ。あぁ、大鼠は邪魔だから、バリケード外のビルの中にスライムに漬けた木の棒を燃やして投げ入れろ。火事にならないようにコンクリート剝き出しのところを選ぶんだな。やつらはそこに集まる」

「それは了解した。だが、ゴブリンたちは？」

「すぐにわかる。雨の中の水の魔法使いってのはな」

　人差し指をツイッとタクトのように振りながら魔力を集中させていく。

「とっても厄介なんだぜ」

　そう言って、防人はゴブリンの軍団へと凶暴なる笑みを向けるのであった。







　スタンピード。牛が暴走することである。元ネタはそんな感じだった。今回は人的災害ではあるが、スタンピードと言っていいだろう。防人はバリケードの壁の上にて、眼下を埋め尽くさんとするゴブリンたちを睥へい睨げいしながら、魔力を練っていた。薄く細く糸を紡ぐように意識して練っていく。この雨は幸運だったと思いながら、手を翳して糸のように細い魔力を解き放つ。雨は水魔法使いの強い味方だ。
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『水糸ウォーターストリングス』

　信玄たちが、こちらを凝視しているのを感じるが、集中力を高めている防人は気にすることはない。釣りに使うテグスのような、細く透明に近い水の糸が静かに放たれた。ふわりと雨の中に潜り込み、糸はすぐに見えなくなる。

　防人は目を細めて、ステータスを表示させて確認する。魔力が上がったせいか、マナの消耗度を見ると三秒に１だけ減っていく。以前は一秒につき１減っていたので、だいぶ魔法の維持消耗度が改善されている。スキルレベル２。どんなに頑張っても操作できるのは、バレーボール大の量である。

『影糸シャドーストリングス』

　だが、ふたつの魔法を同時に使えば、バレーボールはふたつとなる。そして、それぞれの効果は別々に扱えるし、合わせて使うことも可能だ。

『影瞳シャドーアイ』

　影の能力。他の魔法の中でもずば抜けた効果がある。それ、すなわち影の瞳。使い魔の形をしていなくとも、影は周りを視認でき、防人は全周囲を確認できる。膨大な情報量により、脳に過負荷がかかるが問題ない。死ななければ再生するのがおっさんの残機スキルだ。そして、この雨足の強い中で、視認できる唯一の方法でもある。さらに、糸と化した影糸も水糸も長大な距離を移動できる。

　全周囲からどころか、糸の行く先全ての情報量を防人は受け取る。脳が焼けるような痛みを感じさせてくる中で、見たいものを見て、欲しいものを手に入れた。

「見えた」

　防人は敵の姿を正確に視認し、口元を楽しげに歪める。

『キュピーン。私にも見えるぞ、タタァ』

　フンスフンスと雫が嬉しげに、わけのわからない合いの手を入れるなかで、指をパチリと鳴らす。雫さん、邪魔しないで。

『氷穿刺アイスニードル』

　ゴブリンの目の前まで近づけた糸の先端を氷の針と変えて、一気にその両目に突き刺した。一瞬で同時に三〇体のゴブリンに対して。細長い針を勢いよく。

「ごぎゃあ」

「アダァ」

「ブフ」

　血を流す両目を押さえて、悲鳴を上げながらゴブリンたちはあまりの苦痛に顔を搔きむしる。脳までは貫けない。そこまでの威力はないのだ。だが、充分だ。この威力で。

　腕を振るい、次のゴブリンへと向かわせる。雨足が強く、目の前まで迫る蛇のごとき糸に気づかずにゴブリンたちは目を貫かれていく。次から次と、影糸からの情報により正確な位置を視認している防人は戸惑うことなく、敵の目を貫いていく。豪雨の中を這いよっていく無数の糸が周囲へと広がり、魔物の群れを飲み込むように近づいていく。水の糸も、黒の糸もこの雨の中で敵はまったく気づけない。

　雨でさえなければ敵は迫る糸に気づいて、躱そうともしたのだろうが……豪雨が恐怖の糸の存在を気づかせなかった。

　本来は視認できない魔法はコントロールできない。だが、影糸を合わせればその距離に限界はない。同時に魔法を扱い、コンピュータで処理するような情報量を扱って、防人は一五〇〇匹のゴブリンたちの両目を正確に短時間で貫いていった。ホブゴブリン以上の魔物は放置した。おそらくは棘レベルの魔法は弾かれるだろうから。だが、それでいい。ホブゴブリンは一〇〇匹程度。シャーマン、ナイトは一〇匹程度。そして、それを率いるボスはたった一匹だ。銃があるのだ。あとはゆっくり片づければいい。それどころか、想定以上の効果を発揮した。目を潰されたゴブリンたちは棍棒をめちゃくちゃに振り回し、隣のゴブリンを打ち倒す。ホブゴブリンにもその棍棒は当たり、激昂したホブゴブリンが丸太のような腕でゴブリンを叩き潰す。その攻撃を受けて、ゴブリンたちはそばに敵がいると誤認して、襲いかかる。壮絶な同士討ちがあっという間に発生した。

　フィッと手を振り、魔法の維持をやめて、息を吐く。

「む？　鼻血が出たな」

　たらりと鼻から血が流れてゆく。ササッと拭いておく。エロいことを考えたわけじゃないよと、若干恥ずかしがるおっさんである。おっさんは鼻血は恥ずかしいものという昔の記憶があるのである。いまいち決まらない防人であった。

　約三分。たったそれだけでスタンピードはその名のとおりに発生した。お互いを殺し合うという魔物たちの狂乱だ。あっさりと防人は魔物の軍団を崩壊させたのだ。マナ残量は１８。まだ少し余裕があったかと、安堵して力を抜く。

　ガァァと魔物たちの叫び声が断末魔に変わり、どんどん死体となっていく。その中で魔力が渦巻き、それらを吸収することにより、防人は自分の力が上がったことを感じ取った。火照っていた身体がスッと冷えて、身体が一段軽くなったことを感じ取る。レベルアップ寸前であったのだが、この戦闘でちょうど上がったのだろう。九年ぶりのレベルアップだ。レベルが上がるごとに、経験値的なものが多くなるのだろう。ちなみにレベル１でも、感覚的に数十万の経験値的なもの、魔力が必要ではないかと予測してます。ネトゲーでもクソゲーとなる仕様である。

「ステータス」

　呟き、自分のステータスを確認しておく。




天野防人

　マナ１５０→３００

　体力２０→３０

　筋肉２０→３０

　器用２０→３０

　魔力３０→４０

　固有スキル：等価交換ストアレベル２→３

　　　　　　　残機レベルＭＡＸ

　スキル：影魔法レベル２→３

　　　　　水魔法レベル２→３

　　　　　火魔法レベル２→３




天野雫

　マナ５０→１００

　体力６０→１００

　筋力６０→１００

　器用６０→１００

　魔力１０→３０

　固有スキル：戦闘の才能レベルＭＡＸ

　　　　　　　残機レベルＭＡＸ

　スキル：戦闘術レベル２→３




「一気にステータスが上がったな。マナに余裕ができたぞ」

『………普通は持っているスキルのレベルは個別にひとつずつ上がります。それが同時に上がりステータスまで。防人さんは魔力操作が異常なレベルのために吸収した魔力で行うレベルアップに無駄がなく、複数のスキルを上げるという事象となっています。それでも魔力は残り、身体の強化にも使われたのでしょう』

「そりゃどうも」

『これから手に入れるスキルはきっと恐ろしい早さで今の最大レベルまで上がると思います。なにしろ魔力吸収量が跳ね上がっていますので。貴方は異常ということですね。ふふっ、私の期待どおりです』

　相変わらず全てを知っているような口調で雫が冷静に伝えてくる中で、防人は魔法の新たなる性能を自然と理解できた。物理的な事象だけではなく、まさに魔法という物理法則を無視した摩訶不思議な性能だ。ステータスも上がり、最大マナ量も増えたが回復するわけではないらしい。残念だが、まぁ、いいだろう。

「おい、やったな、防人！」

　肩をドスンと信玄が叩いて、笑顔を見せる。爺さんの笑顔はいらないなと思う防人だが、周りはむさ苦しいおっさんたちの笑顔ばかりで、癒やしは雫だけしかいなさそうだ。

「見ろ、やつら逃げて行くぞ！」

　敵を防いでいた男のひとりが歓声を上げながら指差す。ゲームのボスキャラと違い、軍が崩壊したことを理解した敵は逃げ出していた。現実だからこその行動だ。やつらは考えて行動する。なにか制限はあるだろうとは言われているが不明だ。ナイトとシャーマンを連れて、敵のボス、ゴブリンキングは鉄の塊のような装甲のフルプレートメイルを着て、その背に長大な剣を背負い、それを抜くこともなく、立派な鎧の防御力も見せずに去って行った。

　誇りなく、生き抜くために。

「よし、お前ら！　これからはボーナスタイムだ。お前ら、大鼠を誘導しろ！　ゴブリンを矢で倒してやれ！　コアがたっぷり手に入るぞ」

「おぉ～っ！」

「どんどん矢を持ってこい！」

「石でもいいぞ！」

　あっという間に形勢が変わったことに、皆は士気を上げ、武器を手にするが、防人は冷ややかにその様子を見ていた。

「まだだ信玄」

「あん？」

「まだだ」

　豪雨の中に消えてゆく敵を見ながら淡々と語る。

「ゴブリンキングが残っていれば、同じようなことが起きる。いや、それ以上に厄介だ。ナイトやシャーマンとともにゲリラ作戦を行おうとするかもしれない。その場合、いつの間にかコミュニティに侵入されているといったことになりかねないぞ」

「しかし、あいつを倒すのは無理だぞ？　追い払うのが精一杯だろ？」

　信玄も過去に何回かゴブリンキングとは出会っている。だが廃墟街の人々は、内街の軍隊が倒すまで息を潜ひそめて待つしかない。それも期待できなければ——ゴブリンキングの行動パターンは単純明快だ。ゴブリンたちを率いて収奪して、拠点を設ける。部下がある程度やられたら逃げる。その性質を利用して、人海戦術で大幅に被害を出しながら部下のゴブリンを倒し、やつらが逃げ出すまで戦うしか方法はないのだ。

　それだけゴブリンキングは危険な相手なのだ。今までは。

「さっき力が高まったことを感じた。いけるかもしれない」

　ワキワキと手を動かすと、自身の力を感じる。力の高まりを感じているのだ。エロいことを考えてワキワキさせているわけではない。そんな感じで見てくる人はおっさん差別だと防人は訴えます。

　雫さんや。ニヤニヤとちっこいおててをワキワキさせて、ニヨニヨしない。ハードボイルドなおっさんを魅せているのだ。

「高まった……レベルが上がったってやつか？　３になった？　そんなやつ聞いたことねぇぞ？」

「俺もだ。だが上がった。ゴブリンキングと戦えるか試してみようと思う」

　コアのランクはいくつなのだろうか？　実はマナがないから雫さん任せなのは秘密だ。

「ここで倒しておけば楽だが……いけるのか？」

「あぁ、それにＥランク以上は俺の物だろ？」

　儲けはしっかりともらわないといけない。それに猟銃を借りている。強敵を倒すチャンス到来だ。

『任せてください。ゴブリンキングを倒すことは可能です。あれはレアＤコアですから』

『倒したことがないランクも知っていて、頼りになります』

『いえいえ、私は防人さんのお手伝いをしたいので』

　俺が皮肉げに言うと、バカ丁寧な言葉で会え釈しゃくをしてくる雫。まぁ、秘密めいた雫さんのことを気にしても始まらない。敵を追撃するかと、防人は残りの魔力をかき集める。

「じゃあな。少し追いかけて倒せるか試しておく」

『影移動シャドウムーブ』

　新たなる力。視界にある影へと移動する魔法にて、防人は豪雨の中でゴブリンキングたちを追いかけるのであった。







　豪雨の中の廃墟をゴブリンキングたちは撤退していた。水を弾きながら、苛立たしいとばかりに牙を剝き出しにして。今回は人間をたっぷりと喰えると思って期待していたのに、予想外にあっさりと崩壊した。敵によくわからない魔法使いが存在したためである。強い魔力は感じなかった。いや、弱々しい魔力しか感じなかったのにもかかわらず、ゴブリンたちはあっさりとやられた。どんな魔法を使われたのかもわからない。こんなことは初めてである。強力な魔法ならば逃げてほとぼりが冷めるまで隠れておく。弱い魔法なら、そもそも軍に被害は出ない。だが、かすり傷しか負わないであろう魔力にて、部下は両目を潰されて戦闘力を奪われた。

　ダンジョンに戻ることはもはやない。解放されたゴブリンキングは自由に生きるつもりである。森林に潜ひそんで雌し伏ふくの時を稼ぐかと考えていた時であった。

　パァン、と銃声が聞こえて、後ろを走るゴブリンシャーマンの頭が仰け反り、鮮血と肉片を撒き散らし倒れ伏す。

「ぐがっ？　銃士だ！　物陰に移動する！　『親衛隊強化』」

　銃士が隠れて待ち伏せしていたのだと悟り、慌てて叫び、固有スキルを使用する。ゴブリンナイトとゴブリンシャーマンの身体が赤く光り、瞳すら真っ赤となり、廃ビルに己の部隊とともに素早く飛び込むのであった。




「セオリーどおりの行動。お疲れ様です」

　雨の中、不意打ちを受けて隠れるゴブリンキングの部隊を雫は冷酷な視線で見ていた。廃ビル内の通路を疾走しながら。防人さんの影の瞳の視界を自分は共有できる。マナが枯渇してきたので、一瞬しか確認はできないが、問題ない。敵の配置は既に把握できた。

「ゴブリンキング。常にセオリーどおりに動き、堅実な戦闘を好む。『親衛隊強化』は三〇匹までの家臣のステータスを一・五倍。意思を繋げてひとつの群体のように動くことができる」

　ビルの中を走り抜け、角を鋭角に曲がると次なる狙撃ポイントに移動を終える。

「堅実な戦闘をするのは素晴らしいですが応用力に欠け、部隊をひとつの意思で操る長所が短所となる」

　シャキリと猟銃を構えて、警戒して歩く敵の姿を確認して、薄く笑う。

「敵を発見できていない場合、警戒しながら探索をするが、自身を中心に一五メートル間隔の均等な円陣を組む。なので、二匹敵の場所がわかれば他の敵の場所も判明するんです」

　ナイトを見つけて、銃をあらぬ方向に向ける。ビルの通路の角であり、何もいないように見えるが、

「だから、こうなります」

　引き金を引き、弾丸が猟銃の銃口から撃ち出される。死を呼ぶ鉄の塊が通路の角を通り過ぎる瞬間、まるで自ら当たりに来たようにシャーマンが顔を出し、その頭を吹き飛ばす。焦って、敵が立ち止まる中で、再び雫は駆け出して、次の狙撃ポイントへと移動して、同じように引き金を引く。もはや狙いも定めずに、何気ない自然な様子で撃つが、その弾丸は歩き出したシャーマンの頭を吹き飛ばす。まるで未来予知ができているように正確に。

「シャーマンがいる間は、キングは後衛の利を活かすために陣形を変えません。そして、その歩幅も動きもひとりの意思で動いているから一定で、少し予測すれば、簡単に予測射撃ができるんです」

　冷静に淡々と言い、再び駆けながら、猟銃の空薬莢を捨てて、素早く入れ替える。カランカランと空薬莢の音が廊下に響く。

『予測射撃ができます、じゃないと思います。雫さんしかできないよ？　雫さん、また、動きがキレキレになっているね？』

　防人は感心を超えて、呆れたようにツッコミを入れる。なにこの子？　未来予知能力とか、高速演算能力でも持っているの？

「私は戦闘関連のスキルをレベルの限界を超えて扱えます。なので、こんなことはお茶の子さいさいなんです」

　階段を登り、ズササとスライディングをすると、膝立ちに猟銃を再び敵の隠れているビルへと向ける。

「くくく。持っている性能を発揮することもなく、死んでゆけ」

　セミロングの艷やかな黒髪をなびかせて、むふふと笑うと雫は再び引き金を引く。同じように、まるで当たりに来るようにシャーマンがまた一匹死んでいった。

「後衛を殲滅するまで、狙撃を続けますね。ボーナスタイムがあったら、ナイトも倒します」

『ボーナスタイム？』

「ビットを多角的に攻撃に使えるのは新人類のみということです」

　ニヤリと悪戯っぽく笑うと雫はどんどんシャーマンを同じ行動で倒していく。そうして五匹倒したところであった。ゴブリンキングは常に移動する雫を捉えられないことに苛立ちを覚えたのだろう。シャーマンたちを立ち止まらせると、その手に持つ捻じくれた杖を掲げさせて詠唱を始めさせる。その瞬間を雫は待っていた。先ほどまでの慎重さをかなぐり捨てて、無防備に立ち上がり、ガンベルトから弾丸を抜き出す。

「これを待っていました。全周囲への範囲魔法。詠唱は長くその間、敵は無防備となる」

　キランと目を輝かせて全ての敵の居場所を目算する。強力な範囲魔法で周囲を焼き尽くすつもりだ。その間、キングは集中するために動けない。

「それはゴブリンナイトも一緒です。詠唱が終わるまでの間、釣つる瓶べ撃ちをさせてもらいます」

『ハイパーリローダー』

　手に持つ弾丸が光りだす。支援武技だ。一定時間、手に持つ弾丸が銃へと込められリロードされる地球の理を超えた技。スキルレベル３となって使えるようになった武技だ。

『跳弾狙撃ラビットショット』

　雫が引き金を連続で引いていく。二発式の猟銃であるのに、フルオートのマシンガンのごとく、弾丸が込められて尽きることなく、銃弾は飛んでいく。人ほどの大きさの火球を生み出そうとするゴブリンシャーマン。通路やその門でピクリとも動かずに立ち止まっているゴブリンナイト。弾丸はその頭へと飛来して、正確にめり込む。射線が通らない場所に立つ敵には、壁に当たり、跳ね返ってその威力を減衰することなく叩き込む。

　タララララと、マシンガンのように音が響き終わる。武技の効果が消えて手に持つ弾丸が尽きた時に、ゴブリンナイトとゴブリンシャーマンはその頭を貫かれて、全ての個体が鮮血を撒き散らし倒れ伏すのであった。

　チャラララと空薬莢が雫の足許に山となり積まれてゆき、フンスと少女は猟銃を肩にかけて微笑む。

「ゴブリンシャーマンの最大魔法『大火球』は詠唱時間八秒。その間、他の部下を無防備にするのが、ゴブリンキングの最大の弱点なんです。魔法という攻撃をするために、それ以外に意識を振るリソースがなくなるんです」

『ホォ～』

「八秒あれば、武技を使った銃での攻撃は、鴨撃ちの如く他の敵を倒せるチャンス。これで残りはゴブリンキングだけですね」

　正確に敵の全てを見切っている雫。その行動は戦闘センスだけではなく、膨大な情報量から成立していることがわかる一コマだ。

「ゴブリンキングは激昂しますが」

　平静に言う雫の言葉どおりに、

「グォぉぉぉ！　許さんぞ、貴様！」

　中心にいて部下を操っていたゴブリンキングの怒りの咆哮が轟き響き、鉛色の金属の鎧に身を包み、ヌラリと紫色に濡れた大剣を手に飛び出してきた。無防備に姿を現した雫へと、まるでアクセルを踏みっぱなしにしたダンプカーのように、駆けてきた。憤怒に身を焦がしており、身体を赤いオーラが覆っている。

「『憤怒』は攻撃力増大、器用度大幅ダウン、そして固有スキル『ゴブリン王の武具』により、手に持つ大剣は鋭さと耐久性を上げて、その鎧は防御力を上げて、重量を大幅に軽減させます。注意する点は鎧の下に着ている服も効果範囲で鎧と同じ硬度があり、九ミリ弾ではへこみを与える程度。かすり傷程度なら、瞬時に回復する『再生』持ち。倒すには一瞬で倒せる高火力しかありません。倒すには徹甲弾の嵐が必要ですね」

　ドゴンドゴンと杭打ち機のような踏み込みで、コンクリートに穴を空けながら、みるみるうちに近づいてくるゴブリンキングをのんびりと見ながら説明をしてくれる。これまでやつと戦うという選択肢を選ぶことのなかった防人にとっては、まったく新しい知識だ。内街の連中すら、そこまで細かい情報は持っていないのではないだろうか。

　猟銃を向けて、雫は引き金を引く。タンと音がして迫るゴブリンキングに弾丸は向かうが、ゴブリンキングは躱すこともなく、僅かに頭を傾ける。完全に顔を覆っているフルヘルメットのスリットの隙間を狙ったが、狙いはずれて兜に当たり、へこみを作るだけに終わる。

「見ましたか？　完全に身体を覆う金属鎧と隙間を埋める下衣により、生半可な攻撃は通じないんです」

『国軍がどう倒しているかわからないが、今のを見る限りきつそうだな』

　おそらくは重機関銃とか、バズーカとかで倒しているのだろうと防人は推測して、

『で。あいつはどうやって倒すんだ？』

「今の説明にはゴブリンキングの弱点も説明されています。見ててください。一瞬で倒しますから」

　逃げることなく泰然と雫は銃を片手に待ち受ける。ゴブリンキングは通路を走り抜けて、階段を一足飛びで駆け上り目前に迫ってくる。肩に大剣を担いで迫ると、強く踏み込み、コンクリートの床をへこませて、その破片を撒き散らし雫の目の前に間合いを詰めてきた。

『落下閃ダウンフラッシュ』

　キンと金属音が鳴り、大剣が風を切り振り下ろされた。雫はゆらりと身体を揺らせて回避しようとするが、ゴブリンキングの剣速は疾風のように速く、ギロチンのように切れ味鋭かった。

　大剣にあるまじき鋭さで雫の片腕を斬り落としてしまう。雫はその衝撃と予想外の敵の速さに瞠どう目もくして倒れ伏す。血を流し致命傷を負った少女をゴブリンキングはせせら笑い見下ろす。

「俺様を舐めていたようだな、人間。残念だったな！」

　倒れた雫を哄笑して、ゴブリンキングは高々と勝利の雄叫びを上げる。大剣を掲げて足を踏ん張り、顎を持ち上げて空を仰ぎ、

「ウォォォ、お？」

　ゴリラの勝ち鬨どきのように叫ぶ、が、コツンと顎に衝撃を受けて戸惑い、なにがあったと頭を下げようとして目を見開く。そこには倒したはずの少女がいた。猟銃を残った片手に持ってゴブリンキングの顎に突きつけていた。

「金属に覆われておらず、服も邪魔をしていない、そして一撃で貴方を倒せる箇所。貴方は武具を銃弾すらも防げる硬度にできますが、その肉体はステータスのまま。普通の銃弾でも傷つけることができます。顎の隙間に武技によるさらに強化した銃弾を受けたらおしまいです」

　片腕を斬られても、その美しい顔に苦痛の表情もなく、平然と平静に淡々と語る少女にゴブリンキングは恐怖を覚えて素早く動こうとするが遅かった。

『ハイパーブリッツ』

　銃口に闇の粒子が集まると、避けようとする顎に闇の弾丸が叩き込まれる。魔力による武技の銃弾は鉄の硬度を上回り、その破壊力は小さな鉄の塊にそぐわぬエネルギーを持っている。そのエネルギーの塊は脳内を一瞬の内に駆け巡りグシャグシャと破壊していった。そうしてゴブリンの王は顎から血を流し、力を失い大剣を落とし、ドスンと音を立てて崩れ落ちるのであった。

「必ず勝利の雄叫びを上げるのが、貴方の弱点。来世はゴリラに生まれ変わるのをお勧めします」

　倒されたふりをすれば、必ず勝利の雄叫びを上げるために顎を上げて叫ぶことを雫は知っていた。その無防備となる一瞬を狙っていたのだ。

　フッと微笑み、斬られた腕をピタッとくっつけて、パタンと倒れる雫さんであった。

『ちぇ、チェンジ』

　慌てて俺と入れ替わる。

「身体を張りすぎだろ！」

　片腕を犠牲にして勝利を求めた雫にさすがに引く防人であるが、

『ゴブリンキングは普通に戦ったら苦戦必至。防人さんのマナが満タンなら他の選択肢を選んだのですが。腕をくっつければ一日で回復しますし問題ないです』

　幽体となった雫が出てくるが、たしかに今回の俺は役に立たなかった。でも雫さんや、楽勝だと言ってたよね？　いや、見ようによっては楽勝だったが。

『これでレアＤコアが手に入りました。レベルアップのボーナスが手に入りましたよ。武具も回収しましょう』

「まぁ、雫が身体を張った価値があると思いたいね」

　これでスタンピードは終わりだなと、安堵の息をつく。

　空からは日差しが雲の合間から覗いており、雨はいつの間にかやんでいた。
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　晴れ間が地上に光を落とし、水たまりを照らす中で、信玄のコミュニティは忙しなかった。バリケード下に倒れ伏すゴブリンや大鼠の死体を解体してコアを抜き取ると、炎の中に放り込んでいく。未だに戦闘は小規模に続いているが、両目を潰されたゴブリンたちに勝ち目はない。そして、大鼠たちはチューチューと魔物香に集まっており、動くことはない。戻ったおっさんこと防人はそれを見ながら手伝おうか迷う。炎の中に入れるのがゴブリンだけなんだよね。大鼠はなぜ他の場所に持っていくのかな？　俺が炎の中に放り込んであげるよ？

　やだなぁ、ますます燻製肉が嫌いになるぜ。

　のそのそとおっさんは疲れた身体を引きずるようにコミュニティへと歩いていく。マナは３しかない。倦怠感が身体を襲い、もう眠りたい。雫は幽体にもならずにすやすやと別次元で寝ている。片腕を斬られて、苦痛にのたうち回るわけでもなく、平然としている雫には驚きしかないぜ。俺が雫と同じ立場なら……う～ん、きっと同じ行動を取ったかもしれない。ゴブリンキングは強敵だった。あの一瞬の攻防は楽勝に見えたがそうではない。雫が片腕を犠牲にしなくては勝てないと判断したのだから。

　ステータスが大幅に上がっても、雫ではコンクリートの床に踏み込みだけで穴を空けることはできない。攻撃力も瞬発力も圧倒的にゴブリンキングが上であったのだ。おそらくはレアＤコアを使い、ステータスアップポーションＤを使用すれば、制限されているステータスが表記されるはず。そこで判断できる。Ｄランクの魔物がどれほど強いかわかるだろう。レアＤコアの交換品から、様々な情報が手に入るだろうと、到着すると、働いていた人々がこちらに気づく。

「おい、英雄様のお帰りだぞ！」

「おぉ～、怪我ひとつ負っていないぞ」

「すげえ！」

　わぁっ、と歓声が上がるなかで、疲れた息を吐くと手を上げて適当に振る。のそのそと歩くおっさんは喜びを顔に出さないものなのだ。そのほうがハードボイルドだろ？

「よう、その様子ならキングを倒したらしいな？」

「あぁ、あとでキングの武具を回収する。いや、回収しておいてくれ。シャーマンの杖もだ」

　槍を振るってゴブリンをなぎ倒していた信玄がニヤリと笑いながら話しかけてくる。まさに戦国武将まんまである爺さんだ。

「あぁ、使えるのか？」

「一応訓練しておく。キングの剣なんか手に入れたこともないしな。おそらくは魔法がかかっている」

　魔法武器。たしかに存在はするが使えない武器だ。使用するのにマナも魔力も、いや筋力や体力、ゲームでいえば、人類はステータスが足りないってやつで使えないらしいが。それに滅多に手に入らないのにハンドガンに負ける。意味のない武器であるのだが、雫なら使えるかもな。持ち運びに問題はあるが。

「たいしたもんだ。お前は人間をやめちまってるぜ？」

「銃弾を喰らっても生き残れるようになったら、そうかもな」

「がっはっはっ！　ちげえねぇ。よし、祝いの宴を開くか？」

　バンバンと肩を叩いてくる信玄に痛えだろと、突き放す。宴ねぇ。少し考えて頷く。

「いいだろう。それじゃ明日な？　今はマナが枯渇している。無用心に外を出歩きたくない」

「そうか。こちらも死者が出ているし、後片づけをする必要がある。それじゃ明日だな」

　アーチャーにやられたのか、運ばれている死体を見て、肩を竦める。運が悪い者がいたようだ。よくある俺がもう少し早く到着していればとか、昔の映画とかで苦しむ主人公のように思えない。考えられない。淡々とその様子を見る俺は冷たいやつなのかなぁと思うが、信玄たちも平然としている。見た目は。

　良くも悪くも隣り合うようにある死に慣れすぎているのが廃墟街の面々である。悲しむ者は知り合いか、身内関係なのだろう。気の毒に思うが仕方ない。

　それじゃあなと、忙しなく働く面々を尻目に、おっさんは帰途につくのであった。手伝う？　それは報酬外だな。マナもないしなと、さっさと帰るおっさんであった。今の俺は力がない。マナのない魔法使いは陸に打ち上げられた鮫みたいなもんだからな。

　それに……。レベル３の力を使いこなす練習も必要だろう。







　次の日である。居酒屋風林火山にて、宴は開かれていた。珍しく酒瓶が並び、大量の料理が置かれている。

「それではスタンピードの勝利を祝って、貴様ら今日は食べて飲んでくれ！　カンパーイっ」

　信玄がグラスを掲げて叫ぶと、居酒屋にいる人々はグラスを掲げてカンパーイとカチンカチンと合わせてグイッと飲み始める。

「乾杯……」

　防人は信玄と同じく上座に座ってグラスを掲げて、もう片方の手で燻製肉がのっている皿を押しやる。俺はこれいらんから。

「まさかあれだけの魔物たちをものの数分で片づけるとは驚きだぜ。強い強いとは思っていたが、あんなに強かったとは思っていなかった。いや、恐れ入ったぜ防人」

「雨が降っていなかったらやばかったかもな」

　ウエイトレスがうふんとウインクしてボウルを持ってくるので、ジト目になりながら氷を作ってやる。ありがとうねと、頬にチュッとキスして離れていくウエイトレスへと適当に手を振りながら信玄に向き直る。

　雫が寝ていてよかった。完全回復まで死んだように起きないようで、すやすやと寝息しか頭には聞こえてこない。

「雨もまた幸運だったか。儂たちは敵を視認できなくて困ってたんだがな」

　苦笑しながら、信玄がウイスキーを呷あおる。たしかに通常ならそうだろう。だが、得意な属性の地形で戦う魔法使いはレベル以上の力を発揮するもんだ。影魔法なら暗闇が得意だ。影に境界がなくなるからな。魔力の許す限りの効果範囲とはなるが。

「まぁ、これで信玄のコミュニティもしばらくは大丈夫だろう。ゴブリンをあれだけ倒したんだ。一番近いダンジョン周りにはもはや敵はいないはず」

「だろうな。まぁ、しばらくは、だろうが。またダンジョンから溢れ出てくるだろうからな」

　ふむ、とグラスからウイスキーを呷る。苦いアルコールの味が口の中に広がっていく。

「いや、これはチャンスだ。ゴブリンのダンジョンを攻略してみたいと思う」

「あぁん？　ゴブリンのダンジョンをか？　なるほど、キングを倒せたならいけるかもしれねぇな？」

　ゴブリンのダンジョン。待ち受けるキングは銃持ちなら楽勝だが、ダンジョン自体かなり多い。低レベルのダンジョンは高レベルの敵が現れるダンジョンよりも遥かに多く、ポコポコ湧く。そして脅威度は高レベルのダンジョンの魔物よりも遥かに低い。内街の連中にとっては。ただ、攻略に弾薬を大量に使用するだけだ。そして、内街の軍にとっては一番困るのが、弾薬を消耗することなのだ。なので放置されており、廃墟街の人々にとって脅威となっている。今までは、ゴブリンキングが倒せないので奥に行くことはできなかったが……キングを倒せればダンジョンコアが手に入る。これはチャンスだ。既にダンジョン周りにはゴブリンはいない。マナの消耗を抑えることができる。

「攻略しても、なにもねぇって噂だぞ？　宝箱はあるかもしれないが、一、二個でこれまでの噂からゴミのような物しか手に入らないだろうしな」

「一回は試してみたい。ダンジョンコアに何か意味があるのか。それに、自分の新たな力を試すいい機会だ」

　俺の力はどれぐらいになったか、検証するにはちょうどいい。それにダンジョン攻略なんてワクワクするぜ。

「レベル３ねぇ………。どれぐらいの力があるんだ？」

「そうだな。２と違うところは攻撃力がかなり増大した。この攻撃力ならば、ゴブリン程度ならば相手にならない」

「ふぅん。それならばいい機会だな？　今回の報酬だ」

　バサリと紙束をテーブルに置いてくる信玄。なんぞこれ？

「土地の権利書かなにかか？　あ～……。んん？　履歴書？」

　何だこりゃと見てみると、履歴書だった。懐かしの履歴書だ。十年以上見ていないぞ？　数十枚はあるけど、これなんだ？

「揃えることができたのはそれだけなんで勘弁してくれ」

「どういうことだ？」

「儂たちを天津ヶ原コーポレーションに採用してくれってことだ。このコミュニティ全部をな」

　……はあ？　今、このお爺さん、なんて言ったのかな？　俺の聞き間違い？

「信玄、ついにボケたか？　なんだ、三年間ボケたことを秘匿すればよいか？」

「上手い切り返しをどうも、防人。儂はまだボケてねぇよっ」

　バンとテーブルを叩くと信玄は真剣な面持ちに変える。

「お前がゴブリンの大群をひと振りで倒した時、廃墟街での守もり役やくってのはこういうやつなんだろうなって、思ったんだ。儂だけではなく、ここのやつら全員でな」

「はぁ………？」

「それで思ったんだ。ここから先、生き残るには誰についていけばいいか。きっと皆はそう考えた、あの戦いでな。というわけで履歴書を書いたんだ。儂たちは使えるぞ？　とりあえずお前がダンジョンに潜っている間に女子どもを守るぐらいはな？」

　周囲で騒いでいた連中も、気づけば注視していた。はぁ、そうなの。

　これは予想外だが……。畑もあり人手もある。ストアのラインナップを増やすつもりだが、ちょうどいいだろう。想定外ではあるが、困りはしない。信玄のコミュニティは人数一〇〇〇人程度。会社として、市場として、考える。会社はいい。上手く人を使えば養うことは可能だ。それよりも廃墟街に市場を作れば……きっと周りは驚くぞ。

　武田信玄があっさりと膝をつく。戦略シミュレーションゲームならあり得ないけど。信玄の『騎馬隊』のスキルも有用だ。

「いいだろう。え～武田信玄？　きみきみ、写真が添付されていないようだが？　面接を甘く見ているのではないかね？」

　コホンと咳払いをして、注意をしてやる。俺って優しい面接官だからな。

「ふざけんな、写真なんぞ今の世で手に入るかっ！」

「採用は追って連絡をします。ところで祈りという漢字を知っているかね？」

　コホンと咳払いをして、ニヤリと笑ってやる。

「お前、喧嘩を売ってやがるな？」

　拳を繰り出してくる信玄を受け流しながら、さて、これからどうしようかと防人は考える。

　まずは……そうだな、大鼠の狩り方から教えるか。




「あの、親方？　俺も飯を食いたいんですが」

　大木君が縄でぐるぐる巻きにされて倒れていたが、無茶をした罰なのでみんなは放置した。







　信玄のコミュニティを手に入れた。チャラララ～。

　一気に一〇〇〇人近い部下を手に入れて、天津ヶ原コーポレーションは巨大企業となった。

『普通は働く社員だけを人数にカウントすると思いますよ？』

「子ども以外は働くから社員で大丈夫」

　雫のツッコミに明後日の方向を向いて答える。いいじゃねぇか、大企業で。

『給料は現物支給ですよね？』

「あーあー、聞こえなーい」

　さらなるツッコミはいらんですよ、雫さんや。

　というわけで、前回のスタンピードで信玄を倒した天野防人です。只今狩りに来ています。倒してないか、仲間にしたんだっけ、俺の人徳で。劉りゅう備び玄げん徳とくと名乗ろうかしらん。……やめとこ、俺、劉備嫌いだし。優秀な人材を無駄にしていた男だからね。それに廃墟街では魅力だけで生き抜くことはできない。俺は森林手前に集まっていた。三〇名程度の若者たちが物干し竿の先にナイフを取りつけて作り出した長槍を手に緊張して待機している。

「防人、こちらは準備オーケーだ！」

　信玄が馬に乗り、こちらへと叫ぶ。『騎馬隊』のスキルにより、創り出した馬から信玄は落ちないし、その意志どおりに馬は動く。まさしく人馬一体というやつだ。

　現在、俺たちは信玄の畑前。柵の後ろにて待機している。

「よし、やれ」

「ヘイ！」

　隣で銅ど鑼らを持っていた大木君が力いっぱい叩く。その銅鑼どこから持ってきたわけ？　鍋でよかったんだけどね。そして、同じく何個かの魔物香を炊く。ジャーンジャーンと辺りに響き渡る銅鑼の音。森林が騒がしくなり、何かが迫ってくる足音が草むらからしてくる。

「チューチュー」

　大鼠がざっと三〇匹程度、柵にいる若者たちへと走ってくるが、柵前に掘られた空堀に落ちていく。信玄が槍を掲げて、指示を出す。

「槍部隊、突け～！」

「おぉ～！」

　長槍を持っていた者たちが空堀に落ちて動けない大鼠の群れを突く。チューチューと大鼠たちは走り回るが抜け出ることはできずに、どんどん槍で倒されていく。

「次来ました！」

　ゴブリンたちがやってくる。その数は五〇体ほど。アーチャーが後ろにて弓を構えている。こちらへと向けて早くも矢をつがえて撃とうとして、味方はその姿に僅かに怯む。こちらは弓兵がいないのだ、無理もない。そして、やはりダンジョン付近ならゴブリンも魔物香で釣れることが判明した。スタンピードからそうじゃないかなとは思ったのだよ。

「ふごぉ！」

　ゴブリンたちの中にはホブゴブリンも三体見える。アーチャーが射撃をしたあとに、突撃してくるつもりで立ち止まっていた。ずる賢いやつらである。ヒュッと矢が解き放たれて、味方に飛んできた。が、問題はない。

「『影蛇シャドウスネーク』よ、矢を防げ」

　防人のその言葉に合わせて、柵の影がニョロリと動く。その姿は蛇であった。その長い長い胴体を持つ蛇は柵を囲むように身体を伸ばす。矢はその影を通り過ぎる瞬間に動きを止めて、ポロポロとその場に落ちてゆく。

「ぐがっ？」

　アーチャーの矢が落ちてゆくのを見て、驚きの声を上げるホブゴブリンたち。すぐに気を取り直すと、ドスドスとゴブリンともども足音を立てて一斉に走ってくるが、空堀を見て立ち止まる。幅は約二メートル。深さは二メートル。少し逡しゅん巡じゅんするがホブゴブリンたちはその空堀に脅威を覚えずに、腰を落とすと跳躍してくる。

　ゴブリンが大人の筋力を持っているとしたら、ホブゴブリンはトラックが体当たりでもするようなパワーだ。ジャンプ力も五メートルは軽く超えて柵を跳び越えることができるだろう。

「『影虎シャドウタイガー』よ、殺れ」

　その様子を予測していた防人が思念を送ると、柵の後ろから三メートルはある漆黒の虎が飛び出して、柵を越えようとするホブゴブリンに体当たりを繰り出す。

　ダンと音がして吹き飛ばす。同様に他に二匹。影の虎がホブゴブリンへと飛び込み叩き落とす。くるりと影の虎は空中で器用に回転すると、ホブゴブリンに襲いかかり、首元を一瞬の内に噛みちぎる。そして縫うように他のゴブリンたちを通り過ぎると、アーチャーへと間合いを詰めて襲いかかるのであった。

　その一方で、ゴブリンたちは空堀の前でどうするか迷いながらも空堀に飛び込むと、柵へと取りつこうと壁に手をかける。

「今だ！　槍突けいっ！」

　もはや戦国武将まんまの爺さんである。

　わあっと叫び、兵士たちはゴブリンに対して槍を向けると、力いっぱい突きを入れる。グギャアと苦悶の声を上げて倒れていくゴブリンたち。アーチャーたちも影の虎にあっさりと倒されて、死体となって倒れていく。

　わあっと鬨ときの声を上げながら、信玄の軍はゴブリンと大鼠連合の群れを苦労せずに倒すのであった。

「検証は成功だな。影虎はホブゴブリンを歯牙にもかけない」

『本来、レベル３で作り出せる影の使い魔は、レベルが１低い敵と互角程度の力しか出せないはずなのに、影の虎が敵を圧倒できるのは、防人さんの驚異的な魔力操作のおかげですね』

　フヨフヨと幽体の雫が浮きながら、目を細めて言う。既に完全に回復しており、元気いっぱいだ。

「ミャアー」

　子猫のように可愛らしい鳴き声で、影の虎が勝利の雄叫びを上げるのが聞こえる。

『鳴き声も、ナイスです。やはり猫系は可愛らしい声でないといけないですよね。みゃあ～』

　ニャンニャンと猫の手の構えで、ふりふりと手を振って雫さんは今日もとっても可愛らしいです。

「さて、連戦だ。敵の死体を片づけて、次の戦いをしろ」

　腕組みをして、今の戦いに問題はないか考えるが大丈夫そうだな。だいたいの敵はこれで片がつけられる。

「へいっ！」

「わかりました！　伝えてきます！」

　大木君が頷き、一緒に待機していたリーダーの男の子がてててと走り出す。死体を片づけるのに、一時間ぐらいか？

「どこまで連戦できるか、そしてどこまで敵が釣れるか、試してみる。たぶんここはスタンピードのおかげで枯れた状態からポップの状態になっている。正確な数が数えられるはずだ」

　ここは目の前のダンジョン、そして、離れた場所にあるダンジョン。いくつかのダンジョンのポップが交差している場所だからだ。

　さて、どれぐらいの数が釣れるかなっと。







　朝も早くから釣り始めて、結局敵がいくら魔物香を炊き、銅鑼を鳴らしても現れなくなったのは、ホブゴブリン二八体、ゴブリン四八七匹、大鼠六八七匹を倒したあとであった。

「これでコッペパン二〇〇個を毎日売ることができるな」

　あれから解体も終えて、疲れ切った信玄たちと居酒屋風林火山に戻って大量のコアを前に満足げにする。俺はちなみに疲れていません。ステータスも上がり、戦ってないしな。

「何日か戦わないとわからんが、ナイト以上は出現しなかったし、いいじゃねぇか。ったく、恐ろしい力だな」

　信玄がどっかと座り、部屋の隅にお座りしている影虎と、とぐろを巻いて静かに目を閉じている蛇を見て、感心の声を上げる。

「レベル３は影に簡単な魔法をつけることができるからな。影蛇に、影縛りの魔法を付与して活動できるようにした。……優秀な使い魔すぎるぜ」

「儂たちが触っても少し痺れるぐらいだが……。矢には致命的な力だ。これでアーチャーは怖くないな」

　『影縛り』はレベル１で使えた魔法だ。レベル３になって、使い魔に付与できるようになった。無論、影縛りは弱い。だがいつもどおり矢には圧倒的に強い。しかも蛇のように胴体が長ければ広範囲を守れる。レベル３に上がって、創り出す影も子犬レベルから、虎レベルまでになったし。虎となったミケはホブゴブリンも楽勝な性能を持った。

「ミケ～」

「みゃあみゃあ」

「お手～」

　子どもたちがミケたちに近づき、その背中に乗ってはしゃいでいる。大きくなっても、恐怖を覚えない子どもたちである。よじよじと俺の肩に登ろうとする幼女もいたりする。雫さんや、対抗して肩に乗らなくてもいいのだよ？

「さて、稼げるのはわかった。これなら天津ヶ原コーポレーションは黒字だな」

「そうだな。で、新しい品物はこれか？」

　コアとは別に置いてある小袋を信玄は手に取る。

「そうだな。最新の品物らしいぜ」

　防人は信玄の手に持つ小袋を見ながら面白そうに言う。信玄はフンと鼻を鳴らして袋の中に手を入れて取り出す。そこにはじゃが芋がひとつ入っていた。先に交換に行って手に入れた物だ。

「たったひとつのじゃが芋にＦランクコア一〇〇個かよ。高すぎねえか？」

「たしかストアには、こう書いてあったんだよな？　『種芋』」

　種芋。種芋とは、植えて育てるためのものだ。

「うむ……これを植えれば大量に芋が収穫できるんだろうなぁ」

　ぽんぽんと種芋を持って、疑い深そうに信玄は見るが、どうだろうね？　もしかしたら一週間で収穫できるような種芋かもな。八万個もロック解除にかかったんだぞ。収穫できたじゃが芋の生長速度は普通だろうけどな。考えに考え抜いた結果、まずは種芋にしたんだよ。レベル３の俺ならば田畑を守れるレベルの使い魔を創造できるようになったからな。

「まぁ、試しに植えてみるしかないだろ。梅雨が明けるまでは待つか、それとも植えて超常の力を持っているか確かめるのもいい」

「あぁ、たしかにコアストアから出てきたもんだからな、そんな可能性もあるのか……。お前が決めろよ、社長なんだからな」

　判断を俺に投げてくる信玄に苦笑しながらも考える。この種芋の結果から発生することだ。

「大量にじゃが芋が収穫できて、この地を守れるようになったら、軍が来ると思うか？」

「ふむ……その可能性を考慮に入れなくちゃならんか……。ないな」

　あっさりと答える信玄の言葉に意外だと驚く。その可能性あると思うんだが。

「きっと内街でもこの種芋は手に入れているはずだ。その種芋を育てるのに懸命になるなら、まずは内街。そして外街に広めて行くはず。廃墟街は遥か未来のことになるだろうぜ」

「なるほどな。外街で育てて大量に収穫できればいいと考えると」

　たしかにそのとおりだ。信玄の爺さんは頭が予想よりもいいな。内街の連中はそのとおりに動く可能性が高い。少しずつ周囲に広げていく、か。廃墟街を制圧して外街に合流させる。そのためには軍を動員して、街壁も拡げなくてはならない、と。俺が政府に力を貸さないならば、ここを守る軍をまわさないといけないからな。そして、俺は政府にまったく力を貸すつもりはない。

「良し。畑に植えてみよう。今回のコアも全て種芋に変えて、試してみる。結果が楽しみだ」

　ハードボイルドなおっさんはボスらしく腕組みをしてフフフと笑う。おっさんは社長なのだ、常に冒険をしなくてはならないのだ。結果はわかっているけど。

「思い切ったな。今回は儲けはなしか」

「種芋が育つことを祈るのさ。それと、しばらく狩りの様子を見て上手く行ったら、外街に売りに行く。花梨を呼んでじゃが芋を大量に買い取る相手を探してもらおうじゃないか」

「おいおい、もう大量に収穫できるつもりかよ？」

　呆れたように信玄が見てくるがそのとおりだろ。

「それだけこの種芋には期待しているのさ。なにしろダンジョン産だからな」

　フッとニヒルに笑ってやる。結果はわかっているんだけどね。







　外は雨がざぁざぁと降りしきり、電気がない俺の家は薄暗い。薄暗い中でソファに座り、等価交換ストアにゴブリンキングを倒した際に手に入れたレアＤコアをガシャコンと投入して、一覧を見て唸る。

「ステータスポーションはこれかぁ……」

『ステータス２００アップポーションＤ（制限１２００）：レアＤコア一』

「今は４３０だぞ、俺たちのステータス。ソロでのレアＤ魔物は総合ステータス数値１２００というわけかぁ」

　よくキングを倒せたなと、防人は雫がなぜ片腕を失いながら倒したのかを痛感した。猟銃がなければやばかった。それだけ銃は強いということだ。キングのステータス総合値はソロでの行動を取らないから、カンストステータスではないだろうが。それでも１０００ぐらいはあるんじゃね？

『ステータスアップは着実に上げないと後々で苦労します。なので、早々にこの状態を解決するべく、このスキルを手に入れましょう』

　幽体雫が、ちっこい人差し指で指差す。その先にはあるスキルが載っていた。

『限定一：逆境成長：レアＤコア一。格上を倒すことにより時折ステータスがアップする（ポイントとして保管されます）』

『私の推測したところ、スキルレベルはモンスターのランクに合わせるとですね』

　Ｇ：スキルレベル０、Ｆ：１、Ｅ：２、Ｄ：３。

『となると考えます。ブレはあると思いますが。たぶんＢランク辺りからスキルレベルが５～６など。敵の強さに差が出ますから。それにステータスアップポーションを大量に集めるのは厳しいですからね。逆境成長はポーションを集めずにステータスを一気に上げるスキルです。私たちの能力なら格上の敵を倒すことは可能だと思いますし、格上の敵はある程度のステータスが離れているか、ランクが高い魔物が対象になるので、このスキル、絶対に欲しいスキルだったんですよ』

「まるで全てのスキルを網もう羅らしているような発言ありがとうございます。それじゃ、覚えまーす」

　ボタンを押し下げるとカシャンと音がして漆黒の粒子が身体に吸い込まれる。………いつ見ても身体に悪そうな粒子である。

　手をワキワキとさせるが、さっぱり感触がない。まぁ、ステータスを上げるのではなく、倒した際にステータスが上がるスキルだから当たり前か。

『これを持っていた人はすぐに死ぬ。という呪われたスキルとも言われていますが、格上ばかりを狙えば、そりゃ簡単に死にますよね。そこで残機スキルです。このスキルとの相性は抜群で最高なのですよ』

　ふふーんと、雫さんは胸を張って、空中をくるくると後ろ回転しながら得意げな顔を見せる。そりゃ、残機スキルがあれば死ににくいからな。考えられたスキル構成だ。

「まぁ、地味だけど先々に使えるスキルだな。これって、他に持っている人いるんかね？」

『死んでいるから、この一覧に載っているんです。このスキルの持ち主は存在しません』

　ちっちっちっと小鳥が鳴くようにドヤ顔で少女は教えてくれる。謎のタメなども特になく。

「さらっと謎な答えをありがとうございます。なるほどねぇ。限定一は伊達ではないということか」

　雫の謎な答えに、等価交換ストアのヤバい能力の一端を知りつつも、気にすることはないと防人は息を吐く。

「さて、では、階下に行きますか」

　コキリと首をまわして凝りを解しながら、一階に下りてゆくのであった。

　あれから八日経過している。昨日、じゃが芋を収穫したので捌く先を花梨に教えてもらうのだ。







　階下はバリケードがなくなり、階層ごとに影虎シャドウタイガーを配置してある。感知能力も大幅に上がった影虎と以前に作った黒猫も目立たぬところに隠れているので、不意打ちにも対抗できる配置となっている。黒虎と名前をどちらにしようか迷ったが、海老になるので止めました。一〇階以下には女子どもたちが住処をせっせと作っている。ホブゴブリンすらも倒す影虎は、護衛として完璧です。だから、そこの子どもたちは影虎に乗って遊ばないでくれ。

　安心して暮らせる住処を手に入れるため、埃だらけ、ゴミだらけの場所をせっせと掃除して、瓦礫を苦労して運び、錆びた机を磨いて、ベッド代わりにして、その上に掛け布団を運び込んでいた。部屋の扉には段ボールで作った表札をペタリと貼ってある。

　護衛としているレベル３の使い魔は強えなと思う。こっそりと何体もの影蛇も潜ひそませているので、銃以外なら攻撃を防げる。正直、ちょっとした要塞です。暇な時は延々と使い魔を創造していました。影の中に潜っているやつらもいるんだよ。一〇〇人程度の人間が攻めてきても楽勝で撃退できます。

　一階に到着すると、外れた扉は修理されて、一応部屋となっている。玄関ロビーも掃除されており、食堂はこちらと書いてある看板が置かれてある。食堂の場所で食い物を配っているのだ。人々が大勢出入りしており、急ピッチで外観を修理もしている。信玄は本気で俺をボスとするらしい。いや、社長か。

　影猫や影虎をレンタルして、魔物を退治しまくり、コッペパンに交換しまくり、子どもたちとともに闇市で売り払う。一〇〇〇人がぎりぎり食べられる稼ぎを出しているが、給金はない。よく、俺の元にいるよな。ボスだった前のほうが暮らしはよかっただろ。

　まぁ、それも今日で終わりかもしれないけど。

　応接間の前には大木君たちが門番として立っている。

「社長。もう花梨のやつは来てますぜ」

「お客様をやつ呼ばわりするのはやめとけよな。それじゃあ、お邪魔しますか」

　ガチャリとノブを回す。おぉ、久しぶりにノブを回した感じがするぜ。

　中には既に花梨が暇そうにして、布が破れて綿が飛び出ているソファに座って、足をパタパタと振っていた。猫耳をピクピクと尻尾をふりふりと。

「お、久しぶりニャンニャン、防人。なんかいつの間にか勢力拡大しているにゃんね。なんで信玄がここにいるにゃ？」

　対面には信玄が座っており、暇そうに茶をすすっている。それを不思議そうに花梨は見ている。

「防人のやつはスキルレベル３になったんだよ。どうせ知っているだろ？　影虎の力を。こいつスタンピードをひとりで終わらせちまったんだ。で、会社を設立したと聞いたから、入社したんだ」

「………その話は既に聞いたけど、本当なんにゃね。信じられない話にゃ。影虎の性能も見たにゃ。あれが量産できるなら、ここらへん一帯は安全になったということにゃよ。何体作れるにゃ？　本当にスキルレベル３で、あんなの作ったにゃ？」

「まるでスキル３のやつを他に知っている口振りだな。いや、それ以上を知っているな？　どこのどいつとは聞かねぇよ。どうせ内街のやつらなんだろ？」

　ソファに俺も座りながら目を細めて花梨を見つめる。ギクリと花梨が身体を震わす。

「あぁ、なるほどな。そういうわけだったか」

　信玄が口元を歪めながらソファに凭れかかる。ピンと来たのだろう。俺もピンと来たのはこの間だよ。こいつ内街のストアの数を知ってやがったからな。内街のストアの数を知るためだけに、内街に潜入するなどは絶対にしない。あそこは半端なく警備が厳しいんだぜ。見つかったら即座に射殺だ。影蛇や影烏なら気づかれないし、気づかれて倒されても痛くも痒くもないが。

「あははは。なんとことやらわからないにゃ？」

　頭を振って、尻尾をハテナに変えて惚とぼけようとする猫娘。

「でだ、このじゃが芋を内街に売り払いたい。外街に売ろうと思ったが、内街のほうが高く売れるからな」

　金になるなら何でもいい。外街より遥かに高く売れるだろうよ。数倍の値段で売れるんじゃないかな？　そこに拘こだわりは持たない。廃墟街の人々は内街の連中を羨んでいるが、利用できるものはするのさ。

「あの、あちしが内街の連中とのコネクションを持っている前提で早くも話を続けないでほしいんだけど？　外街の連中を通さずに内街の連中と取引をしたら、外街の連中は黙っていないにゃよ？」

「たしかになぁ。外街の連中は銃も多く持っているだろうからな……んん？　やつらって、銃そんなに持ってんのか？」

「抗争に使っているから、持っているはずだけど……そうだな、やつらが大挙して廃墟街に来たら、銃を手に入れるチャンスだな」

　整列して一斉射撃をするほどの部隊レベルでは持っていないだろう。少数でなら、全員片づける自信あるぞ。

「あー。あちし、外街にここの危険性をたっぷり広めておくにゃ！　だから、たぶん黙っていると思うにゃ！」

　大声を上げて、花梨が両手を上げて、尻尾も上げて。尻尾をピンと伸ばしてか。

「まぁ、数人の銃持ちなら鴨になるだけだからな。ここの勢力に銃が大量に入ったらまずいよな？　花梨よ」

　ニヤニヤと信玄が口元を曲げて、花梨を見る。暗殺者が来る可能性もあるが、所詮外街の連中の雇う暗殺者だ。大したことはない。鉄砲玉に拳銃を持たせて突撃させるようなことはできないのだ。今の銃は札束と同じ価値があるからな。

「さて、じゃが芋はこれだ。……種芋って、ひとつを植えるんじゃないのな」

　部屋の隅に置いてある木箱を持ち上げて、テーブルに置く。花梨の困った表情は無視しておく。どうせ答えは決まっている。

「たしかに儂も勘違いしてたぜ。種芋って、細かく切って植えるんだな。驚いたぜ。じゃが芋を育てた経験の持ち主がいてよかった」

　ウムウム、驚いたよなと、信玄とふたりで頷き合う。種芋って、丸ごと植えるんじゃないのね。やけに巨大なじゃが芋だったんだが、芽を中心に細かく切るらしい。

「むぅ……このひと箱だけじゃないんだにゃ？」

「もちろんだ。これが二〇箱あるぞ。一箱三〇キロ。六〇〇キロ。改めて見るとすごいな。これ一週間で収穫できたんだぞ。芋がどんな種類か知らんけど。一キロ五〇〇円で三〇万円。よろしく」

「既に金額すら決めてるにゃ！」

　花梨がバンバンとテーブルを叩いて抗議するがスルーしておく。大きめの芋がぎっしりと入っている。新鮮でおいしそうだ。ストア製で、少し怪しいけどな。

「昔と違って、じゃが芋も高価、だろ？　いや、今の内街を知らんけど。外街じゃこんなに新鮮なじゃが芋は買えないし買えても一キロ三〇〇〇円は固いだろ？　というか予想以上の量だから外街に売れん」

「うぬぬ……」

「月に四回売り払いたい。二割は懐に入れていいぞ？」

「のったにゃん！　うぅ……きっと悪目立ちするにゃんこ？」

　即座に決心する花梨に、俺は頬杖をつく。

「いいんじゃないか？　手に入れた現金で外街から大量に物を買って市場を廃墟街に作るつもりだからな」

「市場を？　闇市を作るつもりにゃ？」

「あぁ、廃墟街独自の市場を作り、廃墟街に金の流れを作らなきゃならんからな」

　好景気にするにも、まずは経済圏を作るところからだからな。

　ゲームでもそうだろ？　まずは市場を作りましょうってな。







　花梨と防人が取引をする一日前の話である。

　天津ヶ原コーポレーションの社員となった一三歳の子ども。子どもたちのリーダーをしていた男の子、純は畑に植えた種芋の結果を驚きとともに眺めていた。ちなみに名字はない。というか、知らない。仲間内では名前でしか呼ばなかったので。梅雨の合間の晴れ間である。純たちはダンジョン近くの畑に駆り出されていた。

「じゃが芋って、こんなに早くできるんですか？」

　隣で畑を見ている自分たちを拾ってくれた男へと尋ねる。俺たちの保護者の防人さんだ。無精髭を擦りながら、ナイフのように鋭い目をしている男は片目を細めて、ため息を吐く。

「そんなわけないだろ。七日で収穫できるじゃが芋なんて聞いたことねぇよ。というか雨の中でもすくすくと育つって、ある意味怖いな、この芋。すくすくとじゃねぇな、ギュンギュンとか、そんな感じだ」

　畑一面緑であった。試しに一本抜くと土の中からびっしりと大ぶりのじゃが芋が生なっていた。外街とかで見るような、小さくて痩せ衰えていたじゃが芋ではない。自分の手のひらよりも大きくて食べ甲斐がありそうだ。やはりこの生長速度は異常らしい。植えた時にしっかりと育てばいいなと思いながら、仲間たちと眺めている最中に芽が土から覗いたし。

「さて、収穫作業と行きますか。お前ら、頑張れよ～。社長はここで応援しているからな～」

　防人さんは、のんびりとした口調で手をフラフラと振る。手伝う気はなさそーだ。ボスとはそういうものなのだろう。俺たちを守ってくれるし、食べ物もくれる。これぐらいは俺たちが頑張らないといけない。

「お前ら、頑張るぞ～」

「うん！」

「頑張ろうね！」

「やるぞ～」

　大人たちが畑に入り、じゃが芋を収穫しようと腰を屈め始めたので、俺たちも走り出す。負けるわけにはいかない。最初の社員というやつなんだから。

　純は廃墟街で産まれた。父親はわからず、母親だけだ。外街で娼婦をしていたらしいが、よく知らない。俺を産んでしばらくは育ててくれた。八歳までだ。廃墟街で子どもを育てるのは大変だから、奇跡的な確率だろうと、純は理解していた。外街で娼婦をして、廃墟街に戻る。外街の顔役にお願いをして娼婦をしていたらしい。俺を産んだあとは廃墟街のちょっと腕っぷしのいい男に頼って生きていたが、廃墟街では珍しくない出来事。魔物の群れに襲われて、男ともどもあっさりと死んでしまい、天涯孤独となった。

　それから五年。生きるために同じような年頃の仲間を集めて、外街の残飯漁りや、廃墟街でのコミュニティ同士の連絡を取り合うための手紙運びなどをしていた。

　残飯漁りも縄張りがあって難しく、手紙運びは魔物の徘徊する道を隠れながらなんとか運ぶ、死ぬ危険が高い仕事だ。

　配給券がもらえたら御の字で、普通は黴かびたカチカチのパンが報酬。そんな中を時折死んでゆく仲間たちに涙しながら、廃墟街で固定の拠点など持たずに、ゾンビのように徘徊しながら暮らしていた。固定の拠点を作ったら、すぐに大人たちに襲撃されるし、いつも同じ場所で暮らしていたら、子どもは人攫さらいなどに遭う。もっと酷い目にも遭う。殺されることなんて、日常茶飯事だった。元はもっと北西のほうに住んでいたのだが、移動するうちにこの地へと流れ着いた。幸運なことに。

　その日は雨であったと記憶している。一番小さな歳の仲間の幼女が咳が止まらずにコホコホとずっとしてて、どこらへんにいるかもわからずに、みんなでビルの中に入った。びしょ濡れだし、身体を温めねばならないので、慌てて焚き火をするべく物を探した。

「華はな、服を乾かそうぜ。なにかないかな？」

　いつも一緒にいる同い年の少女、華へと問いかけると、咳が止まらない小さな子どもの背中を心配げに撫でていた華はコクリと頷き、燃やす物がないか、みんなで探した。ドラム缶なんかなかったけど、焚き火に使うように、ちょうどよい大きさの大きめの缶を見つけたので、そこに紙くずや木の破片なんかを入れて、とっておきのライターを使って燃やす。燃やす物を探すのも大変だけど、入ったビルはかなり大きくて、部屋もたくさんあって、結構簡単に集まった。

　シーンと不気味なほどに静まり返り、欠けた案内板が壁から外れかけている。玄関ロビーには観葉植物を植えていただろう植木鉢が転がっており、埃に塗れたソファが何脚か置いてある。

「ね、純君。ここ、なにか変じゃない？」

　華が周りを見ながら、咳の止まらない子どもを横に寝かせて聞いてくる。焚き火の音だけがパチパチと音を立てて、どこでも住み着いて慣れていた自分にも少し不気味に感じてしまう。

「たしかになんか不気味だよな。……もしかして魔物の住処かな？」

　人ほどの大きさを持つ蜘蛛くもや、箱などに擬態するミミック。ゾンビやスケルトンがいる可能性は大いにある。そおっと様子を窺うが、ゾンビなら死臭が臭う。スケルトンなら、もう襲いかかってきているし、野犬の群れもいなさそうだ。

「蜘蛛かも。廃ビルを巣にしてるでかいやつ」

　噂にしか聞かないが、ビルを丸ごとひとつ巣にしている蜘蛛もいるらしい。そこは真っ白な糸だらけで、壁や天井に食べられた人間の骨がオブジェのように張りついているとか。

「次のコミュニティって、近いのかな？」

「たしか信玄コミュニティっていうのがあるらしいよ。ここからもう少し北で、危険そうな場所になるって」

　みんなで顔を見合わせてゴクリと息を呑み、恐怖に震える。かなり怖くなってきた。

「ねこしゃん……ケホケホ」

　寝ている娘が、小さな指をビルの奥に指差す。猫？　と、みんなで指差す方向を見ると、艷やかな黒い毛皮を持つ猫が金色の瞳でこちらを見ながら座っていた。

「本当だ、猫だ……食べられるかな？」

　倒せば肉にありつけるかもと思い、自衛のために持ってきていた鉄パイプを手にして、立ち上がる。黒猫はそんな俺の様子を見ても、まったく動じずにこちらを見ている。なにか変だ。人馴れしているのだろうか？　仲間も鉄パイプを手に身構えるが、おかしなことに逃げる様子はない。

　不気味さに駆られて、倒すよりも追い払おうと大声を上げた。

「おい！　ボーッとしてると食べちまうぞ！　シッシッ」

　ブンブンと鉄パイプを振るう。純の持っているスキルは『金属加工』。僅かに、ほんの僅かに鉄などを曲げたりして加工できる。だいたい一回で一センチ。マナが尽きるまで使えば五回、すなわち五センチ。飴あめ細ざい工くのようにじわじわっと曲げたりできて、その力で鉄パイプの先端を鋭くしている。だが、やはり逃げる様子はない。ますます不気味に思い、埃だらけの床を擦るように摺り足で移動して黒猫まで近づこうとして、

「やめとけよな。そいつを殺しても手元には何も残らないし、何よりそいつに手を出したら敵意があると判断して殺す」

　冷たい声音で俺たちに声をかけながら、廊下の奥から男がやって来ていた。黒いコートを着込んだ死神のような男だと、純はその姿を初めて見て思った。

「どうやら、ここが誰の家か知らないで入ったか。ったく、看板でも作るべきかね？」

　無防備に近づく男は自信が垣間見える。子どもとはいえ、俺たちはナイフもあるし、先端を尖らせた鉄パイプも持っているのに、気にしている様子はない。

　それだけ強い男なのだろう。

「あの、すいません。雨宿りで入ってしまいまして。すぐに出ます！」

　華が頭を下げて謝る。やはり危険な男だと思ったのだろう。雨が止むまでとか、お願いはしない。こんなところを縄張りにしている男だ。機嫌を損ねれば問答無用で殺されるかもしれない。

　男は俺たちのことをジロジロと見て、ため息を吐いた。

「あぁ……。面倒くさいな、この一階なら問題はない。火事に気をつけろよ。ボヤなんて起こしたら、叩き出すからな。知らないで入ってきたなら、仕方ない」

　手をひらひらと振って、つまらなそうに鼻を鳴らし、男は立ち去ろうとする。案外あっさりと帰っていくことに安心した俺たちは息をつこうとするが、

「ねこしゃーん。ケホケホ」

　寝ている娘が猫など珍しいと、声を上げて手を振り、また咳をした。そのか細い声に男はピタリと足を止めて振り返ってきた。僅かに目を細めて見てくる。寝ている娘の存在に初めて気づいたようだった。

「……そんな小さな子どもも連れて生きているとは、お前らなかなか頭がいいか、腕がいいのか？　それとも面白いスキル持ちか？」

　興味を持ったようで、俺たちのところにまた戻ってきて、問い詰めるように尋ねてくるので、驚いて反射的に身構えようとして、

「う、動けない？」

　ギシリと身体が固まり動くことができないことに気づく。見ると仲間たちも動けないようで、恐怖で顔を引きつらせていた。

「あ、あの、私たち、それぞれ簡単なスキル持ちなんです！　本当にたいしたものじゃなくて、ようやく生きていける程度なんです！」

　必死な様子を華が見せて叫ぶ。俺たちはスキルレベルゼロだけど、それらを活用して生きてきた。知られても、有用と思われるほどではないが、ぎりぎりの生活を送る程度はできる。

「ほう……そこの具合の悪そうな幼女はどんなスキルだ？」

「わ、わかりません。えと、でも、俺は『金属加工』。華は『植物知識』、それにあいつらは『裁縫』、『浄化』、『糸加工』なんだ！」

　隠そうと一瞬思ったがやめた。正直に言うほうが生き残れるかもと思ったんだ。スキル名はすごいけど、実際は一センチ程度の糸を布にできたり、糸にしたり。飴玉程度の泥水を綺麗にしたりする程度のスキルだ。華の『植物知識』により、毒の可能性がない草がわかるのが、俺の次に役立つスキルだった。

「全員スキル持ちとは珍しいな。おい、これを飲むか？　試してみたいと思ったんだ」

　懐から小さな小瓶を取り出すと、咳をしている娘に飲ませようとする。中身は血のように赤色をして危なそうな感じがするが、躊躇いなく仲間の娘はコクコクと飲んでしまった。

　毒だったらと、青ざめる俺たちだったが、

「あみゃーい！」

　嬉しそうに目を輝かせて、口元を袖そでで拭くと咳も止まったように元気に立ち上がって、そしてよろりとよろけて男の足を摑んだ。

「ありあと～」

「どういたしまして。仲間がろくなスキルを持っていないのに生き残り、新しいアイテムのテストをしようと考えていた俺に出会うとは、お前、なかなかの『幸運』持ちだな。前にも同じスキル持ちには会ったことがあるが、そいつはすぐに破滅したから気をつけるんだな。過信はしないように。じゃあな」

　仲間の頭をゴシゴシと撫でると男は去っていった。あっさりと消えていき、俺たちはまた動けるようになった。

　カツンカツンと足音を響かせて男はビルの奥へと姿を消して、あとには欠伸をして眠りこむ黒猫と、ざぁざぁと本降りになってきた雨の音が聞こえるだけだった。







「天野防人って、名前なんですか？」

　純たち一行はあれから雨宿りを終えて、信玄コミュニティに到着していた。小さいコミュニティであるが、畑を持っており、治安も他のコミュニティと比べてよさそうだ。ここを支配している信玄がしっかりとした支配をしているらしい。そこで半月かけて製作したナイフを純は食べ物と交換しに来ていた。居酒屋風林火山の脇にあり、物々交換をしてくれる。鍛たん造ぞうした鉄製のナイフとかではなく、たんにそこらへんに落ちていた鉄の破片を『金属加工』スキルで切れ味鋭いナイフに加工しただけだ。耐久性もなく錆びやすいし切れ味もすぐに悪くなる。だが、それでもこの廃墟街では貴重なナイフだ。

　交換所の店主の後ろには、ところどころ錆びた缶詰や、痩せ衰えて萎びた野菜、燻製肉などが置いてある。量も種類も少ないが、用心棒がその横で目を光らせて、手癖の悪いやつがいないか見張っていた。

　その中で純は、ナイフを三本並べて店主へと見せていた。糸加工や裁縫により、柄もしっかりと作られており、いっぱしのナイフだ。

　店主はナイフを手にして、指先で先端を突きながら、鑑定をしており、待つ間に先日出会ったビルの住人の話を聞かせてくれた。

「あぁ、容赦のない男だからな。幸運だったな、普通なら殺されているぞ？　子どもたちだから助かったのか。いっつも魔物を倒している野郎だ。スキルレベルを上げるために、な。ひとりで暮らしていて……それでも生き残っている」

　目を細めてナイフを見ている店主が、つまらなそうに教えてくれるが、ヤバい男だったらしい。

「でも、仲間が……いえ、なんでもないです」

　咳が止まった仲間の幼女。薬をくれたのだろうが、それを口にするのはやめておいた。下手なことを口にする者は廃墟街では長生きできないと、純は子どもながらに理解していた。

「配給券二枚ってところだな。見かけは鋭そうだが、すぐに駄目になるだろこれ」

「え～っ。おっちゃんもう少し色をつけてよ、五枚！」

「三枚だ。これ以上の価値はないぜ」

　ケッと、せせら笑いナイフを取り上げる店主に、ため息をつきたくなるが仕方ない。何も渡さずに取り上げようとする大人はいくらでもいる。交渉できるだけマシだ。

「なるほどな。器用なもんだ」

　後ろから聞き覚えのある男の声が聞こえてきて、ギクリと身体を震わせてしまう。見ると、店主は明後日の方向に顔を背けていた。用心棒は壁の汚れを確認していて、こちらを見てこない。後ろを恐る恐る振り返ると、黒ずくめの男が立っていた。フードを被り、口元を布で覆っている。本当に真っ黒だ。上から下まで、漆黒のスタイルだ。昼間なのに、反対に目立っている。すごい目立っている。誰もツッコまないのだろうか。

「沈黙は金なり。いい言葉だよな。そう思わないか、な？」

　俺の肩をぽんと叩いて、男、たしか天野防人は冷たい視線を向けてくるので、ガクガクと首を縦に振る。怖い。やはりさっき言わなかったことは正しかったと、純は内心で安堵した。口にしていたらどうなっていたのだろうか……。

「金属加工ねぇ。素晴らしい。俺の家の包丁が切れ味悪くなっているんだよな、そのスキルで砥げるか？」

「あ、はい。包丁を砥ぐ程度なら、たぶん」

「そうか。なら、缶詰三個でどうだ？」

　破格の報酬に純は聞き間違えかと、天野防人を見返すと、

「缶詰三個だ。嫌なら別にいいぞ？」

「はい！　引き受けます！」

　簡単な仕事だ。それで缶詰三個はおいしい。なので、ふたつ返事で引き受けた。

　それが危険と言われている黒ずくめの男からの依頼でも。







　純は過去のことを思い出す。防人さんは見かけによらず、優しかった。俺たちがたびたび防人さんのビルの一階に行っても、特に姿を現すことはなかったけど、追い出されることもなかった。かなりの広さを持つビルなので、他にも時折子どもたちが出入りしていたりしたけど、争いはなかった。黒猫が見張るこのビルは争い厳禁であったから。時折、黒猫が倒した大鼠の死体。捨てようと引き摺っているのを仲良く分配したり、防人さんが出かけるときは見張りを申し出て配給券をもらったり……見張りなんか黒猫よりも役に立たないと知っているはずなのに、防人さんは報酬をくれた。ひとつの土地で暮らすことはできないと思っていたのに、信玄コミュニティは他所より暮らしやすく、防人さんのおかげで緊急事態の時の逃げ場所もできたので、この土地に住むことに決めた。

　ゴブリンが現れたときや、リザードの行進の時も助けられた。あのビルは鉄壁のシェルターだったのだ。入り込む魔物は防人さんが倒してくれたし。他の土地なら死んでいてもおかしくない。

　どんどん畑からじゃが芋は掘り出されて積み重ねられている。汗が流れて腰が痛いけど、今までのお礼を込めて頑張るのだ。

「さきもりしゃん」

　仲間の幼女が防人さんの肩によじよじと登り、キャッキャッと楽しそうだ。社員になって庇護されるようになってから、前にも増して懐いている。防人さんにあれほどくっつけるのは、あの娘しかいないので感心するしかない。ペチペチと防人さんの頭を叩いてご機嫌そうな幼女を、防人さんは気にせずに畑の様子を見ていた。

　最初に掘られたじゃが芋は水を張った鍋に入れられて茹ゆでられている。グラグラとお湯へと変わり、その中でじゃが芋が踊っている。

「純ちゃん、私たちもお芋食べられるのかな？」

　しばらくじゃが芋を掘っていたら、隣で同じく芋を掘っている華がゴクリと喉を鳴らして、期待に満ちた表情を浮かべている。たしかにおいしそうだ。そろそろ最初のほうが茹であがるのかなと見ていたら、ザルであげられて、シャッシャッとお湯を切っていた。

　サッと塩を振りかけると、防人さんはキョロキョロと誰かを探して、

「おう、頑張っているな、大木君。一番じゃが芋を掘ったんじゃないか？　これは俺からのプレゼントだ。食ってくれ」

「くってくれ～」

「兄貴、俺は大木という名前じゃ……」

　防人さんが茹でたじゃが芋を、ひときわ大柄な体躯の男へとにこやかに声をかけて差し出す。肩に乗っかっている幼女も楽しそうに口真似をしていた。

「あの、これって人体で検証……」

「うまそうだぞ、ほくほくだぞ」

「やったな、大木！　採れたてのじゃが芋だぞ」

「か～っ、うまそうだなぁ、俺たちも少ししたら食べるよ」

　バンバンと肩を叩いて、周りの人たちも集まって勧めている。口元を引きつらせて大木さん？は決心したのか、口をあんぐりと開けて芋にかぶりついた。

「あち、あちち。お、うめえですよ、これ。ほくほくでねっとりとしていて。こんなにうまいじゃが芋は初めて食べました！」

　ホフホフと頬張らせて、おいしそうにじゃが芋を食べながら大木さんが感想をいうと、防人さんたちは、その様子を注意深く観察している。

「そうか、そうか。めまい、発熱、気分がだるい、頭痛など体調不良はないか？　幻聴が聞こえたり、腕が生えそうだったり、手に口が生まれそうとかないか？」

「最後のほうは極めてやばいですよ！　俺、化け物になっちゃいます！」

　なにげに酷いと思います。




　なんだかんだと騒ぎながら、木箱に収穫したじゃが芋を仕舞って、ひと仕事を終えて地べたに座り込んでしまう。重労働だったと、汗を拭う。以前は額を拭うと、袖が汚れていたから、真っ黒になってしまったが、今は洗濯しているので綺麗なものだ。頑張って働いたことにより、お腹がぐぅと鳴る。隣で華が、はにかむように微笑んでいた。

「お腹空いたね」

「そうだなぁ。じゃが芋食べられそうだよな」

　そこには以前にあった、今日も食べ物がなくて、お腹が空いたという諦念からの感情はない。お腹が空いても、食べ物があるという、これからの夕ご飯を期待する声音だ。前はいつもお腹を空かせていたが、今はすいとんをもらえるし、お腹が空いても、食べ物にありつけるので安心できる。

　当たり前にご飯を食べることができる幸せを噛み締める。食べることができないで、死んでいった仲間や、餓死した大人たちをたくさん見てきた。

「おーい。じゃが芋、次も茹でたぞ～。大丈夫そうだから、安心して食べろ～」

「やっぱり人体実験でしたよね!?」

　大丈夫大丈夫と、笑い合う人たちに悪い雰囲気は見られない。防人さんは特に気にせずに後ろで腕を組んで、その様子を見守っている。幼女は、肩から下りて、早くもじゃが芋にかぶりついていた。

　みんなで並んで、ふかしたじゃが芋を受け取る。ひとり二個渡されたが熱々なのでお手玉をしながら、齧る。変に固くゴリゴリとしておらず、痩せて小さくパサパサでもない。口の中に甘みが広がってびっくりしてしまう。

「おいしいね」

「うん！　おいしいおいしい」

「いくらでも食べられちゃう」

　夢中になって頬張る。こんなにおいしいじゃが芋は初めてだ。ねっとりとしていて、お腹に溜たまる感じがいい。

「これからもたくさんご飯食べれるかなぁ？」

　齧りながらおずおずと聞いてくるが、力強く頷く。

「大丈夫だと思うぜ。どんどん俺たちの暮らしはよくなるって信じているよ」

　去年にあのビルに迷い込んだ時から、俺たちの運命は変わったんだと思う。幸運なことに。あのビルに迷いこまなかったら、きっと他へと移動していて、この暮らしはなかっただろう。

　防人さんのおかげだ。そして……。

「さきもりしゃん、おいしーね」

　ニコニコと微笑んで、幼女は防人さんにじゃが芋を見せている。

「『幸運』……なるほどね～」

　たぶん意識した途端に効果を失うものではないだろうかと思いながら、純は華たちとお喋りを再開するのであった。知らないほうがいいこともあるのだ。




　人々がじゃが芋を食べながらお喋りに興じているのを防人は見ながら、この先の計画を思い描き、口元を曲げる。

「さて、これでじゃが芋の収穫は終わりだ。定期的に収穫できるし、あとは花梨を通して取引をする。元手ができれば、市場が建設できるぞ」

『そうですね。街と穀物倉庫が揃えば、開拓民を使いコストが安く市場が作れます。街を作りましょう』

「ゲームじゃないから無理。とりあえず市場の準備もしなけりゃならないし、そこは信玄にまかせて……」

『ダンジョン攻略に向かいましょう。初めてのダンジョン攻略と行きましょう』

　フヨフヨと浮く雫が悪戯っぽく笑い、サムズアップをしてみせる。ゴブリンたちの数が減っている今なら、攻略できるかもしれないと、防人は目を細めて、口元を薄く笑いに変えるのであった。










　ダンジョン。世界を崩壊させた天災、それとも人災か。突如として現れたダンジョンは人の世界にじわじわと侵食してきた。絶え間ない戦争と、失われる資源。税金を高くして、当初資金提供を行い、ダンジョンの殲滅に名乗りを上げていた企業、投資家たちも、終わりのないダンジョンとの戦いに保身に走り、人々は政治に不満を訴えて、政権は何度も入れ替わった。各国が手を携えて、敢然と協力して戦いを挑めば、スキル保持者の育成に力を注ぎ、後々に続くダンジョンの発生にも耐えられる人間を大勢揃えればなんとかなったかもしれない。しかし、なまじ軍で対抗できたのがまずかった。企業が検体を手に入れたあとは資金の提供を止めたのもまずかった。不満を口にして政権を何度も交代させる人々もまずかった。そして、各国は自国の保身ばかりに走って、他国と手を取り合おうとしなかったのがまずかった。当初はすぐにダンジョンは破壊できると考えて、終わりなく発生してくるとは考えていなかった各国は軍事の見本市とでも思っていたのだろう。ダンジョンは終わりなく、湯水のように兵器や銃弾が失われていくことに気づいた時には遅かったのだ。

　もはや手元にいくら金があっても、このままでは資源が失われて、最後には人類は負けると軍事企業は慌てて、自分たちの勢力を広げることのみに腐心していた政治家たちや、軍部の者たちはようやく滅亡する可能性があると判断したが、その時には全世界にダンジョンは発生しており、全ての地域をカバーできるほどの軍もなく、ついに人類は大都市以外を放棄して、身を固めることに決めたのである。だいたい一〇年ほど前の話だ。

　そんなダンジョンを前に少女は立っていた。煌めく艷やかなセミロングの黒髪、おとなしそうな目つきと、ちょこんと小さな形のいいお鼻、桜のような色の可愛らしい唇、可愛らしい顔立ちの小柄な美少女だ。

　のんびり眼まなこで、森林の中にあるダンジョンを見ていた。この周辺にいたゴブリンなどは姿がない。狩りの成果である。信玄たちが頑張ったおかげで奥地のゴブリンたちも既に狩られていた。狩場のそばのダンジョンは手をつけないことにして、その奥に雫は辿りついている。傍らには影虎や影蛇が三体ずつ待機しており、時折現れる魔物を退治していた。

「ゴブリンダンジョン。危険度Ｄ。完全フル装備の軍なら一個歩兵中隊で攻略可能。五階層からなり、マップパターンは一八種類、地形種類草原、洞窟、古代神殿の三種類。ダンジョンボスはゴブリンキング」

　そっと可愛らしい声音で、呟くように淡々とダンジョンの詳細を口にしていく。三メートル程度の高さと横幅一〇メートル程度の広さを持つ穴がポッカリと空いている。

『雫さんや？　なんで、そんなに詳細を知っている？　それって、内街の連中は知っているのかな？』

　フヨフヨとおっさんの幽体である防人が雫の目の前に浮きながらジト目で尋ねてくるが、フッフッフッと小さな膨らみの胸を張り、得意げにそっと唇に人差し指をつける。

「私はなんでも知っているわけではありません。知っていることだけだよ」

『へー』

「にゃあー！」

　猫の真似をして、ぽかぽかと拳を繰り出してくる雫である。またいつもの変な病気が出てきたらしい。ふぅふぅと猫背になって、猫のように威嚇してきたが、ため息を吐くと髪をかきあげて、腕を組みポーズを取る。その傍らに地面に刺してある鉄の塊のような三メートルはある大剣に柱代わりに寄りかかって。背中には猟銃を担いでいる。腰にはベルトに何本ものナイフを差してある。

「予想よりも早くダンジョン攻略に入れることになりました。さて、等価交換ストアの能力をフルに活用するためにも侵入開始と行きますか」

　トンと、地面に刺さっている大剣の根本を蹴って、梃子の原理で、回転させると柄を手にする。ぬらりと光る鉄の塊。一四〇センチ程度の小柄な体躯の美少女は、肩にゴブリンキングが使用していた巨大な大剣を担いで薄うっすらと笑みを浮かべて中へと入るのであった。




　ダンジョンには昔に潜ったことがある。防人が実際に潜ったのは一〇年以上昔だ。その頃は現れるダンジョンを全て破壊し尽くそうと、軍隊は毎日銃を持ち、銃声は響き渡り、戦闘機や戦闘ヘリはミサイルやランチャーをばら撒いていた。なので、比較的楽にダンジョンに潜って敵を倒すことができた。潜入制限はかかっていなかった。

　というか、国は倒せるものなら倒してくれという主人公的英雄を求めていたのか、願望もあったようで、罰則はなかった。入るのを防ぐようにするための軍の余裕もなかったしな。もちろん、そんなチートじみた主人公的英雄は現れなかった。現実は世知辛いぜ。

　防人は当初はナイフをつけたスチール製の物干し竿を。五年後にスキルレベルが１になってからは魔法で倒していたが。よくよく思い出してみると、スキルレベルゼロの時はショボい手製の武器でよく戦っていたもんだ。

『そういや、地形が三種類あると言ってたよな？　ダンジョンって、どんな風になっているんだ？　ダンジョンを破壊して地盤沈下とか聞いたことないんだけど』

　ぴちょんと天井から水が落ちてくる薄暗い洞窟。特殊なヒカリゴケが辺りをぼんやりと照らし、土が剝き出しで、ゴツゴツした小石が転がる坑道みたいなダンジョンである。雫曰く洞窟タイプだとのこと。

「ダンジョンは空間を歪めてその場所に滑り込むように入り込みます。例えると、プールの中に空気の泡の建物ができる感じです。バンカーミサイルでも破壊可能ですが、破壊したあとは水が入り込み元に戻ります。完全に元に戻りますので地盤沈下は起きません」

『雫はなんでも知っているのな。ん？　なんだよ？』

　なぜか感動した目で見てくるが、なんだよ？

「いえ、先ほどのセリフを口にしたいところですが……。そろそろ戦闘開始です」

　雫は目を細めて、大剣を手に持ち剣先を地面に下ろす。その視線の先にはゴブリンたちがいた。いつもどおりに邪悪な笑みを見せながら、棍棒を手に持ちドタバタと走ってきていた。

　五匹、そしてアーチャーが一匹。後ろで矢を既につがえている。こちらへとゴブリンが来る前に、山なりに上手にアーチャーは撃ってきた。このような直線的で天井が低い場所で矢を射るとは、その腕の良さに舌打ちするしかないと防人は考えるが、雫は平然として待ち構えていた。

　ヒュッと風斬り音がして、矢が目の前まで来るが、その射線に片手を出すと軽く手のひらを揺らす。揺らした手のひらを矢に添えて、その軌道を変えると顔の横を通り過ぎる。髪の毛に矢が掠り、後ろへと力なく落ちていく。素早く次の矢をつがえて、アーチャーは放ってくる。ゴブリンの中でも凶悪な魔物で恐れられているやつだ。だが、接近してきたゴブリンたちを見て、攻撃を止めて通路の奥に姿を消す。頭が良すぎて頭にくるぜ。

「さて、スキルレベル３の力を見せてあげます」

　カララと大剣を引き摺り、目前に迫るゴブリンたちへと、凶悪な光を宿して、口元を薄く笑みへと変えて、雫は足を踏み出す。

「ギャッギャッ」

「ギャッ」

「ゴブッ」

　ゴブリンたちが一斉に襲いかかろうと棍棒を振り上げて来る中で、右脚を強く踏み出して、身体を捻り、両手で大剣を強く握り横薙ぎに振る。ビュオンと振られた大剣から風が巻き起こり、ゴブリンたちを薙ぐ。その小柄な体躯から生み出されるはずのない勢いで、ブレードは全てのゴブリンの身体をあっさりと断ち切った。分断されたゴブリンの身体が空に飛び散り落ちていく。鮮血が舞い、機嫌がよさそうに雫は嗤う。

「シッ」

　僅かな呼気を出して、腰からナイフを引き抜いてアンダースローで通路の奥へと投擲すると、ドサリと何かが倒れる音がした。

「使徒は全部俺が倒すっ！」

　ふんすふんすとご機嫌少女。また、なにやらよくわからないセリフを呟いて再び大剣を担いで歩き出す。

『使徒って、なぁに？　雫さんや？』

「大剣を持った戦士は使徒と戦うんです。あれは未完で残念でした」

『さよけ』

　また、意味のわからないことなんだろうなぁと防人は呆れるが、雫は不満そうにぷっくりと頬を膨らませて返すのであった。

　ズリズリと大剣を引き摺り、アーチャーの死体を横目に雫は通路を歩く。角を何回か曲がり、ゴブリンやホブゴブリンに出会う。が、全て大剣を振り回すことで雫は倒していく。大剣の質量と遠心力からの剣撃は等しく敵を切り裂いてゆく。ホブゴブリンはその力は雫と同等ではないかと思われたが、雫の攻撃は相手の隙を狙うように、タイミングを見計らって防御をすり抜けて倒していった。巨腕をクロスさせて防ごうとしても、身体を沈み込ませて、両足を断ち切り地面に跳ね返すと、くるりと身体を回転させて、返す刀で縦斬りにする。アーチャーはナイフで倒していく。

「攻略者の人数により、魔物はその数を変えるのです。特殊な魔物以外は、ですが。ソロから六人までなら三六匹までですね」

　先頭を走るゴブリンへと蹴りを繰り出して、その胴体をくの字に変えて、後ろのゴブリンたちへと押し出すと、身体が浮くほどに大剣を後ろへと下げ、見かけによらない膂りょ力りょくを以もって、右からのゴブリンへの切り裂き、地面へとぶつかるとその反動で振り上げて、もう一匹。身体を翻し横回転にて竜巻の如く残りのゴブリンをバラバラにする。

『ソロと六人で出現数が同じなら六人がいいじゃん』

　バラバラ惨殺となった現場を見ながら、防人は出る幕ねぇなと暇つぶしに尋ねる。ゲームのような仕様だ。

「明らかにそのような仕様を意識されてダンジョンは作り上げられていますが、これはダンジョンからゲームを意識するだろう人類側への罠です。六人で攻略がよさそうに聞こえますが、実際は休憩時の見張り、大規模戦闘を考えると一個中隊がいいと想定されています。六人で攻略するのは罠ですね。だいたい全滅します」

『俺たち、現在何名で攻略中だっけ？　一〇〇人ぐらい？』

　思い切り今の人数はまずいんじゃね？　雫さんや？

「私たちのような存在なら攻略可能です。まぁ、それで貴重な強者が全滅するから六人は推奨されないのですが。精鋭から先に死んでいく、という言葉どおりですね」

　防人の言葉にふふっと微笑み返す雫。

「ですが、この罠を潜り抜けるほどの力を持たなくては、将来的には先に進めません」

　また腰から早撃ちガンマンのように目にも止まらぬ速さでナイフを引き抜くと、通路の奥へと投擲する。

　先って、どれぐらいの先を見据えているのかな？　回答はしてくれないだろうけど。

「さて、わかりました」

『わかりました？』

　ザラリとした土の壁を雫は手のひらでなぞりながら頷く。

「はい、このマップのパターンがわかりました。あとはボスまで駆け抜けます。だいたい三〇分ぐらいでしょうか。今度は普通にゴブリンキングと戦いますよ、防人さん」

　可愛らしい微笑みで、謎しかない美少女はクスリと笑うのであった。どうやら数十分このダンジョンを歩いただけでマップを把握したらしい。恐ろしい娘だ。

　疾風の如く、立ち止まることなく、雫は迷うことなくダンジョンを走り抜けていた。マップを把握しているとは本当らしく、現れるゴブリンやホブゴブリンをすれ違いざまに切り伏せると、階段を見つけては、数段飛ばしで下りてゆく。

「四階からはゴブリンナイト、ゴブリンシャーマンだけとなります。ここからは全てを殲滅しながら進みます」

　雫は冷酷なる視線で、クスリと獣のように微笑む。

『出会い頭の戦闘のみじゃなくて？』

　これまでは出会った敵だけ倒してきた雫の言葉に防人が確認をとると、コクリと頷く。

「そうです。ゴブリンたちは倒しても意味はないですが、ナイト、シャーマンたちは私たちよりもステータスは高い。逆境成長を狙うチャンスです。二〇〇匹は倒したいところです。ゴブリンキングに会う前に」

『ふむ……時折ステータスポイントが手に入るんだったよな？　どれぐらい？』

　おっさんとしては興味津々だ。ステータスアップポーションを必要としないのであれば、このスキルは有用どころではない。チートレベルだ。

「敵の強さによります。これは推測にしかなりませんが、ステータスの格差が少し離れているだけでも、ステータスポイントが手に入る可能性はあります。逆境成長はそれだけ強力なスキルなのです。ちまちまと低レベルダンジョンを攻略する私たちを尻目に、高ランクダンジョンを攻略できるんです。嫌なやつだったので、あんなやつ酷い目に遭えばいいのにと思っていたら死んじゃいました。高ランクのダンジョンは高ステータスだけでは勝てない証明になりましたので、その死は無駄になりませんでしたね」

『謎が謎を呼ぶ発言どーも』

　どうせ教えてくれないんでしょと、防人が諦めた声で応じるのをサラッと流すと、雫はこの階層のマップを思い出す。外へと魔物が溢れているダンジョンだ。敵はそこらじゅうにいるだろうが、効率的に狩りたい。

「では、参ります」

　ダンッと床を蹴りながら、大剣をガラガラと地面に引き摺りながら駆けて行く。その物音は洞窟に響き渡り、薄暗い通路を進む。金属音を立てながら走る少女に、すぐに魔物は気づいて、ゴブリンナイトたちがワラワラと通路の角から姿を現す。仄暗い中で不気味に嗤う魔物たちを見て、雫は臆することなく接近していく。

「ぎゃぎゃ」

　継つぎ接はぎだらけの鉄板を鎧として着込むゴブリンナイトたち。接近してくる雫を前に、右からの袈裟斬りを繰り出す。その速度は重量のある剣を振るう速さではない。が、雫は薄笑いを消さずに止まることなく突き進む。ブンと音がして、風を巻き起こし振り下ろされた剣を前に雫は足に力を込めて、瞬間加速する。僅かな加速であったが、剣の基本を知るゴブリンナイトの正確すぎる振り下ろしは目算をずらされて、雫には命中せずに、地面を叩く音が響く。

「フッ」

　横薙ぎに大剣を打ちつけると、胴体へとめり込ませる。ステータスの低い雫では大剣で叩き斬ることはできないはずであったが、軋む鎧の隙間にその剣撃は狙い違わずねじ込まれた。隙間にねじ込まれたことにより、繋ぎ合わされた鉄板がバラバラとなり、その巨体は分断された。雫は身体を回転させて、それを蹴り飛ばす。人間を超えた脚力は、砲弾のようにゴブリンナイトの肉体を吹き飛ばし、その奥にいるシャーマンへとぶつけてなぎ倒す。

「ギャウッ」

「はっ！」

　一気に踏み込み、ナイトたちを無視して後列のシャーマンたちへと駆け寄る。その勢いのまま唐竹割りに振り下ろし正面のシャーマンを一撃で倒すと、右足を支点に身体を回転させて、竜巻のように大剣を振るう。

『円陣剣サークルブレード』

　一回転、二回転、三回転と回転は止まることなく、残るシャーマンをバラバラに切り裂き、慌てて戻ってきた前衛のナイトたちをも、その回転により速度をあげた剣撃によって、今度は鉄板ごと断ち切る。ゴブリンナイト五体、ゴブリンシャーマン二体。その全てを僅かな間に倒し尽くすのであった。

　雫は髪をかきあげると、ステータスを見て、機嫌よく微笑む。可愛らしく微笑む視線の先には、今の戦闘結果が表示されている。

『ステータスポイントを１０取得』

「確率的には三匹倒して、５……なるほど、初めてこの効果を知りました。死んだやつは自分の持っているスキルの効果の詳細を分析させなかったのです」

　雫自身、このスキルが有用であるとは考えていたが、予想以上に簡単にスキルポイントが取得されたことに驚いていた。そして、だからこそこのスキルの持ち主が死んだことから、推測していることも当たっていると。このスキルも一見するとチートに見えるが罠だ。あまりにも簡単にステータスが上がることにより、スキルレベルが追いつけなくなり、あっさりと高ランクダンジョンでは死ぬだろうから。

『ねーねー、雫さんは、いつどこで戦っていたのかな？　おっさんに思わせぶりな言葉だけを言うの止めてくれないかな？』

　聞こえるように呟く雫に、幽体の防人は教えてほしいなぁと、おっさんと秘密を共有しようぜと、問うてくるが、まだ教える必要はないので、愛らしく口元をニヨニヨとさせて微笑む。

「ふっふっふっ。ナイショです。謎めいた少女は主語を入れないんです」

　謎の少女のほうが神秘的でいいでしょうと、少女は胸を張る。私にどんどん興味を持ってください。

『やれやれ秘密主義も多すぎると嫌われるぞ？』

「防人さんは嫌わないと信じています。なぜならば私の力は絶対に必要だからです。私が貴方を必要としているように」

　真剣な表情となり、答える。このダンジョン溢れる世界でお互いに力は必要だ。

『ま、そのとおりだ。俺はお前の力が必要だ』

「ふふっ。心も必要だとプロポーズをしてくれてもいいのですが。そこは後々に期待します」

　早くも次の魔物の群れが近づく足音が聞こえてくる。今度は今よりも数が多い。

「最速で最短で攻略を開始します」

　ぎゅうと大剣を強く握りしめて、気を取り直して、前方へと駆け出しながら呟く。

「器用にステータスポイントを割り振り実行」

　己のステータスポイントを使用しながら。

　そうして、ダンジョンの中ではゴブリンたちの阿あ鼻び叫きょう喚かんの声が木霊こだまして、やがて静寂となるのであった。




　しばらくあとに、雫はあっさりとダンジョンの最奥、ボスが待つ扉の前に立っていた。鉄の分厚い扉には冠を抱くゴブリンのレリーフが彫られており、その周辺にゴブリンたちが這いつくばっている構図だ。

『初めてダンジョン最奥に来たんだが………早すぎるぜ』

　本当に雫はあれから三〇分程度の時間で最奥までやってきたことに、防人は驚きを隠せない。ダンジョンはそんな簡単な場所ではないはずなのだからして。

「くっ。想定よりも時間が遅れているな」

『何分ぐらい？』

「……なんでもないでーす。嘘だと言ってよ、防人さん」

　またなにか防人にはわからないことだったらしく、そっぽを向いて不機嫌を装う雫に苦笑してしまうが、可愛らしい美少女なので、そんな姿も絵になると思ってしまう。

「真面目に言いますと、ゴブリンダンジョンは一辺が距離にして五キロの正方形のダンジョンなんです。地形が変わってもそれは変わらず、階段の位置さえわかれば、今のステータスなら三〇分で攻略可能なんですよ。今回はナイトやシャーマンを倒すのに回り道をしましたから、一時間程度かかりましたけど」

『あっさりとステータスポイントが手に入ったよな。２２０か……』

　ナイトやシャーマンを殲滅したことにより、ステータスポイントが大量に手に入ったことに防人は目を細めて驚きを隠せない。こんなに簡単にステータスが上がるなら、敵なんかいないだろうと考えてしまうが、顔をしかめる。

『そうか、こりゃ罠だな。ステータスはこのスキルの特性上チャレンジするダンジョンの雑魚ざこ以上のステータスを持てない。しかも戦闘スキルレベルは上がらないとなったら……』

　人間としては破格のステータスとなるのだ。調子に乗らないわけがない。そして、その末路も簡単に予想できる。

「人類が持つ固有スキルは強力であればあるほど、致命的な弱点があるんです。私の戦闘の才能は、それのみでは役に立たない。防人さんの等価交換ストアは、無手で魔物を延々と長い間倒さなければレベルすら上げられない。平凡なスキルのほうが使いやすい」

『酷い話だ。もしかして、ステータスにも罠がある？　器用に振っているのには理由があるのか？』

　ピコンとモニターが表示されて、現在の雫のステータスが表示される。防人さんの鋭い指摘に、雫はふふっと微笑む。相変わらず頭の回りが早い。




天野雫

　マナ１００

　体力１００

　筋力１００

　器用１００→３００

　魔力３０→５０




「体力が筋力を上回りすぎると、肥満となり動けなくなります。筋力が器用を上回ると自らの身体を操りきれなくなり、筋肉破断が。影響がないのはマナと器用と魔力だけなんです。本来人間のステータスなどは数値化できません。なのでこれは数値の罠です。数値化されたことにより、デメリットが発生しているのです」

『ダンジョン発生は見かけだけの影響じゃなかったってことか。酷え話だなぁ。なら、俺はこうするか』

　防人はその話に呆れてしまう。怖い話だ。あらゆる事柄で罠が仕掛けられている。普通に行動をしていたら詰む。攻略サイトが欲しいところだ。というわけで、魔力に振っておく。




天野防人

　マナ３００

　体力３０

　筋肉３０

　器用３０→４０

　魔力４０→２５０




『ステータスポイントの割り振りねぇ……スキルも酷い罠ばかり。人間は敗北を決定付けられていたのか』

「そのとおりです。スキルの罠に気づいてもどうしようもないこともあったのですが……。それは防人さんと出会ったことで解決しました」

『ふ～ん？　っと、ステータスが反映されたか？』

　幽体ながら、自らの魔力が跳ね上がったことを防人は理解する。雫は慣れているのか、気にしていない。

『ゴブリンキングの総合ステータスが予想値１０００だとすると、ステータスはどれぐらいだ？』

「おそらくは体力筋力器用平均２００、マナは３００前後、魔力１００の前衛特化タイプと予測されます」

『雫さんは魔物図鑑かな？』

「私の頭は一〇万三〇〇〇種の知識を持っているんだよ！」

　やけに可愛らしい声音で、むふーむふーっと雫が息を吐いて愛らしい表情となる。

『へー。すごいんだな』

「ぶーぶー。記憶なくしてもいいんですよ？　まったくもぉ～」

　ふん、と鼻を鳴らすと雫は鉄の扉に手をかけて真剣な表情となる。

「お遊びはここまでです。敵はゴブリンキング。その配下は三五体。全力でいきましょう」

『危険は承知のダンジョン攻略だからなぁ。了解だ』

　覚悟はできている。死の覚悟なくして、ダンジョン攻略はできない。

「ではではとっておきのスキルを使いますか」

　雫はその平然としたいつもの防人に嬉しそうに顔を綻ばせる。防人さんと出会えてよかったと。ここで怖じ気づくパートナーはいらない。

『全機召喚』

　そう呟くと、鉄の扉を開くのであった。







　ゴブリンキングは初めての人間の到来に喜びを隠せなかった。新たに創造されてから、数日。この部屋での待機も飽きてきたが、動くことは許されなかったからだ。意思も凍結されており、時折、侵入者が現れると覚醒する。それがネズミや昆虫の類でも侵入者と判断した。だが、戦いを挑んでくる敵はいなかった。ここまで辿りつく敵もいなかったことに苛立ちを覚えて……ようやく侵入者が現れたことに喜んでいた。

　侵入者はひとり。たったひとりでこのダンジョンの最奥に来るとは、かなりの腕なのだろうと、戦えることに喜びながら、待機している配下に陣形を作らせて、『親衛隊強化』を使用しておく。

　敵の姿が現れるまでの準備はできた。あとは敵を待ち構えるだけだと、部屋に繋がる鉄の扉が開かれていくのを見て、怪訝に眉をひそめる。

「グギャ？　ひとりだったはず？」

　扉が開いた先には小柄な身体の少女と、ヒョロリと背の高い男が黒ずくめの服装で立っていた。ふたりいたのだ。

「予想と違って悪いな。俺たち少し非常識な存在なんだ」

　ヘラリと男が肩を竦めて、散歩での挨拶をするように言ってきて

「宇宙人、超能力者、未来人でクラブを作りたいところですね。ちなみに私は宇宙人推しです」

　ライフルを持った少女も、軽い口調でからかうように言ってくる。

「殺せっ！」

　ただひと言、ゴブリンキングは指示を出した。配下が一斉に動き出し、一糸乱れぬ行動を己の意思で操ってとらせる。

「では、今回は正々堂々といきますね。答えはゴブリンらしくギャッギャッと吠えるだけで結構です」

　少女の言葉に怒りを覚えて、戦端は開かれるのであった。







　防人は大部屋の中を素早く見渡す。一〇〇メートルの広さを持ち、柱も何もない。シンプルな土の地面からなる洞窟の大広間だ。ゴブリンキングの前に盾持ちのゴブリンナイト五匹。剣持ちが二〇匹、ゴブリンシャーマンが一〇匹で、その後ろに鉄のフルフェイスヘルメットの上に錆びた王冠を乗せているゴブリンキングが見えた。

「タワーシールドとは泣けてくるね。あれは、ライフル弾でも貫通できないんじゃないか？」

　体格のいいゴブリンナイトを隠す分厚く細長い鉄の盾を、地面を支えに構えている盾持ちナイト。五体とはいえ、ゴブリンキングの前に立ちはだかり、守っている。呆れながら立つ防人は肉体を持っている。

「大剣は役に立ちませんね。常に切れ味が変わらない魔法の大剣では、攻撃力に難がありますので」

　大剣を地面に放置して、猟銃を構える雫も肉体を持っている。すなわちふたりとも肉体を持っていた。残機スキルの特殊召喚。『全機召喚』である。一日に一回、一時間だけ、ふたり同時に存在することができる奥義だ。デメリットはふたりとも殺されると死亡。ふたりとも現れているので当たり前だが。危険ではあるが、ゴブリンキングを倒すには必要だと雫からの提言に迷いなく防人は了承した。

「殺せっ！」

　再度ゴブリンキングの叫びが聞こえて、一斉に敵は動き出す。

「防人さん、敵はゴブリンキングひとりです」

「あいよ。キングひとりの意思で動くんだろ？」

　鋭い声音で雫が忠告してくるのを頷いて、捻じくれたシャーマンの杖を腰から外して構える。少しは魔法の発動に補正がかかるらしい。

　黒ずくめの男は魔力を集中させて、手を振るう。

「ニャンニャン隊。いでよ」

　その言葉に合わせて、影虎や影猫、そして影蛇たちが防人の影から次々と抜け出てくる。影虎は一〇体、影猫は二〇体、影蛇は二〇体。計五〇体。数での戦いと聞いていたので、事前に用意しておいたのだ。道中でもマナは一切使わず温存し、ステータスは魔力を特化して上げてある。

「ゴブリンたちを片づけろ」

「みゃぁ」

「みゃぁ」

「みゃー」

　シテテテと影虎たちは足音を立てずに、ニャンニャンとゴブリンたちへと駆けてゆく。ゴブリンナイトたちも迫る影虎へと、同じく駆けてきた。

「ムンッ！」

　先頭を走る影虎の頭に、剣を振り下ろしてくる。影虎はその一撃で頭を潰されてかき消えるが、敵を倒したことにより、気を良くしたゴブリンナイトが頭を上げた瞬間に銃弾がめり込み、その頭を吹き飛ばす。

「フニャー」

　影猫が、その横をすり抜けて次のゴブリンナイトの顔に爪を立てて襲いかかる。ゴブリンナイトは慌てて影猫を摑み取ると、その握力で捻り潰すが、その隙に頭に狙い撃ちをされて、身体をのけぞらせて倒れる。

「リロード」

　雫は膝立ちとなり、空薬莢を抜いて、素早く新たなる弾丸を猟銃に入れる。

「銃士を先に倒せっ！　シャーマンよっ」

　次々と銃弾に倒れていくゴブリンナイトを前に、ゴブリンキングが手を振るい、唸るように指示を出すと、シャーマンたちは杖を翳して、火球を生み出すべく詠唱を開始し始めた。しかし、空を裂き防人の魔法が放たれてシャーマンたちに向かう。

『火槍フレイムランス』

　詠唱中であったために無防備となっていた三体のシャーマンたちの胴体に、三メートルの長さを持つ炎でできた槍が突き刺さり、瞬時に燃やしていく。

「対抗魔法！」

　手を振るい、ゴブリンキングは敵の魔法を打ち消すために叫ぶ。

『魔法破壊マジックディスペル』

　シャーマンの数人が火炎の槍へとマナをぶつけて、その構成を打ち消す。残りのシャーマンたちは詠唱を終えて、魔法を完成させて、杖を向けてくる。
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『大火球ビッグファイアボール』

　未だに影の使い魔たちに翻弄されて、接敵できないゴブリンナイトたちの頭上を飛び越えて、大火球が飛来する。二メートルほどの四つの火球は空気を熱しながら、防人たちに襲いかかるが、雫はナイトを狙い撃ち、微動だにしない。その前に防人が立ちはだかり、パチリと指を鳴らす。

『氷結障壁アイシクルシールド』

　手のひらサイズの氷の障壁が四つ。火球の前に現れて防ぐ。爆炎が命中したことにより、爆風が巻き起こり防人たちの被るフードやローブ、影法師を打ち消す。防人は魔力の上昇により、精度も威力も、何より発動と操作性が大幅に上がったことを感じていた。例えるならば、ガチガチの粘土が水のように流れるような滑らかさを得て、ゲームのキャラのようにこちらの意思どおりに簡単に操ることが可能となっていた。そのため、小さな小さな氷の盾でも、敵の魔法をあっさりと防ぐことができたし、敵が使った今のマナを扱う魔法も模倣することが可能となっていた。激しい熱気が防人たちの顔を熱するが気にせずに、ニヤリとナイフのような笑みを浮かべて指を振るう。

「いいもんを見せてくれてありがとうよ。『魔法破壊マジックディスペル』」

　その指先から波紋のようにマナが吹き出し、爆炎を一瞬のうちにかき消す。フッと笑う防人だったが、顔をしかめる。

「これ、マナをそのままぶつけるから、消費半端ないのね」

　魔法破壊を放った途端にマナをごっそりと削られてしまったのだ。なにこれ、使えないじゃん。普通の魔法で対抗したほうがいいじゃんね。

「スキルなく初めて見た魔法を真似できる貴方が頼もしいとともに、恐ろしく感じちゃいます」

　雫がププッと面白そうに笑みを見せて、これはスキル必要だったのと、防人は意外に思う。たんにマナをぶつけるだけじゃん。

「それができないのが、普通なんです」

　チョロチョロと絡む影虎たちを排除しようと、ゴブリンナイトたちが右往左往する中で、引き金を引き、また一匹撃ち抜く雫。

「さよけ。ま、使用できるんだから、いいだろ。使い道なさそうだけど。それに対抗できる方法はあるぜ」

　腰につけた使い捨ての数本のナイフを指の間に挟み込み、顔の前に持ってくると、防人は新たなる魔法を使う。

『火槍付与エンチャントフレイムランス』

　ナイフを軽く放り投げると、その刀身は炎の槍に包まれて宙に浮く。

「火槍は遠隔操作可能。付与もできるみたいだし、これならどうかなっと」

　クイッと人差し指を振るうと、火槍はシャーマンたちへと加速して向かう。

『ま、魔法破壊マジックディスペル』

　ゴブリンシャーマンたちが、青ざめて対抗魔法を使うが、鋭角な軌道を描いて火槍はその魔法を回避する。

「ナイフを核としているからな。鋭角な軌道をしても集中は切れにくいんだぜ」

　タクトのように指を振り、ゴブリンシャーマンたちの魔法を回避させて、その胴体に命中させていく。苦悶の表情を浮かべてゴブリンシャーマンたちは燃えていき、その身体から火槍は抜き出されて、再び宙に浮き他のシャーマンたちへと襲いかかって燃やし尽くす。

「盾持ち！　シールドにてかき消すのだ！」

　その火槍を信じられない思いでゴブリンキングは見ながら、盾持ちを自身の周囲に集める。

『オーラシールド』

『魔法破壊マジックディスペル』

　盾を構えて、身構える盾持ちナイト。頭上に火槍が迫るので、慌てて赤いオーラを纏わせた盾を掲げて防ごうとして、

『ハイパーリローダー』

『アーマーブレイク』

　その隙を雫は見逃さなかった。猛もう禽きんのように鋭い視線にて、尽きぬ銃弾の嵐を撃ち出す。薄い鉄板程度の鎧なら簡単に破壊する銃弾に、漆黒の粒子を纏わせて。

「ふふっ。ついに新人類になりましたか。次は行きなっ、ダガーと叫んでくださいね」

「雫さんや、なにげに操作中は集中するので無理です」

　火槍を気にすれば銃弾が。銃弾に注意を向ければ火槍が。と、ゴブリンナイトたちはその連携の取れた攻撃に翻弄されて次々とやられていった。ふたりは軽口を叩き合いながら敵を倒していく。ドサリとゴブリンナイトたちが倒れ伏し、残るはゴブリンキングのみとなる。

「お、おのれっ！　こんなことで！　『ソニックスラッシュ』」

　憤怒のゴブリンキングは大剣に武技をまとわせて、衝撃波を刃の形へと形成し、雫たちへと目掛けて振るう。音速の衝撃波が刃となって、目の前まで迫りくるが、バチリと弾けて霧散する。

「な!?」

　絶大の自信を持って放った一撃が打ち消されて、動揺するゴブリンキング。それを薄ら笑いとともに防人は指を振る。いつの間にか完全に透明な氷の障壁が張られていた。一瞬の内に発動させていたのだ。

「おかわりだ。どうぞお食べ」

　火槍付与を新たに腰から抜いたナイフにかけて、ゴブリンキングに向かわせる。だが、ゴブリンキングは闘志を失わずに、牙を剝いて剣を振るう。

「舐めるなよっ！　『闘気剣オーラソード』」

　目の前まで飛来した火槍を赤いオーラを纏う大剣にて、ひと薙ぎで破壊すると、闘志を剝き出しに駆け出してくる。

『火球ファイアボール』

　接近してくるゴブリンキングに防人は片目を細めて火球を撃ち放つ。

「舐めるなと言ったぁ！」

　同じように切り裂こうとゴブリンキングが大剣を振るおうとするが、

「いやはや、舐めてはいないよ？　『吹き荒れろ』」

　指を下に防人が振ると火球はゴブリンキングの目の前で爆発して逆巻く炎となる。逆巻く炎はその身体を燃やそうとするが、

「があっ！　『咆哮ハウリング』」

　立ち止まり足を踏ん張り身体を反らし、咆哮にてゴブリンキングはその波動を打ち消す。

　チュイン。

　そして、その隙を狙い、ヘルムのスリットに滑り込むように漆黒の銃弾が滑り込んだ。

　ゴブリンキングは目を貫かれて脳まで破壊の嵐は吹き荒れて、ガクリと膝をついた。そしてそのまま大剣を取り落とし、血をヘルムの中から垂らすと、ズスンと倒れ伏すのであった。

『ハイパーブリッツ』

　猟銃から硝煙を流し、雫は冷徹なる視線で空薬莢を捨てて、フッと笑う。器用の高さは正確にして未来予測のできる射撃を雫にもたらす。僅かでも隙を見せれば、雫は銃さえあれば確実にゴブリンキング程度なら倒せるようになっていた。

「だから、来世はゴリラになったほうがいいと言ったんですが」

「まぁ……あれだ。完全勝利？」

「完封できましたね、防人さん。マナは空っぽとなりましたが。銃弾も残り数が厳しいです」

　ふたりは息の合ったコンビネーションにて、あっさりとゴブリンキングを倒したことに笑い合う。実際は紙一重の戦闘でもあったのだが。マナが満タンでなければ、戦いたくない相手だ。

　なんにせよ、初めてのダンジョン攻略を終えたふたりであった。




　ゴブリンキングたちを倒した防人たちは、キングたちのコアを回収して、辺りを見渡す。薄暗い大部屋には死し屍し累るい々るいと動かないゴブリンたちの死骸と、ほとんどやられてしまった影虎のみ。ミケは生き残ったらしく、みゃぁと可愛らしい鳴き声を上げて、顔を前脚でこしこしと洗っている。なぜか、ミケだけは個別判断できるので、特殊な個体にも見えてしまう。その中で、防人は周囲を見渡して、疑問を口にする。ゲームのように奥に扉があって、その中にダンジョンコアが神秘的な輝きを見せて宙に浮いていると思っていたのだが、そもそも扉がない。

「ダンジョンコアは？」

　予想と違う結果に、キョロキョロと戸惑うが、雫は冷静に片足をもう一方に絡めて、手も頭上で絡めて立つ、というわけのわからないポーズで、むふんと幼いたい気けな子どもっぽい笑顔で返してくる。

「ドドドド、真実というものを教えてやろう、防人さん」

「あぁ、早く教えてくれ」

　やけに真剣な表情で少女は語ろうとしていたが、不機嫌になり顔を背けて、へんてこなポーズを解く。

「もうすぐですよ。ほら」

　雫は人差し指を広間の中心に向ける。と、漆黒の粒子を火花のように撒き散らす魔法陣が地面に描かれると、その中心から僅かに透明度のある光を奥底で光らせる三メートルほどの六角形の水晶が浮かび上がってきた。なかなか凝っているイベントだことと、初めて見るダンジョンコアを見据える。その中心が僅かに光る漆黒の水晶。相変わらず見かけが悪いと思うが、感動はある。なにしろ二〇年以上ダンジョンで戦ってきたが、ダンジョンコアを見るのは初めてだ。

「感動で私の胸で泣いていいですよ？　よしよしと聖母のように頭を撫でてあげますので」

「もう少しクッション性が上がったらな、痛ぅ、まて、蹴るんじゃない！」

　肌触りのよさそうなつやつやな頬を膨らませて、ローキックを放つ美少女に苦笑を浮かべて頭を撫でてやる。滑らかな髪の毛がいつまでも触っていたくなる感触であったが、

「ふふふ。撫でぽというやつですね。いいですよ。ポッて擬ぎ音おんを口にしてあげます。ポッポッポッ。クルッポッ～」

「鳩かよ。で、このダンジョンコア。いかにもな雰囲気があるんだが？」

　機嫌を良くして、グリグリと頭を押しつけてきながら、鳩の物真似をする愛らしい娘に、笑いながら尋ねると、雫は真剣な表情へと戻り口を開く。

「触ればわかります。触ってみてください。ひとりしか触れませんので」

「ふむ？」

　その真剣な表情に、防人もふざけるのをやめて、ダンジョンコアに手を伸ばす。するとすべすべして、ひんやりとした冷たい感触が返ってきたが、すぐにダンジョンコアは黒い粒子となって、防人の身体に吸い込まれていった。

「……どうですか？」

　雫の珍しく緊張を見せる問いかけに、首を捻りながら、何もないと答えようとして、

『ダンジョンコアＤを入手。ストアに保管されました』

　と、頭にログのように表示されるイメージが伝わってきた。どうやら自動でストアが吸収したらしい。珍しいことだ。

「等価交換ストアに吸収されたな。一覧を呼び出してみるか？」

　なぜ自動なんだろうと思いつつ、雫へと顔を向けると、

「よかった……。それが一番の懸念材料だったんです」

　キュッと俺の腰にしがみついて、か細い声で雫は呟いた。不安げなその声音から、安堵の気持ちが伝わってきたので、とりあえずもう一度頭をそっと撫でてやる。いつも本当の感情を見せない娘だ。秘密も多いし怪しいが、俺のパートナーには優しくしないとな。

「そこは、キスをしてきてもよいですよ？」

「おっさんの精神を試さないでくれっと？　なんだこれ？」

　途端に真剣な表情から、小悪魔的なスマイルで、舌をぺろっと出す雫。苦笑いを返すが、周囲の光景が変わっていくことに驚く。広い洞窟内は地面も仄かに光る天井も、全て虹色になって歪んでいく。

「ダンジョンコアがなくなったことにより空間が元に戻っていくのです。聞かれる前に答えますが、中にいる魔物は全てコアとなって排出されます。宝箱も合わせて。優しくない仕様ですので、地上に山となるので、他の人に奪われないように気をつけないとですね」

「独り占めならいいが、階層が深くなるごとに、その仕様は困ることになるな。まぁ、そこはなんとかなるか」

「ですね。それでは私は眠ります。自宅についたら、ストア一覧を見せてくださいね」

　可愛らしくウインクをして、再び雫の肉体は薄れていき眠りにつく。またあとでなと、俺も頷き、目の前が光に包まれて、気がつくと地上に立っていた。傍らにはゴブリンキングたちの死体と無数のモンスターコア、そしていくつかの木箱だ。自分で倒したモンスターは死体となって残るらしい。

「優しい仕様なんだか、厳しいんだか……。とりあえず持って帰るか。……ミケ、お前たちの背中に載せるからな」

　影法師で風呂敷を創り出すと、コアや木箱を集め、目ぼしい物を手に入れて、防人はようやく帰途につくのであった。







　ペントハウスに風呂敷に包んだコアやら大剣、鎧やらをミケたちに運ばせて、防人はリビングルームにて、ダンジョンコアと交換できるアイテム一覧を見て、険しい表情をしていた。

「スキルレベルアップポーションか……」

　信じられない思いだった。交換できるアイテムの中で驚きの物を見つけて、知らず知らず険しい表情で唸ってしまう。

　そこには、こう書いてあった。

『スキルレベル３専用一〇％アップポーション』

『スキルレベル２専用五〇％アップポーション』

『スキルレベル１専用一〇〇％アップポーション』

　そこには、スキルレベルを上げるためのポーション一覧が表示されていた。どうやらこのポーションを複数使えばレベルがアップするみたいだ。

「ダンジョンコアからはこれらのポーションがもらえると？」

『そうですね、レベル３ならダンジョンコアを一〇個手に入れれば上げられます』

　なんでもないように幽体となった雫が言うが、俺は騙されんよ。これはそういうものなのか？

「雫、ダンジョンコアと接触した際に、このポーションは必ず手に入る、わけじゃないよな？」

　目を細めて、このボーナスアイテムの正体を探る。そんなに優しいアイテムがダンジョンにあるとは到底思えない。

『鋭い指摘ですね、防人さん。そのとおりです、ダンジョンコアのプレゼントは罠です。今までと同じように。これからもそうであるように』

　雫はからかうように、身体を舞うように回転させながら答える。予想どおりの言葉で。

「もしかして、この一覧全て、いや、その一部でもいい。これらの中からランダムでもらえる？」

　ストアにはずらりとスキルやアイテムの一覧が並んでいる。ざっと見ても一〇〇〇〇種類はある。これらから一種類？

『いえ、これはストアの一覧です。通常は、固定されたレベルアップ系統ポーションやステータスポーションなどの推定一〇種類とランダムに二〇種類のアイテム、スキル。ダンジョンコアは、クリア報酬としてそれらのどれかに変化します』

「ずいぶん気長だこと。レベルアップポーションを手に入れるために何回ダンジョンを攻略しなくてはならないのか……それでも、数十年延々と戦闘を続けてレベルアップするよりマシかぁ」

　俺みたいに非効率的な戦闘をして、レベルアップをするために数十年戦い抜くのは馬鹿らしいってことになるんだよなぁ。

『そうでもありません。ダンジョンコアはダンジョンひとつにつき、ひとつ。レベルアップポーションを求める者は大勢。そして……』

「ランダムにスキルがつくんだな？　これらのスキルが」

　言い淀む雫へと腕組みをして、ソファに凭れかかりながら確認する。アイテムだけではない。種々雑多な固有スキルから普通のスキルまで様々だ。

『そのために、ポーション以外は余計なスキルをつけても大丈夫な生いけ贄にえ代わりの人間が同行して、クリア時にダンジョンコアに触ります』

「低レベルダンジョンならそうだろうな。だが高ランクなら、そんな余裕はない。そうだろ？」

　生贄の部分には引っ掛かるが、安全にアイテムを取得するには合理的なのは否めない。なぜ、生贄が必要か、ピンときたぜ。ダンジョンコアがスキルを付与するような能力を持っているなら垂すい涎ぜんの代物だ。だが……。罠だな。

「筋肉＋１００効果の筋力増強、体力＋２００効果の体力増強。……こんなもんがつくのか？」

　スキル一覧にあるステータスアップの固有スキルを見て顔を引きつらせてしまう。こんなもんをつけていくと、ステータスを簡単に上げられない人類は詰むぞ。しかも、高レベルのスキル保持者だと、ますます詰むぞ。たしか体力や筋力は同じ程度の数値でなければペナルティとなるはず。

『そのとおりです。この……ここは……え～と、スキルをつけさせる人間を伴ってのダンジョン攻略はＢランクが限界。そのあとは自身の運にかけて、攻略を進めないといけないんです。生贄を守る余裕がなくなるので。そしてスキルですが、戦士が物理攻撃大幅ダウンの代わりに魔法威力アップとか、守備力アップの代わりに俊敏を失うスキルを、素早さを自慢としていた剣士についたりとか』

　罠だらけなんですと、雫は顔をしかめて教えてくれるが、予想以上に酷い。そんなのは無理ゲーとしか言えまい。

『その罠を超えて、さらなるランクを攻略しようとしても……出で鱈たら目めなスキル構成と上がらないスキルレベルが絶対に足を引っ張ります。ゲームと違って、もはや先に進めない状況となるのが現状だったんです』

「なるほど、バッチリのスキル構成でなくても、普通の構成すらも無理、と。そうなると難易度の高いダンジョンはクリア不可能と」

　罠だらけだな。そして、その罠にかからない人類がいると。すなわち俺だ。等価交換ストアにダンジョンコアは吸収されてしまった。こちらに干渉しようとしても、等価交換ストアが盾となった。強くなることのみを求めたおっさんのスキルがダンジョンコアに対抗できたのだ。

『そうです。貴方の重要度がわかりましたか？　私は貴方を必要としています。その力を。きっと私たちは強くなる。誰よりも。何よりも。それが私の望みです』

　佇まいを変えて、真剣な表情で言ってくる雫に、防人はなるほどと理解した。そんなことがねぇ。

「真面目だな。だが、力をつけるだけじゃ駄目なんだ。人類を救う救世主の手伝いもしてもらうぞ？　パートナー」

　ニヤリと笑い、人差し指を防人はくるりと回す。俺も雫の力は必要だからな。目指すは救世主だし。

『もちろんです。私たちはパートナーですからね』

　ふふっと嬉しそうに少女は微笑む。花のような笑みを浮かべて微かに小首を傾げる雫は美しかった。その顔に僅かに見惚れながらストアの一覧を指差す。

「で、最強のスキル構成を目指す雫さんや。次なるスキルは何を取得する？」

　からかうように言うと、雫はすぐにヘニャリと力を抜いて、フフンと胸を張る。

『『闘気法オーラ最大効率変換』。マナを闘気へと無駄なく変換できる機能です。通常はマナを闘気に変換するとかなりのロスが変換時に発生するのですが、このスキルならばほとんどロスは発生しなくなります。闘気術のスキルも同時にもらえますし。このランクで一番取りたかったスキルで……』

　ふふっ、と雫は獣のように嗤う。さらなる力を得ることに目の前の少女は嬉しそうだ。良きかな良きかな。

『通常弾程度なら、致命傷にはならなくなるスキルですね。きっと、私たちなら鋼よりも硬い『闘気オーラ』を武技にて纏うことができるでしょう』

「そりゃいいね。それじゃあ、『闘気法オーラ最大効率変換』」

　やはり限定一と書いてある固有スキルだ。迷わずに取得することにする。いつもよりもさらに禍まが々まがしい感じを与えてくる漆黒の粒子がストアから立ち昇って防人を包み込む。使い方は頭に叩き込まれて、すぐに理解した。

「しばらくは闘気とかいうスキルの力を練習しないとな。市場を経営する傍らの暇潰しにはちょうどいいだろう」

　ダンジョンコアの秘密もわかったことだしな。そろそろ経済を復興させてみよう。簡単なところからな。市場作り始めるか。







　青空が広がり、そろそろ梅雨明けとなりそうだと、陽射しに目を細めて、防人は眼下の様子を見る。

　窓ガラスは割れるか、ないか、汚れて透明度がまったくない廃墟ビル。その中は埃が積もり、黒い染みが残っていたりして、混乱した昔を思い出すように、乱雑に椅子やらビジネスデスクやらが転がっている。家屋は過去の火事にて燃え尽きて、焦げて半ばから折れた柱だけが侘しく残っているものや、残っていても玄関扉はなく、床には雑草が生い茂り、もはや床か地面かも判別できない物が多数だ。コンビニなどの店舗は商品などあるわけがなく、ステンレス製の棚だけが倒れ積み重なっており、なにもない。時折、ネズミが顔を出して、チョロチョロと走り回っているのが見え、草むらからは虫の姿もある。その影には魔物の爛々と光る目が見える。この光景を見て、かつての東京だと信じる者はいないだろう。もはや、昔のダンジョンが現れる前の姿を知るものも少なくなったが。

　廃ビルの屋上にて、それらの見慣れた光景を眺めると、防人はフッと笑って下りてゆく。屋上にいた理由はもちろんハードボイルドなおっさんなので。屋上で崩壊した街並みを見ながら佇むおっさんって、ハードボイルドだよな。

「さて、少しでも変わればいいんだけどな」

　これから、市場を建設するのだ。きっと面白いことになるだろう。

『大丈夫ですよ、防人さんが考えたことですから』

「根拠なき信頼は信用できないぜ」

『その根拠はこれから見せてくれると信じています』

「順番が逆ですよ、雫さんや」

　ふわりと浮いて悪戯っぽく微笑む雫と軽口を叩きながら、下りきってビルから出る。外には遠目に見えた人気のない廃墟と違い、別の光景があった。活気のある人々が忙しく働いている姿が。元駅ビルの廃墟に集まっていた。

「棚はこれを持ってくればいいのか？」

「幟のぼりって、これでいいの？」

「商品って並べる？　並べないのか？」

　店舗の壁の汚れを取り、中では埃を箒で片づけて、雑巾でせっせと拭く人々。倒れた棚を外に運び出す。市場を作るという目的で、みんなは笑顔で働いていた。そろそろ初夏に入る中で、暑さに汗をかいて嬉しげに。

「大木君。この棚をお願いね」

「この机も運んでくれ」

「放置自動車をどけておいて」

「俺は大木じゃねえし、自動車はひとりじゃ無理だから！」

　どこかの大柄な男が、みんなにこき使われていたが、気にすることはない。この間のスタンピードの罰として信玄がきつい仕事を割り当てているのは知っているしな。あいつ、かなりきつい仕事をやらされているけど意外と体力あるが、なんのスキル持ちなんだか。

　活気が廃墟街にあるなど初めて見たかもしれないと、多少喜ぶ。この店舗内には偶然にもコアストアが見つかったので、ここを市場の初めの場所とすることにしたのだ。信玄コミュニティと防人のビルの途上にあるので、急遽拠点として建設もしている。

「よう防人。順調に市場はできているぞ」

「場内市場なら、雨が降っても大丈夫だしな。順調で何よりだ」

　今日は現場監督な作業ヘルメットを被っている信玄が手を上げて挨拶をしてくるので、挨拶を返しながら、順調な建設を見て嬉しく思う。元々巨大な駅ビルだ。来ない電車を待つ錆びた線路が放置されて、階層の多い巨大な駅ビルは、かつての混乱を示すように、バリケードが作られている。ほんの少し前までは、多くの物陰や奥まった通路に凶悪な魔物たちが潜んでいる、危険極まりない場所だった。現在は武装した部下と影虎たちが見廻って根こそぎに掃討しており、安全を確保しようとしている。駅ビルは敷地面積が広く市場とするにはちょうどよい。

「さて、物は用意してあるのか？」

　片づけられていく店舗を横目に見ながら、相変わらずの黒ずくめの姿で歩いていく。

「社長どーも」

「おはようございます」

「今日はすいとんですよ」

　周りの人たちが挨拶をしてくるのを、適当に手を振りながら歩いていく。倉庫として区切られている場所に着くと、段ボール箱がいくつも積み重なっており、人々がその中身を確認している。

　痩せた野菜たちだ。萎びた白菜やキャベツに、ゴボウと見間違う人参や、大根。謎の燻製肉はラインナップから外してほしいです。廃墟街にしては大量の食料品だ。その横にゆらゆらと尻尾を揺らす猫娘が立っている。

「お、来たな、防人。あちしの腕前を見たか！　こーんなにたくさんの食料品を買い込んできたにゃ」

　手を広げて自慢げに猫耳をピクピクさせる花梨に、肩を竦めて返す。今回のじゃが芋は全て食料品に変えたのである。花梨にそうするとお願いしたのだ。

「かなりの量だな。よくこんなに集めたもんだ。外街に流す予定だったやつか？」

　二四万円にしてはかなりの量だ。予想よりも二倍近い数の段ボール箱が積み重なっている。その全てが野菜と塩なのだろう。質は悪いが。昔ならば捨てられる質だが、今は貴重な品だ。

「こっちは本来は捨てられる筈の野菜だにゃ。少し融通しても問題ないレベルにゃんこ」

「言い方が微妙だな。本来は外街の顔役に流される予定だったんじゃないのか？」

　外街には多くの力を持つ集団がある。昔はヤがつく集団であったが、単純な暴力集団はあっという間に雨後の筍たけのこのように生まれて、入れ替わり喰らい合って新たなる集団となった。戦国時代のように部下を集めて、縄張りを形成している。彼らは内街から流される物のいくつかを支配している。本来は受け取る予定であった食料品が手に入らなかったら、きっとよくない反応を返してくるに違いない。

「外街に流される物は膨大な量だし、予定量もあってないもんだにゃ。そんなに気にすることはないと思うにゃよ」

　頭の後ろ手に組んで、簡単に言う猫娘に苦笑をしてしまう。

「だといいんだけどな。市場を荒らされるのは困る」

　花梨は気楽に言うが、どうかな。ここから一番近い外街の縄張りを持つやつらは面めん子つを潰されたと考えるか、自分の物だと考えてちょっかいをかけてきそうな予感がする。

「チンピラ程度なら、廃墟街のやり方を見せりゃいいだろうが、考えても仕方ないことだよな。それはあとで考えればいいだろ？」

　信玄も気楽そうに段ボール箱の中を覗きながら言ってくるが、花梨と同じ意見か。

「……そうだな。廃墟街のやり方が外街とは違うことを教えてやるとするか」

　外街のやつらならたいしたことないだろうし、問題ないか。……考えすぎかぁ？　だが、外街とは潜ってきた修羅場が違うと自信を持ちすぎるのは危険だ。

「よし、それじゃあ市場を開く。宣伝よろしく」

「了解だ」

「にひひ。楽しみだにゃん」

　周囲で働く人々もこちらを注視してくるので、肩を竦めて周りを見る。初めての廃墟街の市場だ。人が集まればいいけどなぁ。監視の黒猫でも増やしておくか。念のための保険はいくらあってもいいからな。







　一週間後……。

　三人の人間が廃墟街を歩いていた。中年の男女と幼い女の子だ。普通なら出歩く場所ではない、魔物や盗賊が歩き回る世界で。廃墟街とは、食い物を奪い合い、命も奪い合う。倒れていたら、身ぐるみはいで、暴力が支配する単純な弱肉強食な世界だ。なので、そこに住まう人々は警戒心強く、人をなかなか信用しない。そんな人々だが、最近は少し変化があった。

　綺麗な水が手に入るようになったのだ。スライムを倒すことにより、コアストアから手に入るようになった。今までは雨水を沸騰させて飲んでいたのだが、それでも雨水なんか溜めるのにも限界がある。病気にならないように祈りながら汚水を濾ろ過かして飲んでいたのだから、大きな変化だ。大鼠を倒すことにより、コッペパンまでもが手に入るようになった。多少は食べ物を手に入れることが可能となり暮らしは楽になった。あくまでも多少だが。

　汚れた服装を着込んだ男は子どもの手を引き、キョロキョロと忙しなく辺りを見渡して、噂の場所に行く。最近、そこかしこで噂されており、真偽は定かではないが、行って見ようと決意した。

「あなた、本当にここに市場なんかあるの？　外街でもないのに」

　不安そうに尋ねてくる妻に、自分自身半信半疑だと顔を歪める。

「わからないが、本当かどうかは確かめにいかないと。コアを交換してくれるらしいからな」

　大鼠を倒せるといっても、たまに一匹倒せればいいぐらい。スライムは比較的簡単に倒せるが水だけでは腹は膨れない。

「この間、解体工事で仲間が死んじまったから、あの現場にはしばらくは近づかないようにしないといけないしな。噂が本当なら飯が食えるぞ」

　外街で一日配給券一枚でビルの解体工事を男はしていたが、雑に解体工事をしていたので、ビルは崩壊。仲間の何人かは潰された。なので、男は急いで逃げ出した。なぜ、逃げ出したのかというと、隣の家屋も崩落に巻き込んだからだ。その場合、どうなるか？　答えは簡単だ。廃墟街の連中にその責任を押しつける。自分たちで雇っておきながら、不法侵入した者たちとして犯罪者として、スケープゴートにして、捕まえさせて……あとは悲惨な結末へと至る。侵入した魔物を殺す際の囮から、強制的な奴隷のような仕事、非合法な仕事まで。命がいくつあっても足りなくなる。廃墟街の人間のせいではないと理解していても、身分証明書のない人間は暗黙の了解で最後まで利用されるのだ。そのため、解体工事の現場からは潮を引くように、廃墟街の人々は逃げ出してしまった。そうして噂を聞いた男は、この場所に恐る恐る来た。

　元駅ビルを市場へと改装したらしい。ハブステーションとしてかつては栄えていた駅ビルの周辺にビルが建ち並んでいる。そのビルを利用して簡易的な壁を築いて、拠点としているようだった。小さな廃墟ビルの屋上では弓を持つ兵が見張りをしており、薄い鉄板の扉が駅ビルへの道を塞いでいる。だが、その扉は開いており、自分たちと同じような立場のやつらがキョロキョロと警戒しながら中へと入っていく。

　男は再度警戒心を強く持ちながら、同じように中へ入っていく。金目の物など僅かしか持っていないが、それを狙うのが廃墟街の住人なのだから。門番はこちらをちらりと見るだけで、誰すい何かをするわけでもなく立ったままだった。

　そうして、中に入ると……。

「あなた、これ？」

「あぁ、なんだこれは」

　扉を超えた先には、目の前には、活気溢れる人々が歩き回る姿があった。

　廃墟街ではあり得ない光景。この世界の片隅に生きる人々には縁のない世界がそこにはあった。

　活気のある世界。廃墟街では見ることができないと思われた光景。人々が歩き回る姿がそこにはあった。笑顔とはいかないが、それでも疲れた顔ではなく、次なる行動を考える余裕がある表情があった。

　妻と幼い子どもを連れた男は恐る恐る周りを窺うかがう。廃墟ビルの瓦礫に座っている人々が銅の器に入っているスープを食べてお喋りをしている。外で飯を食べるには、腕で隠して顔を俯けて、誰にも食べられないよう警戒しながらなのが普通であるはずなのに。

「普通じゃないぞ？　ここは」
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「あなた、あそこが市場じゃないの？」

　駅ビルは目と鼻の先、駅前の通りを抜けた場所にある。数十年経過して古い建物ではあるものの建物自体がしっかりとしており、崩れることはない。火災などの被害は受けなかったのだろう。元は宣伝用の幟だったのだろう黒い布切れが虚しくはためいている。もはや使う者はおらずに、人の出入りはなく、ただ墓標のように聳え立つだけのはずであったのに、人の出入りがある。

　幟が入口に立っており、荷物を持って人々が出入りしている。野菜がちらりとその荷物から覗いて見えて、そそくさと近くのビルに移動していた。どうやらそこに住んでいるみたいだ。幟には「コアの買い取りします」と書いてある。

「あそこがそうなのか？」

「そうみたいね、行ってみましょうよ」

　中に入ると、大勢の人が並んでいる。コアを抱えている者が大半だ。円と交換もしているのが目に入る。廃墟街では珍しい。その周りには野菜や燻製肉を売っている店主がいる。しばらく待つと、自分の番が来てニコニコと笑顔で受付の女性が頭を下げてくる。受付といっても、フロアの奥に組み立て用の長机が置いてあるだけの貧相なものだ。パイプ椅子に座っている受付の女性が、コアの買い付けをしてくれているようだ。

「ようこそ、天津ヶ原市場へ。コアの買い取りですか？」

「あ、はい。コアの買い取りをお願いします」

　背に背負ったナップサックから、コアを取り出す。スライムや大鼠のコアだ。結構たくさんある。この市場でコア交換ができると聞いて、ここに来る前に妻と力を合わせて集めたのだ。だが、どの程度交換してくれるか不明だ。なにしろ、そこらへんを探せばすぐに見つけることができるスライムや大鼠のコアだ。コアストアで交換できる物でもあるが、値段がつくとは思えない。

「Ｇランクコア一個で五円。Ｆランクコア一個三〇円となります。交換を致しますか？」

　どうやら交換できるらしい。横にいる妻へと顔を向けるとコクコクと焦ったように頷き、早く交換してと、アイコンタクトをしてくる。早く交換しないと、コアの交換をしてくれなくなると思うように。

「はい。全部交換でお願いします！」

　本当に交換できるらしい。妻の同意も得られたので、リュックからコアを取り出す。ザラザラとコアを積むと、受付嬢はニコリと小首を傾げて、手に取って手早く数え始める。

「えっと、Ｇランクコア一二二個六一〇円、Ｆランクコア一一個三三〇円で九四〇円となります」

　ジャラリと小銭が差し出される。五〇〇円玉一枚、一〇〇円玉四枚、一〇円玉四枚。

　おぉ、久しぶりに見た通貨に慌てて受け取り、小袋に仕舞う。この四日間で稼いだにしては、かなりの稼ぎだ。そそくさと小袋を握りしめて立ち去る。周りを見て、このお金が奪われないようにと注意するが、同じように交換している人たちは大勢おり、自分自身を注視していないことにホッと安堵する。このお金は何に使おうかと、戸惑いながら歩く。手の中に握りしめている小袋が熱く感じるぐらいに大事に思う。

「何に使うの、あなた？」

「うん……何に使おうか？」

　お金を持っていると知られれば、奪われる可能性がある。こっそりと隠しておくか……。

「おとーさん。お腹空いた」

　ずっと静かにしていた娘が、珍しく裾を引っ張ってお願いを口にする。危険なので、人がいる間は声を出さずにひっそりと隠れるようにしておくよう言い聞かせていたのに珍しい。

「おとーさん、周りの人たちみんな、なにか食べてるよ」

　まだ六歳になったばかりの、こんな廃墟街で奇跡のような確率で育っている愛しい娘が、キョロキョロと周りを見て言ってくる。そこで改めて周りを見る。視し野や狭きょう窄さくになっていたのか、少し離れたところで人が集まっているのに気づく。みんなはワイワイと屈託なく笑顔で何かを食べていた。離れた場所では、何か呼び込みをしている。野菜などが売っているだけではないらしい。

「すいとんですよ～。一杯五〇円。すいとんですよ～」

「お好み焼き～。キャベツチビッと、ソースもチビッとですがお好み焼き一枚で一〇〇円～」

　なるほど店だ。寸胴鍋にグラグラとすいとんが煮られており、鉄板の上ではお好み焼きが焼かれていて、ソースの匂いが漂ってくる。子どもの頃は嗅いだことのある懐かしい匂いだ。

「あなた……」

「おと～さん？」

　妻と子どもが期待の目を向けてくるが、貴重なお金なのでどうしようか………。迷ってしまうが……。

「大鼠の退治ツアーに行きまーす。参加費用は三〇〇円でーす。報酬は一日で二〇個～。参加費用は稼いだあとのコアからの払いも可能でーす。各エリアに一〇人で狩りをしますので安心安全でーす。魔物香はこちら持ちでーす。危険な敵は当社のボディーガードが倒しますので大丈夫なのでーす」

　女の子が声を張り上げて、周囲へと呼び掛けており、ボディーガードなのだろう、大柄の男が筋肉を見せつけるようにサムズアップしてニカリと暑苦しい笑顔を浮かべていた。

「こちらはダンジョンでゴブリン狩りでーす！　ボディーガードがいますので、アーチャーは問題なし。参加費用三〇〇円～。多少危険はありますが定員五人で半日ひとり三〇個の報酬～」

　どうやら狩りをする人間を集めているらしい。一日で三〇〇円の儲けとなるのか……。大勢の人々が並んでいる。各エリアに狩場が用意されているのだろう。ダンジョンにも潜るみたいだ……。アーチャーが怖くないというのはどういう意味かわからないが、その肩に漆黒の蛇を乗せて男の子が人を集めていた。まだ人がそんなに集まってはいないようだ。ゴブリン相手だと恐ろしい。たしかに集まりにくいかもしれない。

　再度、妻と子どもへと顔を向けると男は決断して通貨の入った小袋を握りしめる。

「よし！　ご飯を食べようか！」

「はい、あなた！」

「わ～い！」

　妻も子どもも笑顔となり、店へと歩いていく。多くの人々がワイワイと楽しそうにお喋りをしてご飯を食べている。

「すまない。えーと、すいとんを三杯とお好み焼きを一枚ください！」

「はい。お買い上げありがとうございます！　ちょっとお待ちくださいね」

　手慣れているのか、サッと木の器にすいとんをよそい、隣のお好み焼きを焼いていた男が、あいよっと威勢のいい声とともに木の板にお好み焼きを乗せて渡してくれる。水っぽいソースに見えるが、いつ嗅いだかも忘れそうな記憶の片隅にある懐かしい匂いが鼻をくすぐる。

「箸と器は回収しますので、そこの回収用の箱に入れてくださいね」

「あぁ、ありがとう」

　ありがとうなんて、最後に言ったのはいつだったろうかと思いながら、金を払い熱々のすいとんとお好み焼きを受け取ると、妻と子どもと食事用の椅子の場所に移動して、料理を置く。

「それじゃあ、いただこうか」

「ええ」

「いただきまーす」

　笑顔を浮かべて、すいとんを口にする。野菜くずと小麦粉の塊だが、結構たっぷり入っていてうまい。塩味が多少薄いが、熱々の食べ物をゆっくりと食べられること自体久しぶりだ。妻がお好み焼きを切り分けて、娘に渡している。ほとんど小麦粉だけのものだが、娘はかぶりついて目を丸くした。

「おいしー。これ、なぁに？」

「お好み焼きっていうのよ」

　おいしいおいしいと娘が喜んで食べている。いつもはカチカチの黴びそうなパンや、野菜くずすらほとんど入っていないスープ。スープがあればいいほうかもしれない。冷たい食事が日に一度だ。幸せそうに笑顔で食べる娘に、優しい笑みを妻が浮かべている。男もお好み焼きを口にして、口にいっぱいに広がるソースの味に胸がいっぱいになり、涙が知らずにひと筋流れる。

「あぁ、本当にうまいなぁ」

「えぇ、本当に」

　妻も涙目となり頷く。こんなに安心した気分で食事をできたのはいつの頃だろうか。

「ここは住むことができるのか、確認するか」

　ここはもしかしたら、廃墟街でも安心して住めるところになるかもしれない。男は周囲の活気溢れる騒がしさに希望の光を見て、そっと夢中になってお好み焼きを食べている娘の頭を優しく撫でるのであった。







　市場というには、少々寂しいが、人々の騒がしさを耳にして、お喋りに興じる笑顔を見て、防人は腕組みをして、壁によりかかりながら、フッと微かに口元を曲げる。

『とりあえず、幸せそうで何よりだ』

『そうですね、スタートにしてはまぁまぁだと思いますよ？』

『雫さんは手厳しい』

　目の前を機嫌よく飛ぶ雫の言葉に苦笑いを浮かべてしまう。たしかにまぁまぁなスタートだ。もっと悪いパターンも考えていたのだが、問題なさそうだ。

「今のところは、順調に客は増えている。住人も増えているからな、壁を広げないといけないかもなぁ」

　一度来た廃墟街の住人はここに住み着くか、近くの信玄コミュニティ、そして俺の住居の近くに住まいを構える。まぁ、他の場所が酷すぎるのだ。当たり前と言えよう。

『僅か一週間で増えすぎだとも思いますが？』

　からかうように雫がこちらを見てくるが、そのセリフの中には懸念の気持ちが入り混じっていることに俺は気づく。たしかに順調すぎるスタートだ。多くの人々が売られているすいとんや、お好み焼きを食べている。正直多すぎるのだ。なぜならば、信玄コミュニティは一〇〇〇人程度の人口だ。だが、ここには一〇〇人ほどが集まっていた。狩場ツアーに参加している者たちもいる。コミュニティでスライム狩りをしている者たちや、田畑を耕している者たちもいるのだ。もちろん子どもたちも家にいるだろう。それを考慮すると一〇〇人がここで食い物を食べているのは、まだ昼間なのにちょっとおかしい。

『まだ一週間でこの多さ。一か月経てば、かなり増えているかもな』

『野菜の横流しもそこまで多くはならないと思いますよ？』

『市場を作って、一か月で物不足は勘弁だな。さて、花梨にどれぐらい融ゆう通ずうできるか聞いてみるか』

　花梨は持ってきた野菜くずなどにまったく興味を持っていないことに俺は気づいていた。小麦粉の融通の時は渋っていたから、あいつにとってはゴミなのだ。だからいくらでも融通はできるだろうが、集めるのにも限界はあるだろう。

　と、するとだ。

『新たなるラインナップを増やすんですね？』

『あぁ、しかし難しい話でもある。考慮しなくちゃならんことはたくさんあるからな』

　そう言うと、ローブを翻して漆黒の男は自宅に帰る。活気ある人々に背を向けて。

　ハードボイルドだろ？




　廃墟街に小さな経済活動が生まれた。人類にとっては小さな一歩に見えるが、それは世界にとっては大きな一歩であった。
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　春の陽気は眠気を誘う。電力は遥か昔に途絶えており、四季の移り変わりを強制的に感じさせるのが、廃墟街の嬉しくない特徴だ。

　俺の住む廃ビルの最上階にあるペントハウスも同様で、夏は暑く冬は寒い。おいおい当たり前だろと、廃墟街に住む人間は当然のように言うだろうし、俺も同意して頷くだけだが、だからこそ春の陽気は過ごしやすく貴重なものだ。

　たまにはゆっくりと休んで、この春の陽気の中で昼寝をしたいと思うのは、俺でなくても考えることだろう。

　今日の天野防人は開店休業だ。庭にカウチソファをえんやこらと持ち出して、寝そべりながら欠伸をする。この陽気に当てられたのか、雫も幽体で姿を現すこともなく静かなもんだ。たぶん寝ているのだろう。この間の初のダンジョン攻略は完全勝利とはいえ、マナは空っぽになった。すなわち、困難な戦闘であったのだ。タフな精神を持つ俺たちでも疲れたぜ。

　ゆっくりと午睡とやらを楽しむことにする。俺は今日はイタリア人。働くつもりはまったくない。

　そう考えて、ぬるま湯のような陽射しを身体に浴びながらウトウトとする。たまにはまぶた夫婦もゆっくりと逢おう瀬せを楽しみたいだろうと、優しい俺は気を使って眠っていた。

　と、なにかが接近しているとビルの各所に潜ませた影猫たちから警報を伝えてくる。アラーム代わりの猫たちはしっかりと役に立っており便利だ。何者かが俺のビルに潜入してきていると影猫は伝えてきていた。

「好奇心溢れる猫がやってきたことも気づけるしな。本当に影猫は役に立つ。今度餌を食べるか確認してみるかね」

　今日は気づけたとニヤリと笑いながら目を開きゆっくりと身体を起こす。と、ペントハウスに繋がる扉が開き、のほほんとした表情で猫娘が入ってきていた。猫らしくバリケードで塞がれた階段もするりと入ってくるので、多少苛立ちも覚える。俺の城は安全性が高いと誰か保証してくれないもんかね。

「へろー、防人。珍しいにゃんね、昼寝かにゃ？」

「ちょっとトロピカルジュースを用意してくれよ、花梨。お代はツケでお願いするぜ」

「夏にはまだ早いにゃんよ」

　俺をからかうように、飄々とした表情で片手を上げて花梨は挨拶をしてくるので、半眼になって言い返してやる。もちろん花梨は俺のセリフを聞いても、特に笑うでもなく肩を竦めるだけであった。ハードボイルドに返したのだから、きっちりと面白い返しをしてくれてもいいんだがと、俺としては不満である。

「少し雑草が増えてないかにゃ？　夏に備えて草むしりでもしたほうがいいにゃん？」

　庭の中を歩きながら、少しばかり増えた雑草を邪魔そうに花梨は踏みながら俺へと注意を促す。たしかにそのとおりだ。最近草むしりをサボっていたから、雑草の侵略が激しい。そろそろ庭がみっともない状況になっちまうだろう。だが、そろそろ梅雨だからなぁ。

「梅雨が過ぎたらな。雑草って不思議だよな、どうやってビルの最上階まで種を飛ばしてくるんだか」

　絡む雑草が嫌なのだろう。猫娘は意外と神経質なのか、ステップでも踏むようトントンと雑草を躱して俺のそばにやってきた。たしかに蚊が出るし、あまり雑草に我が領土を好き放題暴れまわってほしくはないんだよ。

「梅雨の前に蚊が増えるかもにゃんよ？」

　雑草を見ながら、再度花梨が忠告してくる。ちょっとしつこくないかと、疑わしく思いながら猫娘を見つめる。花梨は俺の疑いの視線に気づき、あらぬ方向を見て、とぼけてみせるが、理解したぞ。

「お前、雑草に尻尾が絡むから嫌なんだろ？　なんだっけ？　あのひっつき虫。尻尾に絡むから嫌なんだな？」

　ひっつき虫ってのは毛皮とかにひっつく草の実だ。ギザギザで一度ついたら、剝がすのは面倒くさい。猫娘の象徴たる猫の尻尾。花梨は小さく短いタイプの尻尾ではない。普通の猫タイプで蛇みたいに長いのだ。なので、雑草の中を歩くのは嫌なのだろう。ひっつき虫のちょうどいい獲物にしか見えない。

「ノミもくっつくだろうしな。ノミ取りのいい方法を教えてやってもいいんだぜ？」

　猫だもんな。ノミとかシラミとかいるかもしれないんだよな？　痒そうだから、同情するぜと心配をしたら、顔を真っ赤にして怒ってきた。

「デリカシー！　デリカシーを大事にしてにゃん！　あちしはこれでも花も恥じらう乙女にゃよ？　ノミなんかいないにゃ！」

「どうせ恥じらっても、花梨の場合は毒花だろ。食虫植物でも驚きはしないぜ」

　殴ってくるフリをしてくる花梨に、のんびりと欠伸をしながら答えてやる。花梨は俺を殴ってはこない。危険な橋は渡らない性格だからだ。情報屋はたとえふざけていても、自身を守るために滅多にやり返すことはない。

「なぁ、花梨？」

「なんにゃ？」

　ゼハーゼハーとわざとらしく息を吐くフリをしてくる花梨を見ながら手を伸ばす。

「正直言って猫娘って外見からして有利だよな。ピンと立った猫耳に、ゆらゆらと猫じゃらしのように揺れる尻尾。顔立ちも可愛らしいし、外見だけなら超一級だぜ」

「なっ！　いきなり褒めるにゃよ。物事には順番があるにゃよ？」

　花梨は僅かに頬を染めて、俺へと口を尖らせてくる。だが花梨は普通に可愛らしい。なにしろ猫はそれだけで可愛らしいのに、それに加えて少女だ。しかも可愛らしい顔立ちだから、こいつモテるだろ。

「防人が口説いてくると裏を考えてしまうにゃよ？」

　すぐにジト目となって俺をジロジロと花梨は疑わしそうに見つめてくる。素直になれない猫娘だこと。俺は裏表のない人間なのに悲しいじゃんね。

「そこは素直に喜べよ。さて、それじゃ、可愛らしい情報屋のために、雑草を駆除しておいてやるかね」

　人差し指をピンと立てると、マナを集中させていく。目を細めて、ゆっくりと息を吐き、人差し指を振るい魔法を発動させる。

『火蛇フレイムスネーク』

　俺の人差し指から熱気により空気を蜃気楼のようにゆらゆらと歪ませる炎の蛇が生まれる。

『薙ぎ払え』

　タクトのように指を振る。細長い炎の蛇は何本もの炎の糸へと変わると、俺の周りに波のように広がっていく。ただの雑草では、炎の魔法には抵抗することもできないため、炎の糸が通り過ぎたあとは、全ての雑草は分断されて、熱により燃えていった。

　レベル３の威力の炎の魔法だ。庭の雑草全てが燃えて朽ちてゆく。これで雑草駆除はおしまいだ。

「燃え残しが燻くすぶって火事にならないかにゃ？」

「想定済みだ。安心しろよ」

『水蛇アクアスネーク』

　同じように水の蛇を魔法で生み出すと人差し指を振るう。先ほどと同じように水蛇は細長い糸の束へと変わって周囲へと奔はしっていく。冷たき水の蛇は触れた雑草を濡らしていき、燃え燻る灰を鎮火させていった。これで火事も安心だ。

「やるにゃあ防人。これだけの魔法操作ができるやつは見たことないにゃあ」

「そりゃどうも」

　俺としては息を吐く程度に自然に使える魔法だ。他の魔法使いは滅多に見たことがないんだが、おかしいのだろうか？　比較対象ってのがいればよかったんだが、相手がいないからな。

　家屋は焦げて水たまりが各所でできている。そんな我が庭園を見て、満足げに頷く。なかなかいい結果になったんじゃないか？　あ、片づけはあとでな、あとで。

「防人は変わらないにゃあ。正直言うと、この家に召使いを雇えばいいんじゃないのかにゃ？　それぐらいの力を持っているはずにゃ」

　ウインクをしながら花梨は俺の顔を窺うように言ってくるが、その目つきから俺を試しているのが、丸わかりだ。危険なる男の反応を見たいというところだろう。それならそれで、お茶目な返答をしてやるか。

「猫って飼ったことないからなぁ。どれぐらいの小屋が必要なんだ？」

「あちしの首に首輪をつけられる程度の力がないと、専属契約はお断りにゃ」

　うりうりとからかうように、花梨の尻尾を摑んでやろうと思うが、サッと花梨は身体を翻して軽やかに俺の腕から尻尾を躱し、小さく舌を突き出してくる。

「それじゃあ諦めておくか」

　そこまで本気ではなかったので、肩を竦めて俺はまたカウチソファに寝そべる。まだ花梨を防げる力は俺にはない。なので、放置一択だ。

「相変わらず淡白にゃねぇ。もう少し活動的になったらどうかにゃ？」

「魔物退治なら活動的になるぜ」

「それは仕事だからにゃあ。というか防人は出会った頃からあまり変わらないにゃね」

「失礼な猫だな。少しは成長したと考えているぜ」

　呆れた顔になる花梨へと答えながら、そういえばこいつと出会った頃も同じような言い合いをした覚えがあると思い出す。最近の記憶なので、特に懐かしくはないが。







　あれは何年前だったか……。怪しげな残機スキルとやらを取得する前だっただろうか。いや、ちょうど残機スキルを手に入れて、雫をパートナーに迎え入れた頃の話だ。

　俺は残機スキルの力で古傷も欠損も治り、十数年ぶりの健康体となって、身体が軽くなったと多少浮かれていた頃の話だ。

　俺はお得意様の信玄に呼ばれて、居酒屋風林火山に顔を出した。相変わらずの裏ぶれた店内には、武者姿の信玄が奥に座り、女を侍らすこともせずに缶詰の数を数えていた。店内にいる男たちは俺を警戒して遠巻きに見ていて、いつもどおりの雰囲気だった。

　ひとついつもと違うのは、信玄のそばに年端もいかない少女が立っていることだった。多少の違和感を覚えたが、新米の娼婦かなにかだろうと気にせずに、俺は信玄に挨拶をした。

「よう、信玄。まだ元気そうで何よりだ」

　綿がはみ出ているボロいソファにドカッと座り足を組むと、信玄はフンと機嫌悪そうに鼻を鳴らしてきた。

　この爺さんが不機嫌になるような、なにかがあったらしいと気づくが、表情にはおくびも出さずに、余裕の笑みで軽く肩を竦めてみせる。

　俺の挨拶を聞いて、テーブルに積み重ねられている少し外側が錆びている缶詰を几帳面に数えていた信玄は口元を曲げて顔を上げてきた。

「元気じゃあねえよ、防人。とんでもないことが起きたんでな」

「ん？　なにが起きたんだ」

　そこまで大変なこととは、他の地区から戦争でもふっかけられたかと、俺は周りを見渡すが殺気立った様子はないので、違うようだ。信玄は缶詰を苛だたしげにテーブルの端へと寄せると椅子に凭れかかり舌打ちをする。

「儂の部下のひとりが缶詰を懐にこっそり仕舞ってやがってな。わかった時には、倉庫の缶詰をリュックに入れて逃げやがった」

　信玄が不機嫌な理由を理解して、ハッと笑う。貴重な食べ物を盗むとはなかなか勇気のある元部下だ。食料を盗むのは廃墟街では命を簡単に捨てることができる最も簡単な自殺行為だというのに。しかも食料を預かる地位だったということは、それなりに信玄に信頼されていただろう。

「で？　取り返した缶詰で足りない分を探してこいと？」

　逃亡したやつが生きているとは到底思わない。とっくに殺して荷物は回収しているに違いない。俺の予想は当たっていたようで、信玄はつまらなそうに会話を続けてくる。

「いや、野郎が食べた分以外は回収した」

「早い動きだな」

　予想どおりの答えだ。逃げたやつには南無南無と祈っておこうかね。だが、予想と違うことを言ってきたので多少驚いてしまう。

「今回、対応が早かったのは、この小娘。情報屋と名乗る花梨のおかげだ」

「情報屋？」

　自称情報屋は掃いて捨てるほど大勢いる。面倒くさそうな顔で信玄が側に立つ少女に手を振って紹介してくるので、怪訝に思いながら観察する。情報屋ねぇ……。信玄の様子を見るに新顔だ。

　年若い小柄な少女だった。やけに自信ありげな笑みを浮かべて、成長の余地がありそうな胸を張り堂々としている。服装は見かけはボロボロで継ぎ接ぎだらけだが、猫耳をピンと立てており、猫の尻尾を生やしてやがる。廃墟街ではほとんど見ない獣人だ。

「花梨だにゃ。一念発起して、情報屋をすることにしたにゃよ。この地域をウロウロとして、有益な情報を売るつもりだから、よろしくにゃん」

「俺は天野防人だ。よろしくな」

　にゃんとは、また猫娘に合っている語尾を使う小娘だと内心で感心しながら、信玄へと視線を移すと、鼻を鳴らしてつまらなそうな顔で肩を竦めてきた。なるほど、こいつは信玄の信用をバッチリ得ているらしいな。逃亡者のタレコミをするにしても、情報屋を名乗るとは信用を得たいがためだろうか？　だとしたら、その試みは成功している。信玄は小さじ一杯だけ信用しただろうよ。

　なにしろ生まれながらにお強い獣人様だ。廃墟街で獣人は見ない。なぜならば産まれないから。なぜか獣人やエルフ、ドワーフは廃墟街の住民からは産まれないんだよ。

　すなわち、こいつは怪しい。そのことを知らない外街のスパイかなにかの可能性がある。

「防人って言うにゃね。よろしくにゃん。あちしはきっと役に立つにゃんこよ」

　握手を求めてくるので、軽く手を握って花梨を見つめると、すぐに信玄に視線を戻す。

「あぁ、よろしくな花梨。で、信玄？　俺を呼んだのはこいつを紹介するためじゃないだろ？」

「もちろんそうだ。てめえにはやってもらいたいことがある。この野良猫が持ってきた情報を確認してほしい。取り分は五割でどうだ？」

　ニヤリと口元を歪めて、おいしそうな仕事を提示してくる武者鎧の爺。身を乗り出して、俺へと言ってくるので俺もニヤリと笑い返す。

　どうやらろくでもない仕事なのは間違いないな。







　信玄の住む拠点から少し離れたところに、元は駅であった場所がある。かつては都内へ向かうハブステーションであったために、かなりでかい駅ビルが併設している。どれぐらいでかいかというと……。

「バリケードがあるし、窓は木窓で打ちつけられているし、まるで天然のダンジョンみたいなところにゃんね？」

　小猫がニャアニャアと愚痴るぐらいには巨大だ。階層も多く、敷地も広い。分厚いコンクリート製の元駅ビルは花梨の言うとおりに、天然のダンジョンだ。昔は魔物から身を守るために、内街から捨てられた人々が肩を寄せ合い住む拠点となっていたが、あまりにも巨大な建物に、どこからか魔物が現れて人を喰い殺す。通路の影で強盗が人を殺す。食べ物がなくなり餓死するといったことが繰り返されて、人は去っていき、見事に廃墟ビルへと変わった場所だ。

「まぁ、好き好んでこの駅ビルに入るやつはいないと思うぜ？」

　ビルの入口に積み重なった瓦礫と化したバリケードを乱暴に退けつつ俺は愚痴る花梨に答える。花梨はビル内を覗き、光がまったく入らない暗闇の支配する建物内を見て、嫌そうな顔をしていた。

　その表情を横目に見つつ、俺は影猫へと指示を出す。数匹の影猫たちが、その身体に懐中電灯を括りつけて建物内に入る。複数の影猫による懐中電灯の光源により辺りが照らされて様子がわかるようになる。

　カサカサと小さななにかが光源を嫌がり、元はフードコートであったろう放置された無数のテーブルの影に消えていく。

「ここに入るのは久しぶりだな……。見事に廃墟になっちまって寂しい限りだ」

　子どもの頃はここで飯を食ったことがあったんだがと俺が懐かしむと、後ろから花梨が嫌そうな声を上げる。

「こんな真っ暗闇の埃だらけの場所にいたにゃん？」

「昔は昼間でも明るい建物だったんだ。フードコートっていってな。その壁際のところに食べ物屋がずらりと並んでいたんだぜ」

「あぁ、ここはフードコートだったのかにゃ。どうりでテーブルや椅子が並んでいると思ったにゃんよ」

　納得したと花梨が軽く頷き返してくるので、俺は僅かにその返答に目を細める。ほ～ん、納得しちまうのか。

「さて、ここは何もなさそうだ。で、にゃんこの情報は正確なんだろうな？」

「大丈夫にゃんよ。あちしの情報は正確にゃ。この地下階に倉庫があったはずにゃんよ。そこには金庫があったらしいにゃん。これが暗証番号にゃ」

「金庫ねぇ……。札束ってのは止めてくれよ？」

　ガシャガシャと背負っているリュックを揺すりながら、にゃふふと自信満々に笑う花梨に、同じくリュックを背負っている俺はその軽さを感じながら、ため息を吐く。信玄からの依頼とは元駅ビル内の地下階層にある倉庫、その中にある金庫内の貴金属だった。




　もちろん情報元はこの猫娘だ。限りなく怪しい情報である。




　地下階層に行くのは簡単だ。ダンジョンめいているとはいえ、元駅ビル内なので苦労はない。地下へと続くエスカレーターや階段は、山のような買い物かごに埋め尽くされて通れないようにはなっているが、それならばエレベーターで行けばいい。

　入口から入ってすぐにエレベーターはあった。まだ記憶は衰えていないらしい。それか、過去の優しい思い出が脳裏に残っているかだ。

「エレベーターをこじ開けて、中に入るぞ」

「了解にゃん」

　入口から入ってすぐとはいえ、真っ暗闇が続くのに、花梨は怖じ気づくこともなくついてくる。魔物も姿を現していない。

　持ち込んでおいた金属棒をリュックから取り出して、扉の隙間からこじ開ける。ギギィと音がして、エレベーターのドアが開き、影猫たちが先行して進む。

　にゃんにゃんと可愛らしい鳴き声とともに壁に張りつき、トントンと三角跳びの要領で地下へと下りていき、辿りつくとこちらを懐中電灯で照らしてくれる。なんていい子たちなんだと、飼い主として誇りたい気分である。

「器用な猫たちにゃんね」

「あぁ、可愛らしいだろ？」

　花梨が感心しながら、エレベーターを繋ぐワイヤーに手をかけて下りていくので、俺もニヤリと笑ってその後ろに続く。影猫は見かけとは違い魔法生物のため、壁にも張りつくことができるのだ。なので建物内では普通の生き物ではとれない立体的な行動を可能にしていた。

　鉄錆の匂いがするワイヤーを伝い、地下へと下りていき、再びエレベーターの扉を開けて地下階層へと入る。

　中はシンとしており静かなもので、それだけに嫌な予感をさせてくる。周りを照らすのが、影猫たちの懐中電灯だけというのも心細さを感じさせてしまう。

　その静寂に耐えきれなかった花梨が僅かに緊張を見せながら硬い口調で口を開く。

「防人………この奥らしいにゃよ。魔物は強いやつがいるにゃ？」

「知らないが、たぶんいないと思うぜ」

「根拠を示してほしいにゃ」

「凶悪な魔物がいるなら、絶対に外に出てきて噂になる。この近くには俺の家も信玄の拠点もあるんだ。なのに聞いたことがないってのは、凶悪な魔物はいないってことだ」

　ダンジョンではないのだ。化け物タランチュラも廃ビルにはいたりするが、人を襲う本能があるのだろう。必ず人を襲える場所に巣を張る。誰も来ない奥まった部屋で待機などはしていない。

「よかったにゃ。初仕事で死ぬのは勘弁にゃんこ」

「ただし、出てこられない場合は別だ。弱い魔物はバリケードを超えることができない」

「だから？」

「花梨にピッタリの相手だ！　走り抜けるぞ！」

　暗闇に赤く光る無数の目が俺たちの前に浮かび上がってくる。それとともに俄にわかに地下階層がガサガサとなにかが蠢く音が響き騒がしくなる。

「チューチュー」

「チューチュー」

「チューチュー」

「チューチュー」

「チューチュー」

　ドッと大鼠たちが暗闇から迫ってくる。その数は優に一〇〇匹は超えている。すなわち、俺の対処能力を超えている。

「ギャー！　ネズミ、ネズミにゃん！」

「猫なら好物だろ！　目的地まで走り抜けるぞ、こいつらは足は速くない。適当に踏んでいって、立ち止まるなよ」

　俺は床を蹴り、津波のように襲いかかる大鼠たちへと走り出す。どうやら抜け出すこともできずに大鼠たちは延々とこの地下に溜まって行ったんだろう。食べなくとも生きていける魔物なので、共食いもなく増えていったわけだ。

　大鼠は牙を剝き出しに襲いかかってくるが、悲しいかな、冷静に対応すれば問題はない。大鼠たちを踏み台に俺は奥へと走っていく。足元を生温かい生物のグンニャリとした感触を感じて顔をしかめつつ進む。見ると、花梨も悲鳴を上げつつも、軽やかに大鼠を踏みながら進んでいた。

「あちしは、チーズを狙う鼠をいつも食べてしまう猫じゃないにゃんよ！」

「ちょっと鳴いてみろよ。にゃーって。意外と鼠たちは逃げるかもしれないぜ」

「にゃー！」

　花梨をからかうと、素直ににゃーと鳴く。意外と素直だなと笑いながら目的地まで走る。暗闇の中で鼠に捕まることはなく、影猫たちは既に先行している中で、埃とゴミだらけの床を進む。

「にゃーにゃー！　こっちにゃん、右に曲がって！」

「オーケーだ」

　花梨が後ろから追いかけてくる大鼠へと威嚇をしながら叫ぶ。その声を聞いて俺は頷くと速度を落とさずに、鋭角に曲がって進む。

「なかなか面白いかけっこだな。一等は譲らないぜ」

　楽しくなってきたと、ニヤリと笑ってやると、花梨は口を尖らせ答えてくる。勝負には勝たないと面白くないぞ。

「三等にならなければ、あちしは気にしないにゃん」

　汗が額に浮いて、多少息が荒くなる。棚の影から飛び出してくる大鼠を蹴り飛ばし、壁に空いた穴から顔を覗かせる大鼠には転がっているかごを投げて牽制する。そうして数分走ると、金属のドアが見えてきた。

「あそこにゃ。レジの金を集めておく部屋らしいにゃん」

「鍵開いてんのか？」

「これにゃ」

　そんな部屋なら鍵がかかっているのではと、疑問に思うと、花梨が鍵を投げてくる。この猫娘、身を守るために黙ってたな。

　ドアの鍵穴に鍵を差し込むと、カチャリと抵抗なくドアは開く。

「オーケーだ。花梨、先に入れ！」

「了解にゃ！　金庫開けておくにゃよ」

　ドアを開けて、花梨を先に入れ、俺は大鼠たちへと向き直る。スッと腕を上げてマナを集めていく。

『影よ、偽の壁となれ』

　スッと腕を下げると、影の薄い壁を創り出す。触れば砕ける壁ではあるが問題はない。

「影猫。囮をしてくれ」

「みゃん」

　一体の影猫に指示を出すと、素直に懐中電灯で周りの敵を照らしながら影猫は走り去る。影の壁により、突然光が消えたように大鼠は見えたことだろう。なので、懐中電灯で辺りを照らす影猫へと注意は向いた。誘蛾灯に集まる虫のように、大鼠たちは一斉に猫を追いかけていくのであった。

「なんとかなったか。ま、ネズミだもんな」

　息を整え、肩を竦めて部屋の中に入ると、埃をかぶって乱雑に書類などがテーブルに並べられており、慌てて逃げたのか椅子が転がっているのが目に入った。そして奥には大きな金庫があったが、花梨がその前に座り込み、扉を開けていた。

「早いな。もう開けたのか？」

「暗証番号も知っていたしにゃ。簡単なもんにゃ～」

「ナイスだ、花梨。で、俺たちへのプレゼントはあったか？」

「これ見てにゃ！　宝石箱発見にゃ。たぶんこれ脱税のための隠し資産にゃね」

　にゃふふと綺麗な宝石箱を俺に見せながら開ける花梨。その中には大粒の宝石がいくつか入っていた。時価にすると数百万か？　宝石を手に取り目を細めて眺める。ついでに宝石箱も観察しておく。

「防人は宝石の鑑定ができるのかにゃ？」

「いや、他の鑑定ができる」

「他の鑑定？」

　なんのことかにゃと、不思議そうに首を傾げる花梨の肩を叩いて、笑いかけてやる。

「本物だってことはわかる。廃墟街の値段になることを考えても、いい値段がつくだろうよ。合格だ、花梨」

「にひひ。これで防人たちは情報屋花梨の力を知ったにゃんね」

「だな。よくわかったぜ」

　俺は宝石を手に入れて、囮の影猫を追いかけていなくなった通路を進み、帰還した。そこそこの金になったと満足し花梨をこれからも使おうと考えたものだ。







　花梨と出会った頃を思い出していると、コツンと花梨が俺の肩を叩いてきた。どうやらぼんやりしていたらしい。

「防人、話を聞いているにゃ？」

「すまん、なんだっけか？」

　俺が聞き返すと、呆れた表情で花梨が腰に手を当てて話を再度してくれる。

「もぉ～。またおいしい話を見つけたにゃんね。元宝石店が廃ビルの地下にあるらしいにゃ。一緒に行かないかにゃ？　ゾンビが屯しているらしいにゃよ。退治しながら行こうにゃん」

「ほぉ。いいね、その話乗っておこう。信玄にも話を通しておくか」

「売る伝つ手てがないもんにゃ」

　了解と花梨が頷き歩き出す。また宝石とは奇遇だな。

「今度は本当にあるといいな」

　そっと小声で言うと、花梨が振り返る。

「なにか言ったかにゃ？」

「いや、情報屋ってのは大変だなと呟いただけだ」

　昼寝は終わりだと、俺も立ち上がる。儲け話なら乗らないという手はない。

　花梨の背中を見ながら思う。初めて出会った時の、駅ビルで手に入れた宝石は偽物だった。いや、偽物ではないか。金庫に入っていなかっただけだ。持っていた宝石箱が綺麗すぎたのだ。埃ひとつついてないなんてあり得ないだろ。

　おそらくは俺たちに信用されるために自前で用意していたんだろう。当時、廃墟街の子どもならフードコートなんて名前も知らないはずなのに知っていた花梨。

　ボロボロの服は着ていたが、尻尾も耳もシラミもいないし綺麗な姿だった花梨。

　明らかに廃墟街の者ではない。信玄からは怪しかったら殺しちまえと言われていたが……。

「まぁ、儲け話を自前で持ってくる猫だ。鼠に注意しているようだが、牙を向けなければ俺たちは友達さ」

　クックッと含み笑いをして、俺も花梨を追いかけるのであった。これが廃墟街の友人の作り方だから、理解してくれているといいんだが。










訪問の流儀




　内街。日本の富のほとんどを集めている夢の街。食べ物に困らず、住む場所を探す必要もなく、魔物を恐れる必要もない。外の世界に住む人々が羨む内街。その夢の街の一角にある品の良いカフェテリアで、ふたりの少女がお茶を飲んでいた。その内のひとりは風魔花梨。廃墟街では情報屋花梨として最近は名をあげている。

　外ではそこそこ名前が売れている情報屋の猫娘は、花梨という自分の名は覚えにくいのだろうかと、脚をぶらぶらと振りながらオレンジジュースに口をつける。よく冷えていて甘酸っぱい味が口に広がり、僅かに口元を緩め、グラスの中の透明な氷がカランと涼やかな音をたてるのを聞きながら、目の前の少女へと顔を向けた。

「なんだい？　僕の顔になにかついているのかい？」

　視線に気づいたのだろう。親友である少女はふわりと優しげな笑顔で尋ねてくる。その表情は女のあちしでも見惚れるほどに美しい。

「いや、あちしにゃ。廃墟街に住む変わり者のおっさんに名前を覚えられているか不安なのにゃよ」

　最近知り合った男を思い出し、少し悩む素振りを見せる。防人が猫娘としか呼んでくれないのだ。

「にゃあと可愛らしく鳴くからじゃないかな？　ベッドでもニャーニャー鳴いているのかい？」

　からかうように悪戯っぽい顔で聞いてくる親友へと、手をフラフラと振って動揺も見せずに否定する。

「そんな関係じゃないにゃ。歳も離れているしにゃあ。あちしも親友のように顔がよければ、覚えも目出度いのかもしれないにゃん」

　あの防人と恋人関係になる。う～んと考え込んでしまう。歳が離れているし、なによりあの男は危険だ。仲良くなっても、そのような関係にはならないにゃね。自分は猫耳と猫の尻尾が生えている。その特徴は強烈だ。猫娘と言われるのはわかるが、それでも名前を覚えられていないのは悔しい。

　ふむ、と親友は顎に手を当てて脚を組む。それだけで周りの連中はチラチラと目線を向けてくるので、美少女はお得にゃんねと、残りのオレンジジュースをクイと飲み干す。

「なにかいい考えはないかにゃ？　あちしが名前を覚えられるような」

　何気に少し悔しいのだ。親友のように美少女であると自信を持って胸を張れるほどではないが、それでも普通よりは自分は美しいとの自負はある。まぁ、その自負は女性にとって必要なことなので、誰しもが持っていると言われればそれまでだが、廃墟街では何回もその手の誘いがあったし、ともすれば、襲いかかってくる者もいた。もちろん返り討ちにしたが。

「廃墟街の連中のなかでは、あちしは全然綺麗なんだけどにゃあ」

　体臭もないし、髪の毛だってシラミやフケだらけではなく、ボサボサでもない。猫はサボると猫耳や尻尾にノミがつく時があるので、毎日風呂に入って小綺麗にしているのだ。その姿に廃墟街で違和感を抱くような鋭い頭の持ち主は、反対に花梨を警戒するので、身を守るためにも、ちょうど良かった。

「なにかいい方法ないにゃね？」

「そうだなぁ、僕は廃墟街には行ったことがないし、その男性がどんな好みかもわからない。単に花梨が趣味に合わないだけかもよ？」

「胸元も結構エグい感じだと思うんだけどにゃ」

　廃墟街特有の和風チックな村娘の服装を花梨は好んで着ているが、その胸元は閉じておらず、結構胸が目立つ。くノ一ではないが、このような小細工が役に立つ場面は意外と多い。防人には通じないが。あの男には女っ気がまったくないのに、花梨に興味を持ってくれない。花梨だって女の子だ。それが少し不満でもある。

「色気が通じないとすると、他のアプローチでいくしかないね。それならばこんなのはどうだろう」

「お、なにか作戦があるにゃ？　さすが親友」

　ニヤリと悪戯っぽい顔になる親友へと身を乗り出して、尋ねてみる。頭のいい親友だ。きっといい作戦なのだろうと、ふんふんとその案を聞いて目を輝かす。

　なるほど、その案ならいけそうだ。







「で？　こうやって俺のところにやってきたわけか？」

「そ、そうにゃ。すこーし階段をのぼるのが面倒だったにゃんよ」

　花梨は額に汗をかき、ぜぇぜぇと息を荒らげて、目の前の男へと微笑みかけた。その顔は若干引きつってもいたが。なにしろ、防人は花梨に凍えるような視線を向けているからだ。睨むわけでも、警戒して様子を見ているわけでもなく、どうやって殺そうかと考えている視線だ。花梨はなぜこの作戦をすることにしたのかと、内心でにゃあと頭を抱えていた。

　なので、訪問の理由をあっさりと花梨はしゃべった。自白したとも言う。

　親友の作戦を聞いて、すぐに実行するにゃんと防人のところにやってきたのだ。すなわち、防人の自宅へとやってきた。ビルの屋上にあるペントハウスだ。その庭にふたりは立っている。

「よ、呼び鈴がどこにあるかわからなかったにゃ」

「それはすまなかった。俺の家は来客が少ないんだ。それもお前みたいな訪問はな」

「にゃはは。少し変わっていたかにゃ？」

　冷静に腕を組んで防人が肩をすくめるので、軽口で返す。そう。花梨がどうやってのぼってきたかというと、すなわち壁を登ってやってきた。階段を使わずに。

「これも乙女のアピールにゃん。許してくれないかにゃ？」

　片眉を下げてウインクする。自分でも自信のある愛嬌溢れる笑みだ。防人に効くか、わからなかったが、花梨をジロジロと見つめると肩をすくめて、家の中に防人は戻り始める。

「面白い作戦だ。泣けてくるぜ」

　横目でちらりとあちしを見て、何かを放り投げてくる。放物線を描いて飛んでくるものを受け取り、その手の中にあるものに少し驚き、防人へと視線を戻す。

「敢闘賞だ。花梨」

　そう答えると危険な匂いのする笑みを浮かべて、防人は家の中に入っていった。花梨の手の中には、廃墟街では希少な板チョコが残っている。驚くことにタダで防人はくれたのだ。

「どうやら上手くいったみたいにゃね」

　板チョコに食いつき、花梨は内心で少し喜びを覚えながら、素直な笑みを浮かべる。なぜか防人に名前を覚えられたことがとても嬉しい。どうやら壁を登っただけの苦労はあったらしいと、板チョコをパキリと口で割るのであった。

「とっても甘いチョコレートにゃんね」

　花梨が防人の家を訪問するために、いつも苦労して壁を登る。その理由となった過去の話のひとつだ。
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